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え
ば
、

『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
、

シ
ャ
ン
デ
ー
』
執
筆
ま
で

y 曹

シ
ャ
ン
デ
ー
』
私
注

ロ
ー
レ
ン
ス
・
ス
タ
ー
ン
を
読
み
始
め
た
の
が
何
時
ど
の
よ
う
な
動
機

に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
か
は
今
の
と
こ
ろ
分
か
っ
て
い
な
い
。
夏
目
金
之
助
の
帝
国
大
学
文
科
大
学
の
英
学
生
と
し
て
の
主
な
活
動
と
い

ア
ー
ネ
ス
ト
・
ハ
ー
ト
Ernest
H
a
r
t
の
「
催
眠
術
」
の
翻
訳
（
明
治
二
十
五
年
五
月
五
日
『
哲
学
雑
誌
』
、
匿
名
に
よ
る
）

と
、
論
文
「
文
壇
に
於
け
る
平
等
主
義
の
代
表
者
『
ウ
ォ
ル
ト
、

ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
』

W
a
l
t
W
h
i
t
m
a
n
の
詩
に
つ
い
て
」
（
明
治
二
十
五

年
十
月
五
日
『
哲
学
雑
誌
』
「
雑
録
」
、
匿
名
に
よ
る
）
、
そ
れ
に
、
当
時
の
英
語
教
師
オ
ー
ガ
ス
タ
ス
・
ウ
ー
ド
Augustus
W
o
o
d
の

「
詩
伯
「
テ
ニ
ソ
ン
」
」
の
翻
訳
（
明
治
二
十
五
年
十
二
月
1

二
十
六
年
一
＿
一
月
『
哲
学
雑
誌
』
、
匿
名
に
よ
る
）
、
等
が
あ
る
が
、
こ
の
他

に
も
、
英
文
科
教
師
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
メ
イ
ン
・
デ
ィ
ク
ソ
ン

J
a
m
e
s
M
a
i
n
 D
i
x
o
n
に
頼
ま
れ
た
『
方
丈
記
』
の
英
訳
や
、
文
科
大

明
治
二
十
年
代
の
「
英
学
生
」
で
あ
っ
た
夏
目
金
之
助
が
、

~
 

ヽ
漱
石
の
ス
タ
ー
ン
論
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
、

[
附
論

-
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学
英
文
学
談
話
会
で
の
講
演
記
録
「
英
国
詩
人
の
天
地
山
川
に
対
す
る
観
念
」
（
明
治
二
十
六
年
三
月
ー
六
月
『
哲
学
雑
誌
』
、
署
名
付
）

が
あ
る
。
さ
ら
に
、
明
治
二
十
三
年
（
金
之
助
二
十
四
歳
）
文
科
大
学
入
学
の
直
前
に
発
表
し
た
「
十
六
世
紀
の
日
本
と
イ
ギ
リ
ス
」

（
第
一
高
等
中
学
校
本
科
の
教
師
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
マ
ー
ド
ッ
ク
J
a
m
e
s
M
u
r
d
o
c
k
に
提
出
し
た
英
文
の
エ
ッ
セ
イ
、
明
治
二
十
三
年

七
月
『
み
ゆ
ー
ぜ
あ
む
』
）
を
加
え
て
み
る
と
、
二
十
台
半
ば
の
英
学
生
の
文
学
修
業
と
し
て
は
ま
こ
と
に
多
彩
に
し
て
早
熟
、

語
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
活
動
は
、
金
之
助
の
周
囲
に
は
少
な
く
と
も
注
目
す
べ
き

(
l
)
 

も
の
と
映
っ
た
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
明
治
二
十
六
年
大
学
卒
業
後
か
ら
明
治
三
十
年
に
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
、

か
つ
言

(
2
)
 

シ
ャ
ン
デ
ー
』
を
発
表
す
る
ま
で
は
、
殆
ど
何

も
書
か
な
く
な
っ
た
。
そ
の
間
の
金
之
助
自
身
の
内
実
と
し
て
は
、
談
話
筆
記
『
処
女
作
追
懐
談
』
に
あ
る
よ
う
に
、
「
卒
業
し
た
と
き

に
は
、
是
で
も
学
士
か
と
思
ふ
様
な
馬
鹿
が
出
来
上
が
っ
た
。
そ
れ
で
も
点
数
が
よ
か
っ
た
の
で
、
人
は
存
外
信
用
し
て
く
れ
た
。
自

分
も
世
間
へ
対
し
て
は
多
少
得
意
で
あ
っ
た
。
た
だ
自
分
が
自
分
に
対
す
る
と
甚
だ
気
の
毒
で
あ
っ
た
」
と
い
っ
た
具
合
い
に
、

お
よ

そ
自
分
と
し
て
は
必
ず
し
も
納
得
の
ゆ
く
大
学
時
代
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
後
年
の
『
文
学
論
』
の
序
に
言
う
、
「
英
文
学
に
欺
か
れ
た

る
が
如
き
不
安
の
念
」
も
こ
の
時
期
の
金
之
助
の
内
面
を
暗
示
す
る
も
の
と
し
て
疑
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
あ
る
い
は
ま
た
、
こ
こ
に

「
漢
学
に
所
謂
文
学
」
と
「
英
語
に
所
謂
文
学
」
と
の
葛
藤
に
よ
る
悩
み
を
持
ち
出
し
て
も
よ
い
が
、
金
之
助
に
は
も
っ
と
根
底
的
な

厭
世
感
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
大
学
入
学
前
か
ら
根
強
く
あ
っ
た
感
覚
で
、
そ
れ
は
、
正
岡
子
規
宛
て
の
書
簡
が
示
す
よ
う
に
、
「
こ
の
頃

は
何
と
な
く
浮
世
が
い
や
に
な
り
ど
う
考
へ
直
し
て
も
い
や
で
い
や
で
立
ち
切
れ
ず
、
さ
り
と
て
自
殺
す
る
ほ
ど
の
勇
気
も
な
き
は
や

(
3
)
 

は
り
人
間
ら
し
き
所
が
幾
分
あ
る
せ
い
な
ら
ん
か
」
（
明
治
二
十
三
年
八
月
九
日
付
）
と
い
う
よ
う
な
感
じ
で
あ
っ
た
。
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明
治
二
十
八
年
に
松
山
の
愛
媛
県
尋
常
中
学
校
へ
赴
任
す
る
前
年
は
と
く
に
金
之
助
の
神
経
衰
弱
が
悪
化
し
た
時
期
と
い
わ
れ
る
。

こ
の
年
彼
は
、
松
島
瑞
厳
寺
、
東
京
法
蔵
院
、
鎌
倉
円
覚
寺
の
三
ケ
寺
で
参
禅
を
す
る
と
こ
ろ
ま
で
追
い
つ
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
も

な
お
、
彼
は
安
心
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
新
任
地
の
松
山
で
の
夏
目
金
之
助
教
師
は
、
そ
の
日
本
人
ば
な
れ
し
た
英
語
の
発

(4) 

音
で
い
た
ず
ら
盛
り
の
生
徒
た
ち
の
度
肝
を
抜
き
、
給
与
も
校
長
を
し
の
ぐ
と
い
っ
た
、
い
わ
ば
特
別
待
遇
を
受
け
て
、
外
見
に
は
結

構
な
身
分
に
見
え
た
筈
だ
が
、
内
心
の
ゆ
う
う
つ
は
隠
せ
な
か
っ
た
。
金
之
助
は
ま
た
子
規
に
宛
て
て
、
「
こ
の
頃
愛
媛
県
に
は
少
々
愛

想
が
尽
き
申
候
故
ど
こ
か
へ
巣
を
替
へ
ん
と
存
候
。
今
ま
で
は
随
分
義
理
と
思
ひ
辛
防
致
し
候
へ
ど
も
た
だ
い
ま
で
は
口
さ
へ
あ
れ
ば

じ
ん
き

直
ぐ
動
く
つ
も
り
に
御
座
候
。
貴
君
の
生
れ
故
郷
な
が
ら
余
り
人
気
の
よ
き
処
で
は
御
座
な
く
候
。
」
（
明
治
二
十
八
年
十
一
月
七
日
）

と
書
い
て
、
翌
二
十
九
年
四
月
、
熊
本
第
五
高
等
学
校
講
師
へ
と
転
ず
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
年
の
六
月
、
貴
族
院
書
記
官
長
中

根
重
一
の
長
女
鏡
と
の
結
婚
式
を
挙
げ
る
。
そ
の
結
婚
に
至
る
心
の
経
緯
も
、
「
中
根
の
事
に
つ
い
て
は
写
真
で
取
極
候
事
故
、
当
人
に

逢
た
上
で
も
し
別
人
な
ら
破
談
す
る
ま
で
の
事
と
は
兼
て
よ
り
の
決
心
」
（
明
治
二
十
八
年
十
二
月
十
八
日
、
正
岡
子
規
宛
て
）
と
い
っ

た
程
度
の
、

つ
き
放
し
た
他
人
事
の
よ
う
な
見
方
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
金
之
助
二
十
五
歳
時
の
、
「
銀
杏
返
し
に
竹
な
は
（
た
け
な
が
）

と

せ

を
か
け
」
た
美
し
い
娘
や
、
妊
娠
中
毒
症
で
死
ん
だ
三
兄
直
矩
の
妻
登
世
へ
の
思
い
と
は
大
い
に
異
な
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
金
之
助
は
、
鏡
と
の
初
対
面
の
時
、
鏡
が
そ
の
歯
並
び
の
悪
さ
を
気
に
も
せ
ず
隠
し
も
せ
ず
に
笑
う
、

そ
の
素
直
さ
が
気
に
入

っ
た
と
い
う
。
鏡
の
悪
妻
説
は
有
名
な
話
だ
が
、
鏡
と
金
之
助
の
仲
は
そ
の
実
う
ま
く
バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

金
之
助
と
し
て
は
鏡
の
中
に
自
分
が
解
放
さ
れ
る
部
分
を
見
出
し
て
、
彼
女
の
人
生
を
引
き
受
け
る
決
心
を
し
た
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

新
婚
の
家
で
鏡
が
病
に
伏
し
た
時
、
金
之
助
は
明
け
方
ま
で
鏡
を
看
病
し
た
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
折
の
こ
と
を
、
「
枕
辺
や
星
別
れ
ん
と
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し
か
し
、
結
婚
し
て
一
家
を
構
え
て
み
て
も
、
ま
た
五
高
教
授
に
昇
任
（
明
治
二
十
九
年
七
月
）
し
て
み
て
も
、
「
英
文
学
者
」
と
し

て
の
自
己
が
確
立
し
た
と
い
う
確
信
は
持
て
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
内
面
を
抱
え
て
、
金
之
助
は
、
明
治
三
十
年
二
月
九

日
、
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
、

シ
ャ
ン
デ
ー
』
を
書
き
上
げ
た
こ
と
に
な
る
。
同
年
三
月
『
江
湖
文
学
』
第
四
号
に
「
夏
目
金
之
助
」
の
署
名

入
り
で
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
年
の
六
月
に
は
実
父
直
克
が
死
去
、
七
月
に
は
鏡
が
上
京
中
に
流
産
し
、
こ
れ
が
彼
女
に
崇
っ
た
の
か
、

翌
三
十
一
年
に
彼
女
は
白
川
の
井
川
淵
に
投
身
自
殺
を
企
て
る
と
い
う
大
事
件
を
起
こ
し
て
い
る
。

情
況
の
中
で
、
「
英
国
詩
人
の
天
地
山
川
に
対
す
る
観
念
」
以
来
、
四
年
ぶ
り
に
達
成
し
た
英
文
学
的
著
作
が
、
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
、

ャ
ン
デ
ー
』
で
あ
っ
た
。

わ
が
国
に
初
め
て
ス
タ
ー
ン
を
紹
介
す
る
栄
誉
を
担
っ
た
こ
の
論
文
を
書
い
た
後
も
、
金
之
助
の
内
部
で
は
、
「
教
師
を
や
め
た
い
」

ろ
れ
つ

と
い
う
気
持
ち
が
動
い
て
い
る
。
彼
は
子
規
に
宛
て
て
次
の
様
に
書
い
た
。
「
単
に
希
望
を
腫
列
す
る
な
ら
ば
教
師
を
や
め
て
単
に
文
学

的
の
生
活
を
送
り
た
き
な
り
。
換
言
す
れ
ば
文
学
―
―
一
昧
に
て
消
光
し
た
き
な
り
。
月
々
五
、
六
十
の
収
入
あ
れ
ば
今
に
も
東
京
へ
帰
り

つ

か

ま

つ

か

ん

に

ん

し

ん

ぼ

う

て
勝
手
な
風
流
を
仕
る
覚
悟
な
れ
ど
、
遊
ん
で
を
つ
て
金
が
懐
中
に
舞
ひ
込
む
と
い
ふ
訳
に
も
ゆ
か
ね
ば
衣
食
だ
け
は
少
々
堪
忍
辛
防

し
て
何
か
の
種
を
探
し
（
但
し
教
師
を
除
く
）
、
そ
の
余
暇
を
以
て
自
由
な
書
を
読
み
自
由
な
事
を
言
ひ
自
由
な
事
を
書
か
ん
事
を
希
望

致
候
。
」
（
明
治
三
十
年
四
月
二
十
三
日
）

す
る
晨
」
と
い
う
美
し
い
句
に
詠
ん
だ
り
し
た
。

い
わ
ば
内
憂
外
患
こ
も
ご
も
至
るシ

例
頸
の
友
と
い
う
べ
き
子
規
に
は
そ
の
よ
う
に
我
が
儘
を
書
い
た
が
、
英
文
学
者
金
之
助
は
な
お
、
熊
本
時
代
に
二
つ
の
英
文
学
関

連
の
論
考
を
著
わ
し
て
い
る
。
明
治
三
十
二
年
四
月
の
「
英
国
の
文
人
と
新
聞
雑
誌
」
（
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
第
二
巻
第
七
号
、
署
名
に
「
漱
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石
」
が
見
え
る
。
同
年
六
月
二
十
七
日
付
で
第
五
高
等
学
校
『
龍
南
会
雑
誌
』
七
十
三
号
に
転
載
）
、
及
び
一

1

一
十
二
年
八
月
の
「
小
説
「
エ

イ
ル
ウ
ヰ
ン
」
の
批
評
」
（
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
第
二
巻
第
十
一
号
、
「
漱
石
」
の
署
名
付
）
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
著
作
で
金
之
助
が
、
そ

れ
ま
で
子
規
の
号
の
一
っ
を
借
用
し
て
句
作
に
用
い
て
い
た
「
漱
石
」
を
名
乗
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
注
目
し
て
よ
い
。

金
之
助
の
留
学
は
右
の
二
つ
の
文
章
を
書
い
た
翌
年
の
明
治
三
十
三
年
九
月
か
ら
（
金
之
助
三
十
四
歳
、
留
学
年
令
と
し
て
は
少
々

高
す
ぎ
た
で
あ
ろ
う
）

で
あ
る
が
、
こ
の
英
国
留
学
ま
で
の
著
作
は
、
同
時
代
の
英
米
の
文
学
へ
の
関
心
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

代
前
の
十
八
世
紀
英
文
学
へ
の
遡
行
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
、
シ
ャ
ン
デ
ー
』
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
「
英

国
の
文
人
と
新
聞
雑
誌
」
は
十
七
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
に
か
け
て
の
イ
ギ
リ
ス
の
新
聞
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
概
観
を
試
み
た
も
の
だ
が
、

そ
の
半
ば
は
ア
デ
ィ
ス
ン
、

ス
テ
ィ
ー
ル
、

を
活
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
英
国
詩
人
の
天
地
山
川
に
対
す
る
観
念
」
の
ば
あ
い
も
、
そ
の
冒
頭
に
、
「
弦
に
所
謂
英
國
詩
人
と
は
、

十
八
世
紀
の
末
よ
り
十
九
世
紀
の
始
め
へ
掛
け
て
、
英
國
に
現
れ
出
で
た
る
新
詩
人
に
し
て
、
夫
の
自
然
主
義

(naturalism)
と
申

す
運
動
を
鼓
舞
せ
る
面
々
を
指
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
バ
ー
ン
ズ
や
ワ
ー
ズ
ワ
ス
を
の
ぞ
け
ば
、
ポ
ー
プ
、

ン
、
ゴ
ー
ル
ド
ス
ミ
ス
、
グ
レ
イ
、

フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
、

ス
モ
レ
ッ
ト
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
等
の
十
八
世
紀
の
文
人
た
ち
の
活
躍

ク
ー
パ
ー
等
の
十
八
世
紀
詩
人
論
が
中
心
で
あ
る
。

ア
デ
ィ
ス
ン
、
ジ
ョ
ン
ソ

こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
こ
れ
ら
の
著
作
に
共
通
す
る
金
之
助
の
論
述
の
方
法
意
識
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
英
国
詩
人
の
天
地
山
川
に

対
す
る
観
念
」
の
中
の
ポ
ー
プ
を
論
じ
た
一
節
に
こ
う
あ
る
。
「
作
者
自
ら
牧
歌
論

(Discourse
o
n
 Pastoral)
を
草
し
て
篇
首
に

掲
ぐ
。
其
窮
屈
な
る
、
讀
者
を
し
て
妙
に
驚
か
し
む
。
其
上
日
本
人
が
讀
ん
で
一
層
面
白
く
な
き
は
、
詩
中
に
引
き
合
に
出
さ
る
る
古

名
な
り
。
例
へ
ば
「
ダ
フ
ニ
ス
」
と
か
「
ア
レ
ク
シ
ス
」
と
か
云
ふ
字
を
遠
慮
な
く
絣
列
し
、
東
洋
の
讀
者
を
し
て
思
は
ず
欠
伸
せ
し

一
時
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ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

む
。
」
こ
こ
に
は
明
ら
か
に
「
日
本
人
」
と
し
て
の
、
「
東
洋
の
讀
者
」
と
し
て
の
、
西
洋
文
学
に
対
す
る
受
容
の
主
体
者
意
識
が
見
ら

し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
自
己
の
受
容
の
感
受
性
に
対
す
る
忠
実
さ
、
夏
目
金
之
助
の
根
本
的
な
廉
直
さ
は
、
英
文
学
関
連
の
初
期
の

著
作
に
限
る
も
の
で
は
な
い
。
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
、

会
雑
誌
』
四
十
九
号
）
の
主
題
も
金
之
助
の
誠
実
な
姿
勢
を
明
瞭
に
示
し
て
い
る
。
『
人
生
』
は
、

に
起
こ
ろ
う
と
、

シ
ャ
ン
デ
ー
』
を
書
く
前
年
の
エ
ッ
セ
イ
、
『
人
生
』
（
明
治
二
十
九
年
十
月
『
龍
南

ど
の
よ
う
な
「
思
ひ
が
け
ぬ
心
」
が
自
分
の
心
底
に
湧
き
出
て
こ
よ
う
と
も
、
決
し
て
狼
狽
せ
ず
、
「
人
間
の
主
宰
」

者
と
し
て
の
、
自
分
自
身
の
「
心
の
自
由
」
を
得
た
い
と
い
う
願
望
を
告
白
し
た
エ
ッ
セ
イ
で
あ
り
、
自
己
の
根
底
的
な
厭
世
主
義
を

克
服
し
よ
う
と
し
た
試
み
で
も
あ
る
。
後
年
の
『
門
』
や
『
彼
岸
過
迄
』
及
び
『
行
人
』

ど
の
よ
う
な
「
不
測
の
嬰
」
が
外
界

に
つ
な
が
る
主
題
が
す
で
に
こ
の
エ
ッ
セ
イ

の
中
に
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
主
題
が
英
文
学
に
立
ち
向
か
う
場
合
に
も
同
じ
よ
う
に
息
づ
い
て
い
る
こ
と
が
、
夏
目

金
之
助
の
本
来
の
面
目
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
後
年
の
講
演
、
『
私
の
個
人
主
義
』
（
大
正
四
年
三
月
『
輔
仁
会
雑
誌
』
）
に
い

う
、
西
欧
追
随
の
「
他
人
本
位
」
を
拒
絶
し
た
「
自
己
本
位
」
の
実
践
と
し
て
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
自
己
本
位
」
の
姿
勢
が
英

国
留
学
に
よ
っ
て
初
め
て
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
ふ
う
に
、
漱
石
の
言
葉
通
り
に
受
け
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
姿
勢
は
さ
ら
に
、
「
漱
石
は
、
昔
か
ら
、
自
分
自
身
の
内
面
生
活
と
直
接
交
渉
を
持
た
な
い
も
の
は
、
決
し
て
表
現
す
る
こ

(5) 

と
が
な
か
っ
た
」
（
小
宮
豊
隆
）
と
い
う
ふ
う
に
言
い
か
え
て
も
よ
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
金
之
助
の
書
く
こ
と
へ
の
意
志
と
「
人
間

の
主
宰
」
者
と
し
て
の
自
己
意
識
と
は
、
留
学
以
前
か
ら
、

と
い
う
こ
と
は
作
家
漱
石
に
な
る
以
前
か
ら
、
す
で
に
深
く
結
び
つ
い
て

い
た
。
そ
れ
故
、
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
シ
ャ
ン
デ
ィ
』
（
一
七
六

O
I
六
七
）

れ
る
。
こ
の
こ
と
に
お
い
て
金
之
助
は
極
め
て
率
直
、
誠
実
で
あ
る
。

と
い
う
作
品
も
ま
た
、
夏
目
金
之
助
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
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二、

『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
、

『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
、

シ
ャ
ン
デ
ー
』
論
の
全
体
の
構
成
を
図
表
化
し
て
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
テ
ク
ス
ト
は
昭
和
三
十

二
年
岩
波
版
漱
石
全
集
第
二
十
二
巻
『
初
期
の
文
章
』
に
拠
る
。
段
落
の
数
は
全
部
で

25
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

シ
ャ
ン
デ
ー
』
論
の
構
成

ィ
に
ふ
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
と
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
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こ
の
よ
う
に
全
体
を
分
類
し
て
み
る
と
、
金
之
助
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
法
が
、
今
日
か
ら
見
て
も
（
時
代
的
な
研
究
資
料
上
の
制
約

に
も
か
か
わ
ら
ず
）
巨
視
的
か
つ
微
視
的
見
解
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
そ
な
え
た
、
明
快
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

導
入
部
〔
A

〕

の
①
「
文
学
史
的
概
括
」
は
、
金
之
助
の
巨
視
的
把
握
の
巧
み
さ
を
示
し
て
い
る
。

「
今
は
昔
し
十
八
世
紀
の
中
頃
英
國
に
「
ロ
ー
レ
ン
ス
、

ス
タ
ー
ン
」
と
い
ふ
坊
主
住
め
り
、
最
も
坊
主
ら
し
か
ら
ざ
る
人
物
に

て
、
最
も
坊
主
ら
し
か
ら
ぬ
小
説
を
著
は
し
、
其
小
説
の
御
蔭
に
て
、
百
五
十
年
後
の
今
日
に
至
る
ま
で
、
文
壇
の
一
隅
に
餘
命

を保ち、文學史の出る毎に一頁又は半頁の勢力を著者に輿へたるは、作家「スターン」の為に祝すべく、僧「ス

G F E 
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と
い
へ
る
は
「
ギ
ョ
ー
テ
」
な
り
」

ヴ
ュ
ー
』

金
之
助
の
語
り
方
が
冒
頭
か
ら
「
昔
語
り
」
の
ス
タ
イ
ル
を
取
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
難
解
極
ま
る
世
界
文
学
上
の
奇
書
と
も
い
う

べ
き
原
作
を
、
当
時
ま
だ
英
国
文
化
に
対
し
て
は
開
化
以
前
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
わ
が
国
の
読
書
界
に
出
来
る
限
り
親
し
ま
し
め
よ
う
と

い
う
、
啓
蒙
的
な
著
者
の
配
慮
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
他
の
英
文
学
関
連
の
著
作
と
は
異
な
る
始
ま
り
方
で
あ
る
。
こ
こ
で
今
―
つ
注

目
し
て
よ
い
の
は
、
「
作
家
」
ス
タ
ー
ン
と
「
僧
」
ス
タ
ー
ン
と
い
う
対
照
法
を
も
っ
て
論
述
す
る
仕
方
で
あ
る
。
金
之
助
の
明
晰
な
文

章
を
支
え
る
修
辞
の
―
つ
で
あ
る
。

〔

A
〕

の
②
「
批
評
史
的
概
括
」
は
、
英
文
学
史
上
か
ら
見
た
ス
タ
ー
ン
の
評
価
の
問
題
を
集
約
し
た
部
分
で
、
金
之
助
の
得
た
文

学
史
関
連
資
料
の
時
代
的
傾
向
あ
る
い
は
制
約
が
自
ず
と
明
ら
か
に
な
る
。
金
之
助
は
ま
ず
カ
ー
ラ
イ
ル
、

レ
ッ
シ
ン
グ
、
ゲ
ー
テ
の

好
意
的
ス
タ
ー
ン
評
を
紹
介
す
る
。
「
「
ス
タ
ー
ン
」
を
「
セ
ル
バ
ン
テ
ス
」
に
比
し
て
、
世
界
の
二
大
諧
詭
家
な
り
と
云
へ
る
は
「
カ

ー
ラ
イ
ル
」
な
り
」
と
い
う
、

一
八
二
七
年
）

カ
ー
ラ
イ
ル
の
ス
タ
ー
ン
論
は
、
彼
が
「
ジ
ャ
ン
・
パ
ウ
ル
・
リ
ヒ
タ
ー
論
」
（
『
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
・
レ

の
中
で
展
開
し
た
論
旨
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、

作
家
」
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
で
い
え
ば
ジ
ャ
ン
・
パ
ウ
ル
、

ち
な
み
に
金
之
助
の
視
野
か
ら
は
ジ
ャ
ン
・
パ
ウ
ル
が
消
え
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
次
に
、

「
二
年
の
歳
月
を
奉
げ
て
其
書
を
座
右
に
鋏
か
ざ
り
し
も
の
は
、
「
レ
ッ
シ
ン
グ
」
な
り
、
渠
の
機
智
と
洞
察
と
は
無
盤
蔵
な
り

(7) 

と
あ
る
の
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ス
タ
ー
ン
崇
拝
の
背
景
に
ふ
れ
た
一
節
で
あ
る
。
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
シ
ャ
ン
デ
ィ
』
の
ド
イ
ツ
語
に

タ
ー
ン
」
の
為
に
悲
し
む
べ
き
の
運
命
な
り
」

セ
ル
バ
ン
テ
ス
は
「
ヒ
ュ
ー
モ
リ
ス
ト
の
中
で
最
も
純
粋
な

(
6
)
 

ス
タ
ー
ン
は
こ
れ
ら
の
作
家
に
並
ぶ
価
値
を
有
す
る
、
と
主
張
し
て
い
る
。
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崇
拝
熱
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
む
し
ろ
一
七
六
八
年
に
『
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
・
ジ
ャ
ー
ニ
ィ
』
が
出
た
の
と
同
年
に
出
た
ボ
ー
デ
に
よ

る
独
訳
で
あ
っ
た
。
ボ
ー
デ
は
翻
訳
の
さ
い
、
「
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
」
の
訳
語
に
困
り
、
友
人
の
レ
ッ
シ
ン
グ
に
教
示
を
仰
い
だ
と
こ

ろ
、
レ
ッ
シ
ン
グ
は
＾
e
m
p
f
i
n
d
s
a
m
'
と
い
う
形
容
詞
を
案
出
し
た
と
い
う
。
ち
な
み
に
フ
ラ
ン
ス
語
の
訳
者
フ
レ
ネ
ー
は
そ
の
ま
ま
の

形
で
フ
ラ
ン
ス
語
に
輸
入
し
て
い
る
。
当
時
は
新
奇
な
言
葉
で
あ
っ
た
。

と
五
年
の
執
筆
の
た
め
の
命
が
許
さ
れ
て
い
た
と
し
た
な
ら
、
自
分
は
五
年
分
の
命
を
彼
の
た
め
に
さ
さ
げ
て
い
た
だ
ろ
う
」
と
言
う

程
の
崇
拝
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
ゲ
ー
テ
も
ま
た
、
『
ウ
ェ
ル
テ
ル
』
を
書
く
時
、

受
け
た
と
い
わ
れ
る
。
ゲ
ー
テ
の
右
の
評
は
、
彼
の
一
連
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
の
中
に
出
て
く
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
金
之
助
が
取
り
上
げ
る
の
は
、

「
生
母
の
窮
を
顧
み
ず
し
て
櫨
馬
の
死
屍
に
泣
き
し
は
「
バ
イ
ロ
ン
」
の
謗
れ
る
が
如
く
、
滑
稽
に
し
て
諧
請
な
ら
ざ
る
は
「
サ

ッ
カ
レ
ー
」
の
難
ぜ
し
が
如
く
、
「
バ
ー
ト
ン
」
「
ラ
ベ
レ
イ
」
を
剰
籟
す
る
事
世
の
批
評
家
の
認
識
す
る
が
如
き
に
せ
よ
…
…
」

バ
イ
ロ
ン
の
批
判
は
、

（
一
七
六
一
及
び
一
七
六
三
年
）

の
が
最
初
だ
が
、

ス
タ
ー
ン
の
名
声
と

レ
ッ
シ
ン
グ
は
ボ
ー
デ
訳
の
序
文
で
「
も
し
ス
タ
ー
ン
に
あ

ス
タ
ー
ン
の
「
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
」
の
影
響
を
強
く

バ
イ
ロ
ン
と
サ
ッ
カ
レ
ー
の
ス
タ
ー
ン
批
判
と
剰
窃
の
問
題
で
あ
る
。

か
つ
て
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
が
、
そ
の
書
簡
で
取
り
上
げ
た
（
『
ウ
ォ
ル
ポ
リ
ア
ナ
』
一
七
九
九
年
）
点
を
ス
タ
ー

ン
攻
撃
の
材
料
に
使
っ
た
も
の
で
、
よ
く
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
話
で
あ
る
。
そ
れ
は
必
ず
し
も
事
実
で
は
な
い
の
だ
が
、

定
的
神
話
と
し
て
定
着
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

っ
た
の
は
事
実
で
あ
っ
た
様
で
あ
る
。

よ
る
翻
訳
は
ツ
ュ
ッ
ケ
ル
ト
（
一
七
三
九
ー
七
八
）

ス
タ
ー
ン
の
実
母
や
妻
エ
リ
ザ
ベ
ス
と
の
関
係
が
必
ず
し
も
し
っ
く
り
ゆ
か
な
か

ス
タ
ー
ン
は
家
庭
的
な
幸
福
と
は
縁
遠
か
っ
た
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
は
夏
目
金
之
助
の
家
庭

(
8
)
 

の
条
件
も
思
い
合
わ
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

に
よ
る

一
種
の
否
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「
纏
馬
の
死
骸
」
の
話
は
、
『
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
・
ジ
ャ
ー
ニ
ィ
』

の
「
ナ
ン
ポ
ン
」
＾
N
a
m
p
o
n
t
'
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
出
て
く
る
も
の

(
9
)
 

で
、
ス
ペ
イ
ン
ヘ
の
巡
礼
の
帰
り
に
愛
馬
に
死
な
れ
て
嘆
く
老
人
の
慈
愛
心
を
描
い
た
場
面
で
あ
る
。
し
か
し
じ
つ
は
バ
イ
ロ
ン
は
、

ス
タ
ー
ン
を
単
に
人
道
主
義
的
に
批
判
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
一
八
―
二
年
、
自
分
が
上
院
議
院
で
の
ス
ピ
ー
チ
の
義
務
を
き

ち
ん
と
果
た
せ
な
い
で
い
る
こ
と
が
苦
痛
で
、
そ
の
こ
と
へ
の
反
省
を
こ
め
て
、
「
俺
も
あ
の
ス
タ
ー
ン
の
犬
野
郎
と
同
じ
だ
」
と
自
嘲

(10) 

的
に
そ
の
日
記
に
書
き
つ
け
た
の
で
あ
っ
た
。

サ
ッ
カ
レ
イ
の
ス
タ
ー
ン
論
は
、
『
十
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
諧
請
家
た
ち
』
E
桑
筵
定
こ1ミ
m
o
u
~材
冴

o
f
the Eighteenth C
e
n
t
u
r
y
 

（
一
八
五
三
年
）

放
蕩
者
」
と
呼
び
、
「
道
化
師
と
し
て
は
大
し
た
者
だ
が
、
偉
大
な
ヒ
ュ
ー
モ
リ
ス
ト
と
は
言
え
な
い
」
（
＾
a
四
eat
jester, n
o
t
 a
 great 

(11) 

humourist')
と
言
っ
て
い
る
。
金
之
助
は
こ
の
句
を
利
用
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

に
収
め
ら
れ
た
も
の
で
、

ス
タ
ー
ン
に
対
す
る
酷
評
で
知
ら
れ
た
。
サ
ッ
カ
レ
イ
は
ス
タ
ー
ン
を
評
し
て
「
偽
善
家
、

サ
ッ
カ
レ
イ
の
ス
タ
ー
ン
評
価
は
、
今
日
ま
で
殆
ど
省
み
ら
れ
る
こ
と
の
無
く
な
っ
た
も
の
で
、

期
の
ス
タ
ー
ン
の
低
い
評
価
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
の
存
在
価
値
を
持
つ
の
み
と
言
っ
て
よ
い
。
十
九
世
紀
に
お
け
る
ス
タ
ー
ン
批

評
は
、
主
と
し
て
作
品
の
も
つ
わ
い
せ
つ
さ
に
対
す
る
道
徳
的
反
発
と
、

プ
性
、
そ
れ
に
小
説
作
法
上
の
問
題
と
し
て
の
、

金
之
助
が
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
、

た
だ
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝

ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
や
バ
イ
ロ
ン
の
寸
言
に
見
る
よ
う
な
ゴ
シ
ッ

バ
ー
ト
ン
や
ラ
プ
レ
ー
か
ら
の
剰
窃
に
対
す
る
無
理
解
な
ど
の
た
め
に
概
ね
低
調
で

あ
っ
た
。
本
格
的
な
伝
記
で
す
ら
、
パ
ー
シ
ィ
・
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
に
よ
る
二
巻
本
の
伝
記
が
や
っ
と
一
八
六
四
年
に
な
っ
て
出

(12) 

た
程
度
で
あ
る
。

シ
ャ
ン
デ
ー
』
を
書
い
た
一
八
九
七
年
（
論
文
の
脱
稿
が
二
月
九
日
。
論
の
構
想
は
恐
ら
く
前
年
頃
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か
ら
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
）
を
区
切
り
と
し
て
見
た
ば
あ
い
、

s
.
T
・
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
『
文
学
的
遺
稿
集
』

(Literary
R
e
m
a
i
n
s
)
第
五
巻

サ
ッ
カ
レ
イ
の
諧
誠
作
家
論

フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
伝
記

そ
れ
ま
で
に
出
て
い
た
主
要
な
ス
タ
ー
ン
研
究
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ

H
•
D

・
ト
レ
イ
ル
『
ス
タ
ー
ン
』
（
英
国
文
人
叢
書
シ
リ
ー
ズ
）

レ
ズ
リ
ー
・
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
『
書
斎
で
の
数
時
間
」

(
H
o
u
m
i
n
a
L
i
b
r
a
o
)
第
三
巻

(16) 

一
八
八
二
年

西
洋
に
お
け
る
ス
タ
ー
ン
研
究
が
質
量
と
も
に
本
格
化
す
る
に
は
二
十
世
紀
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
今
世
紀
の
ス
タ
ー
ン
再
評
価

の
先
鞭
を
着
け
た
の
は
右
に
挙
げ
た
レ
ズ
リ
ー
・
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
娘
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
フ
で
、
彼
女
の
『
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
・

ジ
ャ
ー
ニ
ィ
』
（
ワ
ー
ル
ド
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
版
）
序
文
が
一
九
二
八
年
の
初
出
で
あ
る
か
ら
、
二
十
世
紀
も
四
半
世
紀
を
過
ぎ
て
か
ら

の
動
き
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
研
究
上
の
流
れ
か
ら
見
る
と
、
金
之
助
の
ス
タ
ー
ン
論
は
い
ま
だ
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ニ
ズ
ム
の
抑
圧
下
に
あ
っ
た
批
評
の

影
響
を
間
接
的
に
せ
よ
受
け
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
時
代
的
制
約
と
し
て
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
う
し
た
研
究
資
料
の
少
な
さ
、
詳
細
な
注
釈
本
も
な
い
よ
う
な
条
件
下
に
あ
っ
て
、
金
之
助
の
テ
ク
ス
ト
理
解
力
の
広
大

さ
と
緻
密
な
読
み
、
そ
し
て
関
心
の
広
さ
と
い
う
も
の
に
は
真
に
驚
く
べ
き
も
の
が
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
の
後
続
の

る。

一
八
六
四
年

一
八
五
三
年

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ス
コ
ッ
ト
『
ス
タ
ー
ン
回
想
』

(
M
e
m
o
i
r
of Sterne) 

(15) 

一
八
七
九
年

(14) 

一
八
三
六
年

(13) 

一
八
二
三
年
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留
め
た
る
」
と
い
う
表
現
で
暗
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

「
兎
に
角
四
十
六
歳
の
頭
齢
を
以
て
始
め
て
文
壇
に
旗
織
を
翻
し
て
、
在
来
の
小
説
に
一
生
面
を
開
き
、
塵
い
で
風
靡
す
る
所

は
、
英
に
て
は
「
マ
ッ
ケ
ン
ヂ
ー
」
の
「
マ
ン
、

ン
ス
ロ
イ
フ
ヘ
」
と
な
り
、
今
に
至
っ
て
「
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
」
派
の
名
を
歴
史
上
に
留
め
た
る
は
、
個
令
百
世
の
大
家
な
ら
ざ

る
も
亦
一
代
の
豪
傑
な
る
べ
し
」

一
節
も
彼
の
関
心
の
広
さ
を
示
す
一
例
で
あ
ろ
う
。

オ
フ
、

―
つ
は
、
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
シ
ャ
ン

フ
ヒ
ー
リ
ン
グ
」
と
な
り
、
獨
乙
に
て
は
「
ヒ
ッ
ペ
ル
」
の
「
レ
ー
ベ

「
マ
ッ
ケ
ン
ヂ
ー
」
、
即
ち
H
e
n
r
y
M
a
c
k
e
n
z
i
e
 
(
一
七
四
五
ー
一
八
三
一
）

の
T
h
e
M
a
n
 o
f
 Feeling 
(
一
七
七
一
年
）

タ
ー
ン
の
「
脱
線
」
の
小
説
技
法
を
模
倣
し
て
「
感
情
の
人
」
タ
イ
プ
を
描
い
た
「
セ
ン
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
文
学
」
で
あ
る
が
、
ス
タ
ー

(17) 

ン
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
比
肩
し
う
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
の
が
今
日
の
評
価
で
あ
る
。
ま
た
「
ヒ
ッ
ペ
ル
」

Rippel
(
一
七
四

-
I九
六
）
も
、
諷
刺
と
ヒ
ュ
ー
マ
ー
を
特
徴
と
す
る
作
家
で
、
ジ
ャ
ン
・
パ
ウ
ル
や
ス
タ
ー
ン
の
影
響
を
強
く
受
け
た
と
い
わ
れ
て

い
る
が
、
今
日
で
は
殆
ど
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
金
之
助
は
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
文
学
の
こ
う
し
た
限
界
を
「
歴
史
上
に

ス
タ
ー
ン
文
学
が
後
世
の
文
学
者
に
与
え
た
イ
ン
パ
ク
ト
に
は
二
つ
の
要
素
が
考
え
ら
れ
る
。

デ
ィ
』
に
み
る
驚
く
べ
き
「
機
智
」
の
魅
力
で
あ
り
、
も
う
―
つ
は
、
『
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
・
ジ
ャ
ー
ニ
ィ
』
に
み
る
「
情
感
」
主
体
の

ウ
イ
ッ
ト

セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
そ
れ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
前
者
の
ス
タ
ー
ン
の
「
機
智
」
の
要
素
は
、
ス
タ
ー
ン
本
人
を
も
っ
て
最
後
と
す

ラ
ー
ニ
ッ
ド
・
ウ
ィ
ッ
ト

(18)

る
知
的
伝
統
で
あ
っ
た

(
D
.
W
・
ジ
ェ
フ
ァ
ス
ン
の
い
わ
ゆ
る
「
博
学
の
オ
人
の
伝
統
」
）
と
い
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
後
者
の
い
わ

ば
「
感
性
」
の
要
素
が
時
代
の
変
化
を
受
け
や
す
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
前
者
の
「
知
性
」
の
要
素
は
、

ま、＇ 

ス

ス
タ
ー
ン
の
場
合
あ
ま
り
に
も
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金
之
助
は
次
の
よ
う
な
表
現
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

極
端
で
模
倣
者
や
亜
流
の
存
在
を
拒
否
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
こ
の
こ
と
が
、
金
之
助
の
、
「
百
世
の
大
家
な
ら
ざ
る
」
と
い

う
評
価
の
意
味
合
い
で
あ
ろ
う
。
金
之
助
自
身
は
後
年
（
漱
石
と
し
て
）
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
で
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
シ
ャ
ン
デ
ィ
』

の
「
ス
ラ
ウ
ケ
ン
ベ
ル
ギ
ウ
ス
の
（
巨
大
な
鼻
の
）
物
語
」
（
第
III
、
IV
巻）

〔

A
〕

て
、
「
是
は
軍
に
其
言
行
相
背
馳
し
て
有
難
か
ら
ぬ
人
物
な
る
事
を
後
世
に
博
ふ
る
の
媒
と
な
る
」
の
み
で
あ
る
故
に
、
「
固
よ
り
彼
を

下
し
た
、

の
③
は
、

か
ら
ア
イ
デ
ア
を
借
り
て
「
金
田
夫
人
」
を
造
型
し
た

(19) 

ス
タ
ー
ン
の
『
説
教
集
』
と
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
シ
ャ
ン
デ
ィ
』
を
比
較
す
る
。
金
之
助
は
『
説
教
集
』
に
つ
い

い
さ
さ
か
乱
暴
な
断
定
で
あ
ろ
う
。
今
日
ス
タ
ー
ン
の
『
説
教
集
』
の
評
価
は
、

博
ふ
る
所
に
あ
ら
ず
」
と
否
定
的
評
価
を
下
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
冒
頭
の
、
「
最
も
坊
主
ら
し
か
ら
ざ
る
人
物
」
と
い
う
評
を
受
け
て

(20) 

ハ
モ
ン
ド
の
徹
底
し
た
調
査
研
究
に
よ
っ

て
従
来
よ
り
欠
点
と
さ
れ
た
、
他
の
説
教
家
か
ら
の
剰
窃
の
問
題
も
ス
タ
ー
ン
の
創
造
性
の
面
か
ら
克
服
さ
れ
、
面
目
を
一
新
し
て
い

る
。
『
説
教
集
』

の
出
版
当
時
の
評
判
も
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
シ
ャ
ン
デ
ィ
』
の
名
声
の
下
に
そ
れ
ほ
ど
悪
か
っ
た
訳
で
は
な
い
。

と
こ
ろ
で
金
之
助
は
、

ス
タ
ー
ン
の
「
人
物
」
と
「
作
品
」
を
統
合
す
る
印
象
と
し
て
、
次
に
、
「
怪
癖
放
縦
に
し
て
病
的
紳
経
質
な

る
」
と
言
う
。
「
怪
癖
放
縦
」
は
別
と
し
て
、
「
病
的
誹
経
質
な
る
」
部
分
は
少
し
く
は
金
之
助
の
内
実
に
ふ
れ
た
表
現
で
は
あ
る
ま
い

か
。
「
ゆ
う
う
つ
の
巨
匠
」
と
い
わ
れ
た
ス
タ
ー
ン
に
対
す
る
親
近
性
が
右
の
言
葉
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ス
タ
ー
ン

の
「
笑
い
の
文
学
」
が
、
作
家
の
「
病
的
紳
経
質
な
る
」
内
面
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
関
係
を
見
抜
い
た
上
で
、

「
「
シ
ャ
ン
デ
ー
」
程
人
を
馬
鹿
に
し
た
る
小
説
な
く
、
「
シ
ャ
ン
デ
ー
」
程
道
化
た
る
は
な
く
、
「
シ
ャ
ン
デ
ー
」
程
人
を
泣
か

が
、
自
ら
ス
タ
ー
ン
の
亜
流
と
な
る
心
算
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
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し
め
人
を
笑
は
し
め
ん
と
す
る
は
な
し
」

リ
ス
ト
ラ
ム
、

ハ
ン
ト
」
の
い
わ
ゆ
る
親
切
な
る
乳
汁
の
精
分
も
て

こ
れ
を
受
け
て
〔
B
〕
（
第
④
段
落
）
の
部
分
は
、
作
品
の
内
容
に
ふ
れ
つ
つ
全
体
の
構
成
に
つ
い
て
述
べ
る
。
作
品
の
原
題
が
、
『
「
ト

シ
ャ
ン
デ
ー
」
博
及
び
其
意
見
』

T
h
e
Life a
n
d
 Opinions of Tri!.廷
'llm
Shandy, 
Gentleman
と
あ
る
か
ら
に

は
、
読
者
は
主
人
公
が
「
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
」
で
あ
る
こ
と
を
期
待
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
「
中
々
降
誕
出
現
の
場
合
に
至
ら
ざ
る
の
み
な
ら

ず
、
漸
く
出
産
し
た
か
と
思
へ
ば
、
話
緒
は
突
然
九
十
度
の
角
度
を
以
て
轄
捩
す
る
こ
と
一
番
」
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
と
引
き
ま
わ
さ
れ
、

「
野
と
も
い
は
ず
山
と
も
い
は
ず
追
ひ
立
て
ら
る
A

苦
し
さ
」
を
味
わ
う
。
主
人
公
の
い
な
い
小
説
な
ど
面
白
い
筈
も
な
い
。
サ
ッ
カ

レ
イ
の
『
虚
栄
の
市
』

<
a
n
i
8
F
a
i
r
（
一
八
四
七
ー
四
八
年
）
で
さ
え
「
終
始
貫
通
せ
る
脈
絡
」
が
あ
る
の
に
、
こ
の
作
品
は
ど
う
か

と
言
っ
て
、
次
の
有
名
な
一
節
に
至
る
。

「
軍
に
主
人
公
な
き
の
み
な
ら
ず
、
又
結
構
な
し
、
無
始
無
終
な
り
、
尾
か
頭
か
心
元
な
き
事
海
鼠
の
如
し
、
彼
自
ら
公
言
す
ら

く
、
わ
れ
何
の
為
に
之
を
書
す
る
か
、
須
ら
く
之
を
吾
等
に
問
へ
、
わ
れ
筆
を
使
ふ
に
あ
ら
ず
、
筆
わ
れ
を
使
ふ
な
り
と
」

「
海
鼠
」
は
金
之
助
が
俳
句
に
も
用
い
る
な
ど
、
彼
の
好
み
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
が
、
英
国
の
研
究
家
た
ち
が
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
シ

ャ
ン
デ
ィ
』
全
体
の
混
乱
の
印
象
を
形
容
す
る
の
に
、
「
ご
た
ま
ぜ
」

'farrago'
や
「
と
り
と
め
な
い
長
話
」
＾
rigmarole'
ゃ
「
ご
っ
た

(22) 

煮
の
シ
チ
ュ
ー
」

'gallimaufry'あ
る
い
は
「
寄
せ
集
め
料
理
」
低
salmagundi'
と
い
う
ふ
う
に
、
主
に
一
風
変
わ
っ
た
「
料
理
」
の
イ

メ
ー
ジ
を
使
う
の
に
比
べ
る
と
、
金
之
助
の
捉
え
方
は
形
象
上
の
可
笑
し
味
も
付
加
さ
れ
て
ヒ
ュ
ー
マ
ラ
ス
で
あ
る
。

こ
の
段
落
で
は
主
要
登
場
人
物
も
紹
介
さ
れ
る
。
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
の
父
親
ウ
ォ
ル
タ
ー
、

マ
ン
未
亡
人
、
等
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
ト
ビ
ー
叔
父
を
説
明
し
て
、
「
「
リ
ー
、

ト
ビ
ー
叔
父
、

ヨ
リ
ッ
ク
牧
師
、

ウ
ォ
ド
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作
り
出
さ
れ
た
る
「
ト
ビ
ー
」
」
と
言
う
の
は
、

L
e
i
g
h
H
u
n
t
の
『
ウ
ィ
ッ
ト
と
ヒ
ュ
ー
マ
ー
論
』
ゎ
怠
:y

o
n
 
Wit a
n
d
 H
u
m
o
u
r
 

(23) 

（
一
八
四
六
年
）
中
の
＾
quintessence
of the m
i
l
k
 of h
u
m
a
n
 kindness'
を
使
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
段
落
の
終
わ
り
で
金
之
助

は
西
洋
の
「
道
化
」
を
持
ち
出
し
て
、
「
「
シ
ャ
ン
デ
ー
」
は
此
道
化
者
の
服
装
に
し
て
、
道
化
者
自
身
は
「
ス
タ
ー
ン
」
な
る
べ
し
」

〔

c〕

〔

D
〕

の
部
分
（
段
落
⑤

S
⑥
)
で
は
、
「
雑
談
」
即
ち
「
脱
線
」
＾
digression'
の
技
法
と
、
そ
の
例
と
し
て
、
「
ス
ラ
ウ
ケ
ン
ベ
ル

ギ
ウ
ス
の
話
」
（
第
III
、
IV巻
）
、
「
ル
・
フ
ィ
ー
ヴ
ァ
ー
の
物
語
」
（
第
VI
巻
第
6
S
1
0
章
）
、
そ
し
て
「
フ
ュ
ー
タ
ト
ー
リ
ア
ス
と
焼
き

栗
の
こ
っ
け
い
話
」
（
第
IV巻
第
2
7
S
2
8
章
）
を
紹
介
し
、

師
」
の
「
乱
調
子
な
る
」
道
化
的
性
格
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
説
く
。
ち
な
み
に
ヨ
リ
ッ
ク
は
、
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』

に
登
場
（
？
）
す
る
「
死
ん
だ
道
化
」
の
名
で
あ
り
、

ス
タ
ー
ン
の
方
法
が
、
厳
粛
さ
と
い
う
も
の
を
何
よ
り
嫌
う
「
ヨ
リ
ッ
ク
牧

の
「
墓
堀
人
の
場
」

ス
タ
ー
ン
は
こ
れ
を
愛
好
し
て
、
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
シ
ャ
ン
デ
ィ
』

の
中
で
は

の
部
分
（
第
⑦

S
⑰
段
落
）
は
、
作
品
の
喜
劇
的
要
素
を
細
か
く
七
つ
に
分
け
て
分
析
し
た
と
こ
ろ
で
、
こ
の
論
文
の
中
心

嘉
段
落
は
、
「
笑
ふ
可
き
事
」
の
例
と
し
て
、
「
出
来
得
べ
か
ら
ざ
る
事
を
平
氣
な
顔
色
に
て
叙
述
す
る
」
点
を
挙
げ
る
。
ト
リ
ム

伍
長
が
ヨ
リ
ッ
ク
牧
師
の
説
教
を
読
む
時
の
上
体
の
傾
け
方
を
「
八
十
五
度
半
」
と
説
明
す
る
場
面
（
第
11
巻
第
17
章）

ぎ
る
描
写
で
あ
る
。

の
微
細
に
過

第
⑨
段
落
で
は
、
無
用
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
羅
列
す
る
こ
つ
け
い
さ
に
つ
い
て
述
べ
る
。
そ
の
理
由
は
、
「
奇
を
好
む
著
者
の
外
何

を
な
し
て
い
る
。

牧
師
ヨ
リ
ッ
ク
を
死
な
せ
た
り
生
き
返
ら
せ
た
り
し
て
い
る
。

と
興
味
深
い
主
体
的
判
断
を
示
し
て
い
る
。
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人
も
推
測
で
き
な
い
」
と
つ
き
放
し
て
い
る
。
こ
の
方
法
は
喜
劇
の
手
法
と
同
時
に
諷
刺
の
方
法
と
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

第
⑩
段
落
は
、
小
説
構
成
上
の
常
識
の
欠
乏
に
つ
い
て
。
作
中
に
白
紙
の
章
を
は
さ
ん
で
独
立
の
章
立
て
と
す
る

章）、

そ
の
非
常
識
を
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
等
の
「
タ
ブ
ラ
・
ラ
サ

は
ス
タ
ー
ン
に
始
ま
っ
て
ス
タ
ー
ン
で
終
わ
る
で
あ
ろ
う
と
説
く
。

第
⑪
ー
⑫
段
落
で
は
、
白
紙
の
頁
と
同
様
、
視
覚
に
訴
え
る
方
法
と
し
て
ス
タ
ー
ン
が
直
線
と
曲
線
を
じ
っ
さ
い
の
頁
に
生
か
す
、

そ
の
着
想
の
奇
抜
さ
を
指
摘
す
る
。

『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
シ
ャ
ン
デ
ィ
』

べ
て
を
真
っ
黒
に
つ
ぶ
し
た
第
1
巻
第
12
章
や
、
作
品
全
体
の
「
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
し
た
象
徴
」
と
し
て
「
墨
流
し
模
様
」
の
頁
を
入
れ

た
第
III
巻
第
36
章
の
例
が
あ
る
。

示
す
も
の
で
あ
る
。

第
⑬
段
落
は
、

噴
せ
し
む
」

（
白
紙
）
」
11

「
心
」
説
を
引
き
合
い
に
出
し
て
、
こ
の
よ
う
な
奇
矯
さ

ス
タ
ー
ン
が
こ
う
し
た
方
法
を
取
る
の
は
、
言
辞
の
足
ら
な
い
点
を
補
う
た
め
で
あ
る
と
い
う
。

の
印
刷
上
の
風
変
わ
り
さ
は
、
こ
の
他
に
も
、

ヨ
リ
ッ
ク
の
死
を
悼
む
と
い
う
つ
も
り
で
二
頁
す

い
ず
れ
も
言
語
表
現
の
可
能
性
と
そ
の
限
界
に
つ
い
て
の
ス
タ
ー
ン
の
基
本
的
認
識
を
あ
き
ら
か
に

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
シ
ャ
ン
デ
ィ
の
奇
想
が
、
「
真
に
讀
者
を
し
て
微
笑
せ
し
む
べ
く
、
絶
倒
せ
し
む
べ
く
、
満
案
の
哺
を

べ
き
も
の
で
あ
る
と
し
て
、

ウ
ォ
ル
タ
ー
独
自
の
「
姓
名
論
」
を
展
開
す
る
場
面
（
第
1
巻
第
19
章）

と
、
古
来
の
産
婆

学
を
持
ち
出
し
て
「
帝
王
切
開
」
法
を
お
産
の
近
い
シ
ャ
ン
デ
ィ
夫
人
に
提
案
し
て
拒
絶
さ
れ
る
話
（
第
II
巻
第
19
章
）
を
例
に
示
す
。

人
の
姓
名
の
う
ち
、
「
ジ
ャ
ッ
ク
」
、
「
デ
ィ
ッ
ク
」
、
「
ト
ム
」
と
い
う
名
は
可
も
な
く
不
可
も
な
い
「
中
性
」
の
も
の
で
、
「
ア
ン
ド
ル

ー
」
は
ゼ
ロ
以
下
、
「
ニ
ッ
ク
」
は
「
悪
魔
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
で
も
「
最
も
嫌
ふ
べ
く
賤
し
む
べ
き
名
」
は
「
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
」

で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
名
が
召
使
い
の
不
注
意
の
た
め
に
主
人
公
の
名
前
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ウ
ォ
ル
タ
ー
の
理
論
と
現
実
の
ギ
ャ

（第
IV
巻
第
24
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で
質
量
と
も
に
充
実
し
て
熱
が
こ
も
っ
て
い
る
。

第
⑭
S
⑯
段
落
で
は
、

ウ
ォ
ル
タ
ー
の
「
学
者
ぶ
り
」
の
徹
底
さ
が
「
死
」
の
主
題
と
対
比
さ
せ
ら
れ
る
個
所
（
第
＞
巻
第
3
章）

と
、
ト
ビ
ー
叔
父
の
念
の
入
っ
た
「
築
城
学
の
研
究
」
（
第
II
巻
第
3
章）

の
話
を
取
り
上
げ
、
「
順
良
な
る
無
邪
氣
な
る
」
ト
ビ
ー
の

「
科
学
的
思
想
」
と
ウ
ォ
ル
タ
ー
の
「
哲
学
的
観
念
」
と
が
、
「
相
反
映
」
し
て
「
此
弟
に
し
て
此
兄
あ
り
雙
絶
」
の
関
係
に
あ
る
と
指

摘
す
る
。
第
＞
巻
第
3
章
の
主
題
と
し
て
の
、

ダ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
議
論
の
向
こ
う
に
追
い
や
ら
れ
て
消
失
し
て
し
ま
う
具
合
い
で
あ
る
が
、
こ
の
「
死
」
の
主
題
は
じ
つ
は
『
ト
リ
ス

ト
ラ
ム
・
シ
ャ
ン
デ
ィ
』
全
体
に
深
い
基
調
音
と
し
て
響
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
「
出
産
」
と
「
命
名
」
と
「
死
」
の
主
題
は
、
『
ト

ト

リ

ニ

テ

イ

リ
ス
ト
ラ
ム
・
シ
ャ
ン
デ
ィ
』
の
ヒ
ュ
ー
マ
ー
の
世
界
を
支
え
る
三
位
一
体
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
金
之
助
の
記
述
も
こ
の
あ
た
り

第
⑰
段
落
は
、

て
、
「
フ
ュ
ー
タ
ト
ー
リ
ア
ス
と
焼
き
栗
」
事
件
を
再
び
取
り
上
げ
る
。
焼
き
栗
の
一
個
が
、
仲
間
と
の
議
論
に
熱
中
す
る
フ
ュ
ー
タ
ト

ー
リ
ア
ス
の
ズ
ボ
ン
の
穴
に
躍
り
込
ん
で
、
本
人
を
心
理
的
に
も
肉
体
的
に
も
大
混
乱
に
陥
れ
た
こ
っ
け
い
極
ま
る
顛
末
で
あ
る
。
金

之
助
は
、
「
此
滑
稽
は
野
卑
な
れ
ど
も
無
邪
氣
に
し
て
頗
る
面
白
し
」
と
よ
ろ
こ
び
、
「
膝
栗
毛
七
雙
人
杯
よ
り
は
反
つ
て
讀
み
よ
き
心

地
す
、
蓋
し
「
ス
タ
ー
ン
」
集
中
に
在
っ
て
諧
譴
の
佳
な
る
も
の
か
」
と
大
い
に
評
価
し
て
い
る
。
金
之
助
自
身
の
セ
ン
ス
・
オ
プ
・

ヒ
ュ
ー
マ
ー
に
ふ
れ
る
要
素
を
持
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

〔

E
〕

の
部
分
（
第
⑱

S
⑲
段
落
）

ト
リ
ス
ト
ラ
ム
の
兄
「
ボ
ビ
ー
」
の
異
郷
で
の
死
は
、

ス
タ
ー
ン
の
ヒ
ュ
ー
マ
ー
の
も
う
―
つ
の
側
面
、
即
ち
、
「
野
卑
に
流
れ
て
上
品
な
ら
ざ
る
」
面
を
表
わ
す
例
と
し

は
、
金
之
助
が
、
「
余
が
最
も
感
じ
た
る
は
、
「
ヨ
リ
ッ
ク
」
法
印
遷
化
の
段
な
り
」
と
言
っ
て

ッ
プ
が
笑
う
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

ウ
ォ
ル
タ
ー
の
縦
横
無
尽
の
ペ
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あ
ろ
う
。

紹
介
す
る
所
で
、

ス
タ
ー
ン
の
ヒ
ュ
ー
マ
ー
と
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
が
独
特
の
融
合
を
示
す
場
面
で
あ
る
（
第
I
巻
第
12
章）。

揮
さ
れ
る
場
で
あ
る
。

い
ま

（
ス
タ
ー
ン
の
親
友
、
ジ
ョ
ン
・
ホ
ー
ル
11

ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
が
モ
デ
ル
）

向
か
っ
て
、
自
分
は
敵
ど
も
に
攻
撃
さ
れ
た
た
め
に
「
頭
の
形
」
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
仮
に
回
復
し
て
「
大
僧
正
の
冠
」
が

霰
の
よ
う
に
ふ
っ
て
も
こ
の
頭
に
合
う
も
の
は
無
い
の
だ
と
嘆
く
。
友
人
は
去
り
、
ヨ
リ
ッ
ク
は
今
は
、
「
あ
あ
、
あ
わ
れ
、
ヨ
リ
ッ
ク
／
．
」

と
い
う
墓
碑
銘
の
下
に
眠
っ
て
い
る
と
い
う
。
笑
い
と
涙
の
要
素
が
渾
然
と
な
っ
た
、

に

ス
タ
ー
ン
独
自
の
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
が
発

と
こ
ろ
で
、
こ
の
ヨ
リ
ッ
ク
の
臨
終
の
場
を
描
く
の
に
「
異
様
の
筆
法
を
用
ゐ
て
日
く
」
と
し
て
紹
介
す
る
第
⑲
段
落
の
引
用
は
、

金
之
助
の
記
憶
違
い
で
、
「
天
命
は
忽
ち
に
し
て
復
去
り
ぬ
、
露
は
来
り
ぬ
、
脈
は
鼓
動
し
ぬ
、
止
ま
り
ぬ
、
又
始
ま
り
ぬ
、
激
し
ぬ
、

再
び
止
ま
り
ぬ
、
動
き
ぬ
、
後
は
？

第
10
章）

で
あ
る
。

書
く
ま
じ
」
と
い
う
個
所
は
、
例
の
「
ル
・
フ
ィ
ー
ヴ
ァ
ー
の
物
語
」
の
最
終
場
面
（
第
VI
巻

ル
・
フ
ィ
ー
ヴ
ァ
ー
は
陸
軍
中
尉
で
、

情
景
を
右
の
よ
う
な
「
異
様
の
筆
法
」
を
用
い
て
、

遣
わ
の
際
に
至
っ
た
ヨ
リ
ッ
ク
は
、
親
友
の
ユ
ー
ジ
ニ
ア
ス

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
連
隊
に
加
わ
る
途
中
で
病
気
に
羅

り
、
ト
ビ
ー
叔
父
の
村
の
宿
屋
で
最
後
を
迎
え
る
。
そ
の
さ
い
ト
ビ
ー
叔
父
や
ト
リ
ム
伍
長
が
、
こ
の
中
尉
と
、
同
行
し
て
い
る
息
子

に
対
し
て
満
腔
の
同
情
と
慈
悲
を
示
す
。
そ
れ
は
、
純
粋
な
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
が
み
ら
れ
る
場
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
最
後
の

そ
の
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
を
破
壊
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
異

化
」
的
効
果
は
ヨ
リ
ッ
ク
の
臨
終
の
場
に
も
う
か
が
わ
れ
る
も
の
で
、
そ
れ
故
に
金
之
助
は
二
つ
の
場
面
を
混
同
し
て
し
ま
っ
た
の
で

〔F
〕
の
部
分
（
第
⑳

S
⑳
段
落
）
は
、
主
に
ス
タ
ー
ン
の
文
体
論
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
入
る
前
に
、
先
述
（
〔
A
〕
の
③
）
し
た
「
病
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的
紳
経
質
」
な
も
う
―
つ
の
例
を
ト
ビ
ー
叔
父
と
一
匹
の
蠅
の
話
（
第
II
巻
第
12
章
）
に
求
め
て
、
「
蠅
を
愛
し
て
母
に
及
ば
ざ
る
此
坊

文
体
に
つ
い
て
の
議
論
は
第
⑫
段
落
か
ら
で
、
マ
ッ
ソ
ン
M
a
s
s
o
n
と
ト
レ
イ
ル
の
説
を
援
用
し
て
、
金
之
助
自
身
の
説
を
次
の
よ
う

に
ま
と
め
る
。

「
賓
際
「
ス
タ
ー
ン
」
の
文
章
は
錯
雑
な
る
と
同
時
に
明
快
に
、
快
癖
な
る
と
共
に
流
麗
な
り
、
軍
に
一
句
を
以
て
一
頁
を
填
め

け
る
か
と
思
へ
ば
、

書
き
流
す
」

(24) 

ス
タ
ー
ン
の
文
体
を
「
会
話
体
的
」
と
見
て
、
読
者
に
対
す
る
作
者
の
盛
ん
な
呼
び
か
け
の
調
子
を
説
明
す
る
捉
え
方
も
あ
る
が
、

こ
の
後
、
「
長
句
法
」
と
「
短
句
法
」
の
例
を
示
し
、
さ
ら
に
「
擬
人
法
」
の
例
と
し
て
「
カ
メ
ル
」
の
詩
か
ら
二
行
を
引
き
、
擬
人

法
は
「
厭
味
あ
る
も
の
」
で
、
「
妄
り
に
使
ふ
べ
か
ら
ざ
る
者
」
と
評
し
て
い
る
。
金
之
助
の
文
章
心
得
と
し
て
読
め
る
が
、
こ
こ
に
い

う
「
カ
メ
ル
」
は
T
h
o
m
a
s
C
a
m
p
b
e
l
l
 (
一
七
七
七
ー
一
八
四
四
）
の
こ
と
。
引
用
の
詩
は
、

K̂osciusko'
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
愛
国
主
義
者
T
h
a
d
d
e
u
s
K
o
s
c
i
u
s
k
o
 
(
一
七
四
六
ー
一
八
一
七
）

思
想
を
説
い
た
「
希
望
の
よ
ろ
こ
び
」

"
T
h
e
Pleasures of H
o
p
e
"
 
(
一
七
九
九
年
）
か
ら
で
、
引
用
二
行
目
の
コ
シ
チ
ュ
ー
シ
コ

(25) 

で
あ
る
。
金
之
助
の
関
心
の
広
が

第
⑬
段
落
は
、

一
行
の
中
に
敷
句
を
排
列
し
、
時
と
し
て
は
強
て
人
を
動
か
さ
ん
と
力
め
、
時
と
し
て
は
又
餘
り
無
頓
着
に

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
影
響
を
受
け
て
自
由

ト
リ
ス
ト
ラ
ム
出
産
の
さ
い
ス
ロ
ッ
プ
医
師
が
器
械
を
使
っ
た
た
め
に
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
の
鼻
を
「
ぺ
し
ゃ
ん
こ
」
に

り
は
こ
ん
な
所
に
も
及
ん
で
い
る
。

金
之
助
の
捉
え
方
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
も
こ
れ
と
比
べ
て
そ
ん
色
は
な
い
。

主
の
脳
髄
ほ
ど
、
病
的
紳
経
質
な
る
は
あ
ら
じ
」
と
念
を
押
す
。
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し
て
し
ま
う
話
（
第
III
巻
第
2
7
S
2
9
章）

描
く
個
所
を
「
冗
漫
」
の
文
章
の
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
。
「
鼻
」
の
象
徴
作
用
は
「
ス
ラ
ウ
ケ
ン
ベ
ル
ギ
ウ
ス
の
物
語
」
と
同
様
こ
の

個
所
に
も
働
い
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
、

第
⑳
段
落
は
、
剰
窃
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
が
、
し
か
し
「
説
く
べ
き
必
要
」
が
あ
っ
て
も
、
「
参
考
の
書
籍
な
け
れ
ば
略
し
ぬ
」
と

そ
つ
け
な
い
。
こ
の
あ
た
り
金
之
助
の
筆
は
い
さ
さ
か
倉
皇
と
し
て
い
る
が
、
時
代
の
状
況
を
考
え
れ
ば
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
っ

『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
シ
ャ
ン
デ
ィ
』
の
中
に
は
厖
大
な
過
去
の
文
学
の
伝
統
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
の
で
、
副
窃
、
借
用
、
引
用
の
区
別

は
今
日
も
な
お
容
易
な
問
題
で
は
な
い
。
今
日
も
っ
と
も
詳
し
い
校
訂
と
注
釈
を
施
し
た
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
シ
ャ
ン
デ
ィ
』

ス
ト
は
、
本
書
の
「
序
に
代
え
て
」
で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
三
巻
本
（
内
一
巻
が
注
釈
）

あ
る
が
、
右
の
問
題
に
か
か
わ
る
注
釈
作
業
は
さ
ら
に
継
続
さ
れ
て
い
る
現
状
で
あ
れ
ば
、
金
之
助
の
位
置
と
わ
れ
わ
れ
の
位
置
の
間

〔

G
〕

た
ろ
う
。

の
結
語
（
第
⑮
段
落
）

の
横
溢
で
あ
る
と
同
時
に
、

で
、
悲
嘆
に
く
れ
た
ウ
ォ
ル
タ
ー
が
ベ
ッ
ド
に
倒
れ
込
む
様
子
を
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
式
に

ウ
ォ
ル
タ
ー
の
肢
体
、
顔
の
表
情
を
描
く
さ
い
の
微
妙
さ
精
緻
さ
は
、

ス
タ
ー
ン
の
喜
劇
意
識

の
フ
ロ
リ
ダ
版
(
-
九
七
八
、

は
、
金
之
助
の
、
「
笑
ふ
可
く
泣
く
可
＜
奇
妙
な
る
」
ス
タ
ー
ン
と
の
戯
れ
で
あ
る
。

「
「
ス
タ
ー
ン
」
死
し
て
墓
木
巳
に
洪
す
百
五
十
年
の
後
日
本
人
某
な
る
者
あ
り
其
著
作
を
批
評
し
て
物
敷
奇
に
も
之
を
讀
書
社

會
に
紹
介
し
た
り
と
聞
か
ば
彼
は
泣
べ
き
か
将
た
笑
ふ
可
き
か
」

金
之
助
は
、
自
分
が
こ
の
作
品
を
取
り
上
げ
た
動
機
ら
し
い
も
の
を
、
「
物
敷
奇
に
も
」
と
茶
化
し
て
言
っ
て
い
る
が
、
恐
ら
く
そ
の

に
そ
れ
ほ
ど
の
懸
隔
は
な
い
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

ス
タ
ー
ン
の
「
時
間
」
意
識
を
示
し
て
も
い
る
。

の
テ
ク

八
四
年
）

で
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目
漱
石
が
後
を
引
き
受
け
た
と
言
っ
て
よ
い
か
も
知
れ
な
い
。

言
葉
以
上
に
彼
は
、

ス
タ
ー
ン
の
途
方
も
な
い
自
由
な
精
神
に
対
す
る
共
感
を
得
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
ヨ
リ
ッ
ク
に
対
す
る
共
鳴
は
こ

の
点
、
示
唆
的
で
あ
る
。
金
之
助
は
こ
の
エ
ッ
セ
イ
を
書
く
こ
と
で
、
自
ら
の
ス
タ
ー
ン
と
の
同
質
性
を
示
し
た
と
言
う
こ
と
が
で
き

『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
、

金
之
助
は
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
、

0
0
)
 

つ
い
に
ス
タ
ー
ン
ま
で
進

シ
ャ
ン
デ
ー
』
を
書
い
て
、
な
お
二
篇
の
英
文
学
関
連
の
著
作
を
発
表
し
、
明
治
三
十
三
年
(
-
九

か
ら
足
か
け
三
年
の
英
国
留
学
を
果
た
す
。
帰
国
後
、
東
大
文
学
部
の
講
師
と
な
っ
て
行
な
っ
た
講
義
が
、
「
英
文
学
形
式

論
」
、
「
英
文
学
概
説
」
、
そ
し
て
「
十
八
世
紀
英
文
学
」
で
あ
る
。
こ
の
三
番
目
の
講
義
が
、
『
文
学
評
論
』
の
題
で
出
版
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
見
る
時
、
『
文
学
評
論
』
中
の
ス
ウ
ィ
フ
ト
論
、
ポ
ー
プ
論
は
、
金
之
助
の

ス
タ
ー
ン
論
の
、
方
法
論
的
進
化
及
び
深
化
を
示
し
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
逆
に
い
え
ば
、
金
之
助
の
関
心
は
、
ス
タ
ー
ン
よ

(26) 

り
さ
ら
に
十
八
世
紀
英
文
学
史
を
遡
っ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
周
知
の
よ
う
に
『
文
学
評
論
』
の
記
述
は
、
デ
フ
ォ
ー
論
ま
で
進
ん
だ
と
こ
ろ
で
中
止
さ
れ
、

む
（
あ
る
い
は
、
回
帰
す
る
）
こ
と
は
な
か
っ
た
。
英
文
学
者
夏
目
金
之
助
の
問
題
意
識
は
デ
フ
ォ
ー
で
途
切
れ
、
代
り
に
小
説
家
夏

と
こ
ろ
で
、
漱
石
が
引
き
受
け
た
ス
タ
ー
ン
像
は
、
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
の
「
鼻
」
の
ア
イ
デ
ア
や
「
脱
線
話
」
や
奇
抜
な
議
論
よ

り
は
む
し
ろ
、
『
草
枕
』

る。

三、

の
次
の
一
節
に
よ
く
表
わ
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

シ
ャ
ン
デ
ー
』
以
後
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(
1
)
 

注

照。

一
九
八
一
年
）
参

お

ぼ

し

め

し

か

の

「
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
シ
ャ
ン
デ
ー
』
と
い
う
書
物
の
な
か
に
、
こ
の
書
物
ほ
ど
神
の
御
覚
召
に
叶
う
た
書
き
方
は
な
い
と
あ
る
。

つ
づ

最
初
の
一
句
は
と
も
か
く
も
自
力
で
綴
る
。
あ
と
は
ひ
た
す
ら
に
神
を
念
じ
て
、
筆
の
動
く
に
任
せ
る
。
何
を
か
く
か
自
分
に
は

無
論
見
当
が
付
か
ぬ
。
か
く
者
は
自
己
で
あ
る
が
、
か
く
事
は
神
の
事
で
あ
る
。
従
っ
て
責
任
は
著
者
に
は
な
い
そ
う
だ
。
余
が

散
歩
も
ま
た
こ
の
流
儀
を
汲
ん
だ
、
無
責
任
の
散
歩
で
あ
る
。
た
だ
神
を
頼
ま
ぬ
だ
け
が
一
層
の
無
責
任
で
あ
る
。
ス
タ
ー
ン
は

ど

ぶ

自
分
の
責
任
を
免
れ
る
と
同
時
に
こ
れ
を
在
天
の
神
に
嫁
し
た
。
引
き
受
け
て
く
れ
る
神
を
持
た
ぬ
余
は
遂
に
こ
れ
を
泥
溝
の
中

に
棄
て
た
。
」
(
+
一
）

『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
、

シ
ャ
ン
デ
ー
』
を
書
い
た
時
の
金
之
助
は
、
「
神
」
の
存
在
を
こ
の
よ
う
に
意
識
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
『
草
枕
』

の
漱
石
は
、
「
余
」
の
姿
の
中
に
、
「
引
き
受
け
て
く
れ
る
神
を
持
た
ぬ
」
自
己
を
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
金
之
助
の
『
ト
リ
ス
ト
ラ

ム
、
シ
ャ
ン
デ
ー
』
は
、

い
わ
ば
ス
タ
ー
ン
と
の
同
質
性
を
確
認
す
る
作
業
だ
っ
た
が
、
『
草
枕
』
の
漱
石
は
、

も
は
や
英
文
学
者
夏
目
金
之
助
が
楽
し
め
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ス
タ
ー
ン
の
「
流
儀
を

汲
ん
」
で
み
て
も
、
「
一
層
の
無
責
任
」
な
場
所
ま
で
来
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
自
覚
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
「
無
責
任
の
散
歩
」
は
、

こ
の
時
期
の
「
金
之
助
の
周
囲
」
に
つ
い
て
は
、
岡
三
郎
『
夏
目
漱
石
研
究
』
第
一
巻
「
意
識
と
材
源
」
（
国
文
社
、

326 



漱石のスターン論—『トリストラム、シャンデー』私注

(
9
 

(
8
)
 ル

・
ジ
ャ
ー
ニ
イ
』
を
読
ん
で
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

Classics) 

〔

N
o
.
5
3
6〕

S
t
e
r
n
e
 
(L.) 
A
 S
e
n
t
i
m
e
n
t
a
l
 J
o
u
r
n
e
y
 
t
h
r
o
u
g
h
 F
r
a
n
c
e
 a
n
d
 Italy. 
L
o
n
d
.
 D
e
n
t
,
 
1899. 
164p. 2
4。

•
(
T
e
m
p
l
e

金
之
助
が
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
、
シ
ャ
ン
デ
ー
』
を
発
表
し
た
年
が
一
八
九
七
年
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
時
点
で
は
金
之
助
は
「
セ
ン
チ
メ
ン
タ

で
あ
る
。

中
根
鏡
と
の
結
婚
話
が
進
ん
で
い
る
頃
の
書
簡
で
あ
る
。

(
7
)
 

(
6
)
 

(
5
)
 

(
4
)
 

『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
、
シ
ャ
ン
デ
ー
』
と
い
う
表
記
法
は
、
岩
波
版
漱
石
全
集
（
昭
和
三
十
二
年
、
全
三
十
四
巻
中
第
二
十
二
巻
「
初
期
の
文

章
」
）
に
拠
っ
た
。
外
国
人
名
を
か
ぎ
括
弧
で
囲
む
方
法
も
同
版
に
拠
る
。

三
好
行
雄
編
『
漱
石
書
簡
集
』
（
岩
波
文
庫
、

半
藤
一
利
『
漱
石
先
生
ぞ
な
、
も
し
』
（
文
藝
春
秋
、

注
(
2
)
の
岩
波
版
漱
石
全
集
、
解
説
。

A
l
a
n
 B. H
o
w
e
s
,
 ed., S
t
e
r
n
e
:
 T
h
e
 Critical Heritage (
L
o
n
d
o
n
 a
n
d
 B
o
s
t
o
n
:
 R
o
u
t
l
e
d
g
e
 a
n
d
 K
e
g
a
n
 Paul, 1974), pp. 3
7
9
 

|
8
0
:
 N
o
.
1
2
5
,
'
C
a
r
l
y
l
e
 o
n
 Sterne.'Cf. A
l
a
n
 B. H
o
w
e
s
`
Y
o
r
i
c
k
 a
n
d
 the Critics: Sterne's Reputation in E
n
g
l
a
n
d
,
 1
7
6
0
 

|
1
8
6
8
 (
H
a
m
d
e
n
,
 C
o
目
ecticut
:
 Ar
c
h
o
n
 B
o
o
k
s
,
 1971), pp. 1
2
4
|
2
5
.
 

Cf. 
T
h
e
 Critical H
e
r
i食~
e
,pp. 4

2
2
|
3
5
.
 

例
え
ば
、
明
治
二
十
八
年
十
二
月
十
八
日
の
正
岡
子
規
宛
書
簡
に
、
「
小
生
は
教
育
上
性
質
上
家
内
の
も
の
と
気
風
の
合
は
ぬ
は
昔
し
よ
り

の
事
に
て
、
小
児
の
時
分
よ
り
ド
メ
ス
チ
ッ
ク
・
ハ
ッ
ピ
ネ
ス
な
ど
い
ふ
言
は
度
外
に
付
し
を
り
候
へ
ば
今
更
ほ
し
く
も
無
之
候
」
と
あ
る
。

『
漱
石
文
庫
目
録
」
（
東
北
大
学
附
属
図
書
館
）
に
よ
れ
ば
、
漱
石
所
蔵
の
『
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
・
ジ
ャ
ー
ニ
ィ
』
の
テ
ク
ス
ト
は
次
の
も
の

一
九
九
三
年
）
「
そ
で
ふ
り
あ
ふ
も
…
…
」
、
四
六
頁
。

(
3
)
 

一
九
九

0
年
）
に
拠
る
。
書
簡
に
つ
い
て
は
以
下
同
様
。

(
2
)
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(15) 

(14) 

(13) 

(12) 

(11) 

(10) こ
れ
を
読
ん
だ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

「
漱
石
文
庫
」
中
の
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
資
料
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

Classics) 

Cf•Yorick 

a
n
d
 the 
C
r
i
葛
s,
pp. 8
9
|
9
0
.
 

Cf. 
T
h
e
 Critical Heritage, p. 27. 

な
お
、
サ
ッ
カ
レ
イ
の
E
桑
筵
定
こ
f
u
m
oミ
ぢ
冴

o
f
the E
i
g
h
t
e
e
n
t
h
 C
e
n
t
u
r
y
は
「
漱
石
文
庫
」

P
e
r
c
y
 Fitzgerald, T
h
e
 Life o
f
 L
a
u
r
e
n
c
e
 S
t
e
r
n
e
は
、
サ
ッ
カ
レ
イ
に
対
抗
し
て
書
か
れ
た
最
初
の
ス
タ
ー
ン
伝
。
ス
タ
ー
ン
の
伝

記
の
標
準
的
研
究
書
と
し
て
は
、
二
十
世
紀
に
入
っ
て
、

W
.
L. Cross, 
T
h
e
 Life a
n
d
 T
i
m器

o
f
L
a
u
r
e
n
c
e
 S
t
e
r
n
e
 
(1909 ;
 19
2
5
 ;
 

1
9
2
9
;
 1967)

が
山
山
た
。
太
H
青
「
声
げ
に
代
え
て
」
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
今
日
で
は
A
r
t
h
u
r
H
.
 C
a
s
h
の
伝
記

B
ふ
こ
z
n
d
M
i
d
d
l
e
 Y
e
a
r
s
 (1975)

及
び
そ
の
続
編
L
aミ
r
e
n
c
e
S
t
e
r
n
e
:
 T
h
e
 L
a
t
e
r
 
Y
e
a
r
s
 (1986)

が
最
良
の
伝
記
的
研
究
で
あ
る
。

ち
な
み
に
F
i
t
z
g
e
r
a
l
d
の
ス
タ
ー
ン
伝
は
「
漱
石
文
庫
」
に
は
入
っ
て
い
な
い
。

普
及
版
は
L
i器
s
o
f
 the Novelists
で
あ
る
が
、
金
之
助
が
読
ん
だ
の
は
「
漱
石
文
庫
」
中
の
次
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

〔

N
o
.
4
8
0〕

〔

N
o
.
1
3
1〕

C
o
l
e
r
i
d
g
e
 (S. T.) L
e
c
t
u
r
e
s
 a
n
d
 N
o
t
e
s
 o
n
 S
h
a
k
e
s
p
e
a
r
e
 a
n
d
 O
t
h
e
r
 E
n
g
l
i
s
h
 Poets. E
d
.
 T
.
 A
s
h
e
.
 L
o
n
d
.
 Bell, 

1890. 552p. 1
6。

•
(
B
o
h
n
'
s

S
t
a
n
d
a
r
d
 L
i
b
r
a
r
y
)
 

〔

N
o
.
1
3
2〕

S
c
o
t
t
 
(Sir W
.
)
 
Ì
ives 
o
f
 E
m
i
n
e
n
t
 N
o
v
e
lぢ
冴

a
n
d
Dramatists. 
L
o
n
d
.
 W
a
r
n
e
,
 n. d. 6
1
7
p
.
1
6

。

•
(
C
h
a
n
d
o
s

C
o
l
e
r
i
d
g
e
 
(S. T.) 
P
a
s
s
a
g
e
s
 f
r
o
m
 the P
r
o
s
e
 a
n
d
 T
a
b
l
e
 
T
a
l
k
 o
f
 Coleridge•Ed. 

w. a
 Pr
e
f
a
t
o
r
y
 N
o
t
e
 b
y
 

W.H•Dircks. 

L
o
n
d
.
 Scott, 1894. 
261p. 1
6。

•
(
S
c
o
t
t

L
i
b
r
a
r
y
)
 

「
漱
石
文
庫
」
中
の
レ
ズ
リ
ー
・
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
資
料
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
が
、
出
版
年
代
か
ら
見
て
金
之
助
が
ス
タ
ー
ン
論
の
た
め
に

に
は
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
。

L
a
u
1、e
n
c
e
Sterne :
 Th
e
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(22) 

(21) 

(19) 

(17) 
〔

N
o
.
535〕

S
t
e
p
h
e
n
 
(L.) 
English Literature a
n
d
 Society 
in Eighteenth Century. L
o
n
d
.
 D
u
c
k
w
o
r
t
h
,
 1904. 224p.12。・

(16)
ト
レ
イ
ル
の
研
究
の
こ
と
は
、
第
⑫
段
落
で
言
及
さ
れ
る
が
、
「
漱
石
文
庫
」
中
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
同
段
落
で
ト
レ
イ
ル
と
比
較
し
て
言

及
さ
れ
る
マ
ッ
ソ
ン
の
資
料
は
次
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

〔

N
o
.
375〕

〔

N
o
.
363〕

M
a婆
o
n
(D.) 
Brit
娑
Zgelists
a
n
d
 T
h
e
i
r
 Styles. 
C
a
m
b
.
 M
a
c
m
i
l
l
a
n
,
 1859. 308p. 1
2。
•

「
漱
石
文
庫
」
中
の
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
の
テ
ク
ス
ト
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

M
a
c
k
e
n
z
i
e
 (
H
・
)
T
h
e
 M
a
n
 o
f
 Feeling. L
a
n
d
.
 Cassell, 
1886. 
19lp. 2
4。

•
(
C
a
s
s
e
l
l
'
s

N
a
t
i
o
n
a
l
 Library) 

(
1
8
)
D
.
 W
.
 Jefferson, "
T
r
i
s
t
r
a
m
 S
h
a
n
d
y
 a
n
d
 the T
r
a
d
i
t
i
o
n
 of L
e
a
r
n
e
d
 Wit," Essays in Criticism, I
 

(1951), pp. 2
2
5
|
4
8
.
現

在
は
、

N
o
r
t
o
n版
T
1
t
r
a
m
S
h
a
n
d
y
の
中
に
入
っ
て
い
る
。

「
漱
石
文
庫
」
中
に
は
ス
タ
ー
ン
の
『
説
教
集
』
の
テ
ク
ス
ト
は
な
い
。
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
シ
ャ
ン
デ
ィ
』
の
テ
ク
ス
ト
は
、
次
の
二
種
が

〔

N
o
.
537〕

〔

N
o
.
538〕

Sterne 
(L.) 
T
h
e
 Life a
n
d
 Opinions o
f
 
Tristram Sho.ndy. Phil. Lippincott, 1858. 271p. 8。・

Sterne 
(L.) 
T
h
e
 Life a
n
d
 Opinions o
f
 
Tristram Sho,ndy. L
o
n
d
.
 Routledge, 1891. 
322p.16。.（マ
forley's

(20)LansingV•D.H•Hammond, 

L
a
u
r
e
n
c
e
 Sterne's "
S
e
r
m
o
n
s
 o
f
 
Mr•Yorick.‘3(Yale 

Studies in English, Vol.108) N
e
w
 

H
a
v
e
n
:
 Y
a
l
e
 Univ. Press, 1948; reprinted 1970. 

明
治
三
十
二
年
五
月
に
長
女
筆
子
が
誕
生
し
た
時
の
句
に
、
「
安
々
と
海
鼠
の
如
き
子
を
生
め
り
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
『
夏
目
漱
石
事
典
』

（
學
燈
社
）
―
-
三
二
頁
参
照
。

H
e
n
r
i
 Fluchere, L
a
u
r
e
n
c
e
 S
t
e
r
n
e
:
 F
r
o
m
 Tristram to 
Yorick, tr. 
B. B
r
a
y
 (
L
o
n
d
o
n
:
0
x
f
o
r
d
 Univ. Press, 1965), pp. 

Universal Library) 

あ
る
。
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附論

(26) 

(25) 

(24) 

(23) 29ー

30.

〔

N
o
.
284〕

Y
o
母
k
aミ
d
the 
Critics, 
pp. 1
4
1
|
4
2
.
「
漱
石
文
庫
」
中
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

H
u
n
t
 (L.) 
Essays by L
e
i
g
h
 H
u
n
t
;
 w
i
t
h
 introduction a
n
d
 notes b
y
 A
.
 S
y
m
o
n
s
.
 L
o
n
d
.
 Scott, 1888. 314p. 

Cf. E
u
g
e
n
e
 H
n
a
t
k
o
,
 "Sterne's 
Conversational 
Style,'̀
The 
W
i
n
g
e
d
 Skull̀
ed. 
A
.
H
.
 C
a
s
h
 a
n
d
 J
.
M
.
 S
t
e
d
m
o
n
d
 

(
L
o
n
d
o
n
:
 M
e
t
h
u
e
n
,
 1971) 
;
 Lo
u
i
s
 T
.
 Milic, "Observations o
n
 Conversational Style," 
English 
Writers 
o
f
 the 
Eigh, 

teenth 
Century, ed. J
o
h
n
 H
.
 M
i
d
d
e
n
d
o
r
f
 (
N
e
w
 Y
o
r
k
 a
n
d
 L
o
n
d
o
n
:
 C
o
l
u
m
b
i
a
 Univ. Press, 1971). 

金
之
助
の
引
用
よ
T
H
S
e
for 
a
 s
e
a
s
o
n
 
b
a
d
e
 
the 
w
o
r
l
d
 
farewell,/ A
n
d
 F
r
e
e
d
o
m
 
shrieked 
as 
K
o
s
c
i
u
s
k
o
 
fell"
は

"
T
h
e
 Pleasures of H
o
p
e
"
の
二
二
三
ー
四
行
。
全
部
で
五
三

0
行
の
長
詩
で
あ
る
が
、

C
a
m
p
b
e
l
l
の
詩
集
は
「
漱
石
文
庫
」
目
録
に
記

載
さ
れ
て
い
な
い
。

Cf.
Selections f
r
o
m
 Campbell, ed. w
i
t
h
 introduction a
n
d
 notes b
y
 W
.
 T
.
 W
e
b
b
 (
L
o
n
d
o
n
:
 M
a
c
m
i
l
l
a
n
,
 

1902). 

漱
石
と
十
八
世
紀
英
文
学
の
関
係
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
評
言
が
参
考
に
な
る
。
「
漱
石
は
、

も
、
最
初
か
ら
、
非
常
に
理
性
的
、
理
知
的
な
合
理
精
神
の
表
出
で
あ
る
十
八
世
紀
文
学
に
強
く
ひ
か
れ
た
形
迩
が
著
し
い
。
」
（
中
野
好
夫
「
漱

石
と
イ
ギ
リ
ス
文
学
」
日
本
近
代
文
学
館
編
『
日
本
近
代
文
学
と
外
国
文
学
』
昭
和
四
十
四
年
）

16°. 
(
C
a
m
e
l
o
t
 Series) 

ロ
マ
ン
主
義
的
感
情
優
位
の
文
学
よ
り
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ー
ン
の
捉
え
難
さ
と
は
何
か
？
・

ロ
ー
レ
ン
ス
・
ス
タ
ー
ン
と
い
う
名
前
に
は
、

そ
の
作
家
的
名
声
を
確
立
し
た
十
八
世
紀
の
当
時
か
ら
、
す
で
に
本
来
的
に
、
あ
る

定
義
し
が
た
い
も
や
の
よ
う
な
も
の
が
ま
つ
わ
り
つ
い
て
い
る
よ
う
だ
。
あ
る
時
は
そ
の
名
は
八
道
化
＞
で
あ
り
、
八
放
蕩
者
＞
で
あ

マ
ウ
ン
テ
ィ
バ
ン
ク

り
、
八
香
具
師
＞
で
あ
り
、
ま
た
あ
る
時
は
八
頭
脳
の
ピ
カ
ロ
＞
（

B

．H
・
レ
ー
マ
ン
）
で
あ
り
、
八
英
国
の
ラ
ブ
レ

l
>
（H
.

ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
）

[
附
誦

で
あ
り
、
あ
る
い
は
八
永
遠
の
驚
き
＞
（
サ
ー
・
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ロ
ー
リ
ー
）

の
中
か
ら
、
し
か
し
ス
タ
ー
ン
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
探
し
出
そ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
彼
は
さ
ら
に
そ
の
奥
へ
と
姿
を
隠
し
、

我
々
の
眼
前
か
ら
遁
走
す
る
。
残
さ
れ
た
我
々
は
笑
い
も
の
に
さ
れ
、
笑
っ
て
い
る
の
は
ス
タ
ー
ン
一
人
に
な
る
。

ン
文
学
の
解
明
へ
の
第
一
歩
で
あ
る
。
そ
の
際
問
題
は
、

ト
マ
ス
・

仮
に
こ
の
捉
え
難
き
も
の
を
八
ヒ
ュ
ー
マ
ー
＞
と
呼
ん
で
み
る
と
ど
う
か
、

パ
ッ
チ
の
絵
の
こ
と

二
]

、、

で
あ
っ
た
り
す
る
。
そ
れ
ら
の
も
や

ヒ
ュ
ー
マ
ー
そ
れ
自
体
の
定
義
よ
り
む
し
ろ
、

一
体
こ
の
、

と
い
う
の
が
、

ス
タ

ス
タ
ー

そ
れ
を
成
り
立
た
し
め
て
い
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る、 る
本
質
的
な
要
素
あ
る
い
は
基
本
的
条
件
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
八
ヒ
ュ
ー
モ
リ
ス
ト
＞
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
そ
こ

扁
に
お
い
て
こ
そ
得
ら
れ
よ
う
。
そ
う
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
ヒ
ュ
ー
モ
リ
ス
ト
の
存
在
の
様
態
か
ら
、
逆
に
ヒ
ュ
ー
マ
ー
と
は
何
か
が
、

附

『
ト
ラ
ス
ト
ラ
ム
・
シ
ャ
ン
デ
ィ
』

の
場
合
、

ヒ
ュ
ー
マ
ー
は
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
笑
い
と
い
う
形
を
取
る
の
が
大
ま
か
な
特
徴

で
あ
る
。
間
断
す
る
と
こ
ろ
の
な
い
笑
い
の
感
覚
で
も
っ
て
書
か
れ
た
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
シ
ャ
ン
デ
イ
』
に
は
、
哀
感
．
涙
．
諷
刺
．

ェ
ク
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
ガ
ン
ザ

皮
肉
・
洒
落
・
地
ロ
・
性
的
な
ほ
の
め
か
し
等
の
要
素
が
も
ち
ろ
ん
含
ま
れ
て
お
り
、
全
体
と
し
て
狂
想
劇
ふ
う
の
ヒ
ュ
ー
マ
ー
の

世
界
が
そ
こ
に
現
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
特
質
は
や
は
り
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
笑
い
の
文
学
た
る
こ
と
で
あ
る
と
い
え
る
。
と
こ

ろ
で
こ
の
、
近
代
小
説
の
概
念
を
徹
底
的
に
無
視
し
た
か
に
見
え
る
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
シ
ャ
ン
デ
ィ
』

は
何
に
よ
っ
て
支
え
た
か
と
言
え
ば
、
こ
こ
に
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
シ
ャ
ン
デ
ィ
』
の
ヒ
ュ
ー
マ
ー
感
覚
を
本
質
的
に
支
え
て
い
る
八
シ

ャ
ン
デ
ィ
イ
ズ
ム
＞
の
問
題
が
表
わ
れ
て
く
る
。

も
、
さ
ら
に
は
彼
の
小
説
技
法
も
文
体
も
、
皆
こ
の
、

い
わ
ば
感
情
そ
の
も
の
の
美

の
喜
劇
的
世
界
を
ス
タ
ー
ン

ス
タ
ー
ン
の
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
も
笑
い
も
、
そ
し
て
他
の
ヒ
ュ
ー
マ
ー
の
要
素

、
、
、
、
、

い
わ
ば
ス
タ
ー
ン
流
の
笑
い
の
哲
学
に
よ
っ
て
統
制
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

『
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
・
ジ
ャ
ー
ニ
ィ
』
に
つ
い
て
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
フ
が
見
通
し
た
「
何
か
根
本
的
に
哲
学
的
な
態
度
」
に
通
じ

ス
タ
ー
ン
の
根
本
的
想
像
力
に
よ
る
―
つ
の
モ
ラ
ル
と
も
言
い
得
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
あ
と
で
再
び
ふ
れ
る
と
し

て
、
先
の
、

セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
笑
い
と
い
う
喜
劇
的
特
質
の
問
題
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。

ス
タ
ー
ン
が
使
う
八
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
＞
と
い
う
言
葉
は
、

恐
ら
く
帰
結
さ
れ
る
に
違
い
な
い
。

H
.
N
・
フ
ェ
ア
チ
ャ
イ
ル
ド
の
『
英
詩
に
お
け
る
宗
教
的
傾
向
』
（
一

九
五
八
年
）
に
詳
説
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
十
八
世
紀
初
期
の
宗
教
的
色
合
い
を
す
で
に
払
拭
さ
れ
て
、
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。

ぷノ を
求
め
る
傾
向
を
有
し
て
い
る
。
彼
の
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
は
、
「
洗
練
さ
れ
、
高
め
ら
れ
た
感
情
」
の
発
露
で
あ
り
、
「
繊
細
な

感
覚
や
感
情
を
敏
感
に
感
じ
と
る
こ
と
…
…
ど
ん
な
に
さ
さ
い
な
刺
激
に
対
し
て
も
よ
ろ
こ
ん
で
素
早
く
反
応
す
る
こ
と
」
(
S
•
H
.

モ
ン
ク
）

で
あ
る
。
そ
れ
故
そ
こ
に
は
、
ス
タ
ー
ン
の
過
敏
な
ま
で
の
意
識
の
ゆ
き
わ
た
ら
せ
方
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
ス
タ
ー
ン
文
学

セ
ル
フ
コ
ン
シ
ャ
ス
・
プ
レ
イ

の
特
徴
で
あ
る
、
道
化
的
な
八
自
意
識
の
あ
そ
び
＞
の
様
相
が
表
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
現
代
的
な
意
味
で
の
「
感
傷
」
「
煽

情
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
こ
こ
に
は
な
い
。
と
こ
ろ
で
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
』
に
お
け
る
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
に
は
、
右
に
述
べ
た
「
道

化
的
様
相
」
と
も
関
連
が
あ
る
が
、
そ
の
純
粋
性
と
は
対
立
的
に
、
も
う
―
つ
の
位
相
が
表
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、

―
つ
は
レ
ズ
リ
・
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
言
う
よ
う
に
、
「
純
粋
で

ス
タ
ー
ン
の
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
に
は
二
面
性
が
あ
る
。

、
、
、

単
純
」
な
、
ま
じ
め
な
慈
愛
と
胸
あ
た
た
ま
る
感
動
に
つ
な
が
る
ヒ
ュ
ー
マ
ー
で
あ
り
、
も
う
―
つ
は
、
そ
う
し
た
ま
じ
め
な
感
情
交

、
、
、
、

流
の
場
面
を
ぶ
ち
壊
し
て
し
ま
う
、
不
ま
じ
め
な
、
ベ
イ
ソ
ス
に
よ
る
ヒ
ュ
ー
マ
ー
で
あ
る
。
後
者
に
は
い
う
迄
も
な
く
笑
い
が
意
図

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
二
面
性
が
表
わ
れ
る
最
も
い
い
例
は
、
第
六
巻
の
「
ル
・
フ
ィ
ー
ヴ
ァ
ー
の
物
語
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
ろ

一
人
息
子
を
連
れ
た
ル
・
フ
ィ
ー
ヴ
ァ
ー
と
い
う
軍
人
が
死
の
床
に
つ
い
て
い
る
。
人
情
家
の
ト
ウ
ビ
ー
と
ト
リ
ム
伍
長
が
こ
れ

フ
ェ
ロ
ウ
•
フ
ィ
ー
リ
ン
グ

に
同
情
し
、
心
か
ら
の
手
厚
い
看
護
の
配
慮
を
し
て
や
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
ト
ウ
ビ
ー
と
ト
リ
ム
伍
長
が
示
す
あ
た
た
か
い
同
朋
愛

は
、
反
論
し
よ
う
の
な
い
人
情
美
の
型
を
そ
な
え
て
い
る
と
言
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
エ
ビ
ソ
ー
ド
の
最
後
の
愁
嘆
場
に
来
る
と
趣

が
違
っ
て
く
る
。

し
に
し
、

ス
タ
ー
ン
の
ペ
ン
、

つ
ま
り
話
者
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
の
お
し
ゃ
べ
り
が
場
面
の
前
景
に
出
し
ゃ
ば
り
、
そ
の
場
を
台
無

ア

ブ

サ

ー

デ

ィ

テ

ィ

ル
・
フ
ィ
ー
ヴ
ァ
ー
の
死
を
、
笑
う
べ
き
ば
か
ば
か
し
さ
の
効
果
に
終
わ
ら
せ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ
の
ル
・
フ
ィ
ー
ヴ

ァ
ー
の
臨
終
の
場
面
を
引
用
し
よ
う
。
今
や
こ
の
あ
わ
れ
な
軍
人
は
息
を
ひ
き
と
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
は
単
な
る
同
情
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に
、
笑
い
と
ナ
ン
セ
ン
ス
の
道
化
的
表
情
を
の
ぞ
か
せ
る
の
で
あ
る
。

ば
か
ば
か
し
い
笑
い
の
具
に
格
下
げ
さ
れ
て
い
る
。

の
眼
を
捨
て
て
、
死
の
鉄
槌
に
よ
っ
て
弱
ま
り
ゆ
く
ル
・
フ
ィ
ー
ヴ
ァ
ー
の
肉
体
の
細
部
を
執
よ
う
に
見
て
い
る
。
こ
の
軍
人
は
も
は

や
同
情
の
対
象
の
人
格
で
は
な
く
、
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
の
語
り
に
よ
っ
て
「
ビ
ン
止
め
」
に
さ
れ
た
物
体
で
あ
る
。

「
生
気
は
あ
っ
と
い
う
間
に
ふ
た
た
び
引
き
は
じ
め
ま
し
た
ー
ー
＇
眼
の
も
や
も
、
も
と
に
も
ど
り
ま
し
た

1

脈
が
み
だ
れ
ま

し
た
ー
と
ま
り
ま
し
た
_
~
ま
た
打
ち
ま
し
た

1

ト
ン
ト
ン
ト
ン
と
打
っ
て
1

ま
た
と
ま
り
ま
し
た

1

ま
た
打
っ
た

ー
ま
た
と
ま
っ
た
ー
も
っ
と
書
き
つ
づ
け
ま
し
ょ
う
か
？
ー
ー
＇
八
い
え
、
も
う
結
構
で
す
＞
」
（
第
六
巻
第
十
章
）

こ
の
最
後
の
語
り
の
ナ
ン
セ
ン
ス
は
、
死
の
厳
粛
に
対
す
る
笑
い
の
攻
撃
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
死
と
い
う
重
大
事
が
ひ
や
か
さ
れ
、

の
や
さ
し
い
情
感
に
満
ち
た
場
面
の
背
後
か
ら
、

つ
ま
り
、

ル
・
フ
ィ
ー
ヴ
ァ
ー
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
特
色
づ
け
る
、
涙
と
ペ
イ
ソ
ス

ス
タ
ー
ン
は
ま
る
で
、

そ
の
場
全
体
を
破
壊
し
、
無
に
帰
さ
せ
て
し
ま
う
か
の
よ
う

じ
つ
は
こ
こ
に
、
本
質
的
な
意
味
で
の
ヒ
ュ
ー
マ
ー
と
い
う
も
の
が
あ
る
と
い
え
る
。
と
い
う
の
も
、

か
つ
て
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
が
見

抜
い
た
よ
う
に
、
あ
る
い
は
ま
た
ス
タ
ー
ン
の
異
国
の
後
継
者
、
ジ
ャ
ン
・
パ
ウ
ル
・
リ
ヒ
タ
ー
が
見
て
い
た
よ
う
に
、

ヒ
ュ
ー
モ
リ

ス
ト
と
は
、
善
も
悪
も
、
不
条
理
も
美
徳
も
、
人
間
的
価
値
と
し
て
は
等
価
で
あ
る
と
見
な
す
人
間
の
こ
と
で
あ
り
、
笑
い
と
は
、
無

限
の
視
点
か
ら
こ
れ
ら
の
対
立
物
を
破
壊
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
て
く
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
こ
そ
、
ヒ
ュ
ー
マ
ー
に
つ
い

グ
レ
イ
ト

て
の
最
も
深
い
捉
え
方
が
あ
る
の
で
あ
り
、
右
の
例
に
あ
げ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
最
後
に
お
い
て
も
、
死
と
い
う
重
大
な
も
の
が
、
ナ
ン
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セ
ン
ス
な
語
り
口
と
い
う
一
見
さ
さ
い
な
レ
ト
リ
ッ
ク
で
茶
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

の
間
隙
か
ら
、
他
な
ら
ぬ
笑
い
と
い
う
も
の
が
突
出
し
て
来
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
時
ス
タ
ー
ン
に
と
っ
て
大
事
な
こ
と
は
、
人

間
の
宿
命
で
あ
る
死
に
つ
い
て
の
想
念
が
、
八
無
限
＞
の
位
置
か
ら
、
ナ
ン
セ
ン
ス
な
レ
ト
リ
ッ
ク
と
と
も
に
破
壊
さ
れ
、
無
に
帰
せ

ら
れ
る
ー
ー
ー
そ
れ
故
ス
タ
ー
ン
の
レ
ト
リ
ッ
ク
は
、
死
の
観
念
の
破
壊
、
あ
る
い
は
死
の
こ
わ
ば
り
か
ら
の
解
放
の
た
め
の
方
法
だ
っ

た
i

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
死
と
時
間
の
急
迫
の
固
着
的
観
念
こ
そ
、
彼
が
破
壊
し
た
か
っ
た
当
の
も
の
で
あ
る
か
ら

と
こ
ろ
で
、

ス
タ
ー
ン
の
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
笑
い
は
、
前
者
の
一
部
が
後
者
の
方
へ
進
ん
で
ゆ
く
と
い
う
関
係
を
有
し
て
い

ヴ
ァ
ー
や
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
の
兄
、
ボ
ビ
ー
の
死
（
第
五
巻
）

る
。
ス
タ
ー
ン
の
ヒ
ュ
ー
マ
ー
に
こ
う
し
た
方
向
性
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
先
述
し
た
シ
ャ
ン
デ
ィ
イ
ズ
ム
と
、
ル
・
フ
ィ
ー

、
、
、

に
関
連
す
る
ス
タ
ー
ン
自
身
の
死
意
識
の
問
題
と
に
関
わ
っ
て
く
る
こ
と

つ
ま
り
、

デ
ィ
イ
ズ
ム
で
あ
り
、

シ
ャ
ン
デ
ィ
イ
ズ
ム
と
は
、

の
こ
わ
ば
り
を
笑
い
の
効
果
に
よ
っ
て
と
き
ほ
ぐ
し
、
生
の
活
動
を
そ
の
生
理
的
な
段
階
に
お
い
て
ま
で
も
確
認
し
よ
う
と
す
る
喜
劇

的
精
神
、

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
笑
い
と
い
う
も
の
を
自
己
の
生
の
基
本
的
あ
り
様
に
対
し
て
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
精

神
、
と
言
い
か
え
て
も
よ
い
。

よ
び
肉
体
の
危
機
意
識
、

セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
笑
い
に
集
約
さ
れ
る
ス
タ
ー
ン
の
ヒ
ュ
ー
マ
ー
意
識
の
根
底
に
あ
る
の
が
シ
ャ
ン

い
ず
れ
に
し
ろ
、
こ
の
精
神
の
背
後
に
は
、

そ
し
て
そ
れ
に
連
関
す
る
時
間
意
識
が
あ
る
。
生
来
の
蒲
柳
の
質
と
、
大
学
卒
業
の
年
に
始
ま
り
、

ン
が
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
シ
ャ
ン
デ
ィ
』

が
ら
で
あ
る
。

で
あ
る
。

そ
の
大
な
る
も
の
と
小
な
る
も
の
と
の
対
立

ト
リ
ス
ト
ラ
ム
が
下
す
そ
の
定
義
（
第
四
巻
第
三
十
二
章
）
を
約
言
す
れ
ば
、
死

ス
タ
ー
ン
の
永
い
オ
ブ
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
死
意
識
お

ス
タ
ー

の
作
家
に
な
っ
て
以
来
、
頻
発
す
る
よ
う
に
な
っ
た
喀
血
ー
彼
は
「
死
神
に
ノ
ッ
ク
さ
れ
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が
、
ス
タ
ー
ン
の
ヒ
ュ
ー
マ
ー
の
重
層
的
世
界
の
内
容
で
あ
る
。

な
が
ら
」
も
の
を
書
い
て
い
た
し
、
四
十
八
歳
の
年
の
暮
に
は
妻
子
へ
遺
言
状
を
書
い
て
さ
え
い
る
1

と
、
晩
年
の
狂
恋
の
い
き
さ

つ
を
つ
づ
っ
た
『
イ
ラ
イ
ザ
に
寄
せ
る
日
記
』

の
距
離
こ
そ
、
し
か
し
ヒ
ュ
ー
モ
リ
ス
ト
、

に
見
え
る
熱
病
等
が
、
家
庭
的
な
不
和
や
現
実
に
お
け
る
不
如
意
と
相
侯
っ
て
、
終
生

彼
を
悩
ま
せ
た
。
そ
の
よ
う
な
精
神
的
・
肉
体
的
現
実
と
、
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
シ
ャ
ン
デ
ィ
』

に
お
い
て
展
開
さ
れ
る
、

セ
ン
チ
メ
ン

タ
リ
ズ
ム
と
笑
い
に
よ
る
世
界
と
の
あ
い
だ
の
距
離
の
大
き
さ
を
、
我
々
は
忘
れ
な
い
方
が
よ
い
。
現
実
に
は
あ
り
得
べ
く
も
な
い
そ

ス
タ
ー
ン
を
生
み
だ
し
た
条
件
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
へ
だ
た
り
こ
そ
、

て
言
え
ば
、
「
現
実
」
と
「
言
葉
」
と
の
ー
「
言
葉
」
を
扱
う
も
の
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
自
体
を
断
念
す
る
以
外
に
は
恐
ら
く
永
遠
に

埋
め
合
わ
せ
の
で
き
ぬ
—
|
．
へ
だ
た
り
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
恐
ら
く
こ
の
距
離
を
埋
め
よ
う
と
し
て
案
出
さ
れ
た
の
が
、

タ
ー
ン
の
場
合
、
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
シ
ャ
ン
デ
ィ
』

の
喜
劇
的
原
理
と
も
い
え
る
シ
ャ
ン
デ
ィ
イ
ズ
ム
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
た
と
え

ば
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
シ
ャ
ン
デ
ィ
』
第
一
巻
の
ピ
ッ
ト
ヘ
の
献
辞
に
う
か
が
え
る
よ
う
な
、
笑
い
へ
の
想
像
力
と
し
て
表
わ
れ
る
と

こ
ろ
の
、
彼
の
全
体
を
支
え
る
一
種
の
生
の
原
理
で
さ
え
あ
っ
た
。

結
論
的
に
言
え
ば
、
ス
タ
ー
ン
の
ヒ
ュ
ー
マ
ー
全
体
の
根
本
の
と
こ
ろ
で
、
献
辞
の
中
に
み
る
と
こ
ろ
の
、
「
人
間
が
微
笑
を
う
か
べ

サ
ム
シ
ン
グ

る
た
び
に
、
そ
の
分
だ
け
こ
の
つ
か
の
間
の
人
生
に
は
、
何
か
が
加
え
ら
れ
る
筈
だ
」
と
い
う
よ
う
な
笑
い
へ
の
想
像
力
が
働
き
、
そ

れ
が
シ
ャ
ン
デ
ィ
イ
ズ
ム
と
い
う
ス
タ
ー
ン
流
の
笑
い
の
哲
学
に
至
り
、

と
こ
ろ
で
こ
こ
に
、
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
シ
ャ
ン
デ
ィ
』

さ
ら
に
そ
れ
が
、

セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
・
涙
．
洒
落
そ
の

他
の
現
象
と
な
っ
て
表
わ
れ
る
、
し
か
も
こ
れ
ら
を
裏
打
ち
し
て
い
る
の
は
彼
の
死
お
よ
び
時
間
の
急
迫
の
意
識
で
あ
る
、

に
関
す
る
一
枚
の
戯
画
を
紹
介
し
た
い
。

ス

と
い
う
の

ス
タ
ー
ン
の
ヒ
ュ
ー
マ
ー
の
在
り

一
般
化
し

336 



トマス・パッチの絵のこと

方
を
端
的
に
示
し
、

し
か
も
彼
自
身
の
生
の
基
本
的
な
、

そ
の
絵
の
作
者
は
、

B
を
み
る
と
、
パ
ッ
チ
自
身
に
も
何
か
奇
警
な
と
こ
ろ
が

9

ン
デ
ィ
』
を
読
ん
で
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

D
.
N
・

ろ
う
。
あ
る
い
は
パ
ッ
チ
自
身
、
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
シ
ャ

を
通
じ
て
パ
ッ
チ
は
ス
タ
ー
ン
の
名
を
知
っ
て
い
た
で
あ

デ
ィ
』
第
一
巻
刊
行
時
よ
り
愛
読
し
て
い
た
の
で
、

ッ
チ
は
マ
ン
の
庇
護
を
受
け
て
お
り
、

マ
ン

マ
ン
は
友
人
ウ
ォ

ル
ポ
ー
ル
に
す
す
め
ら
れ
て
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
シ
ャ
ン

ー
・
ホ
レ
ス
・
マ
ン
と
会
見
し
た
折
の
こ
と
で
あ
る
。
パ

ツ
ェ
に
立
ち
寄
り
、
そ
こ
で
全
権
大
使
を
し
て
い
た
サ

ま
た
固
執
的
な
条
件
を
も
見
事
に
例
証
し
て
い
る
絵
で
あ
る
。
そ
の
絵
で
も

っ
て
ス
タ
ー
ン
の
ヒ
ュ
ー
マ
ー
の
す
べ
て
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
言
う
心
算
は
な
い
が
、

し
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
男
と
ス
タ
ー
ン
が
出
会
っ
た
の
は
唯
の
一
度
、

し
か
し
そ
の
絵
に
よ
っ
て
ス
タ
ー
ン
文
学
に

お
け
る
あ
そ
び
と
厳
粛
、
あ
る
い
は
ま
じ
め
と
不
ま
じ
め
の
共
存
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
あ
る
程
度
決
定
づ
け
ら
れ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

ス
タ
ー
ン
と
同
時
代
の
英
国
の
画
家
で
、
同
じ
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
シ
ャ
ン
デ
ィ
』

描
い
て
や
っ
た
ホ
ガ
ー
ス
に
比
べ
れ
ば
殆
ど
無
名
に
等
し
い
、
ト
マ
ス
・
パ
ッ
チ
と
い
う
、

の
た
め
に
二
葉
の
挿
画
を

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
永
く
住
み
、
そ
こ
で
死

ん
だ
男
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
殆
ど
無
名
の
画
家
の
絵
の
方
が
、
高
名
な
ホ
ガ
ー
ス
よ
り
も
深
く
、

ス
タ
ー
ン
の
ヒ
ュ
ー
マ
ー
を
理
解

ス
タ
ー
ン
が
イ
タ
リ
ア
に
旅
行
し
た
折
、

フ
ィ
レ
ン
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あ
る
。

.‘‘ 

タ
ー
ン
カ

お
引
き
取
り
を
願
う
と
い
っ
た
仕
草
で
対
面
し
て
い
る
。

ロ
ー
マ
か
ら
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
逃
げ
て
き
た
と
あ
る
。
ま
た
彼
は
、

ン
ツ
ェ
に
寄
っ
た
英
国
の
著
名
人
の
戯
画
集
を
出
版
し
て
も
い
る
。
こ
う
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
パ
ッ
チ
の
中
に
、

マ
ー
に
対
す
る
共
感
が
あ
っ
た
と
推
測
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
。

フ
ィ
レ

ス
タ
ー
ン
の
ヒ
ュ
ー

ス
タ
ー
ン
と
パ
ッ
チ
が
実
際
に
は
ど
ん
な
こ
と
を
話
し
た
の
か
は
分

か
っ
て
い
な
い
。
ほ
ん
の
ゆ
き
ず
り
の
出
会
い
の
よ
う
な
関
係
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
し
て
前
頁
の
よ
う
な
絵
が
生
ま

ま
ず
画
全
体
は
、
暗
い
黄
土
色
の
色
調
で
お
さ
え
ら
れ
て
い
る
。
暗
い
部
屋
の
扉
が
開
い
て
い
て
、
そ
こ
に
骸
骨
（
死
神
）
が
、
右

手
に
砂
時
計
を
さ
し
出
す
よ
う
に
か
か
げ
、
左
手
に
大
鎌
（
時
の
大
鎌
！
）
を
つ
か
ん
で
浸
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
向
か
っ

て
胸
に
両
手
を
あ
て
、
腰
を
「
八
十
五
度
半
」
ほ
ど
に
も
傾
け
て
、
全
身
黒
っ
ぼ
い
僧
衣
を
着
た
、
や
せ
て
背
の
高
い
、
鼻
の
長
い
ス

一
見
し
て
グ
ロ
テ
ス
ク
で
あ
り
不
気
味
な
ヒ
ュ
ー
マ
ー
が
あ
る
。

砂
時
計
の
砂
は
落
ち
切
り
、
時
間
が
切
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

れ
た
。
題
は
い
み
じ
く
も
、
「
ス
タ
ー
ン
と
死
神
」
で
あ
る
。

あ
っ
て
、
彼
は
そ
の
た
め
に
教
会
当
局
の
不
興
を
買
い
、

い
う
迄
も
な
く
そ
こ
に
は
、
死
と
時
間
の
強
迫
の
テ
ー
マ
が

と
こ
ろ
で

w.L・
ク
ロ
ス
は
、
こ
の
絵
の
ス
タ
ー
ン
の
表
情
に
驚
愕
と
恐
怖
を
読
み
と
り
、

耐
づ
よ
い
死
神
に
対
し
て
、
驚
愕
し
な
が
ら
立
ち
向
か
っ
て
い
る
」
と
見
て
い
る
。
そ
う
と
す
れ
ば
そ
れ
は
、
ス
タ
ー
ン
の
中
の
ヒ
ュ

ー
モ
リ
ス
ト
な
ら
ざ
る
真
顔
の
部
分
を
示
し
た
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
筆
者
に
は
そ
う
と
ば
か
り
は
思
え
な
い
。
何
故
な
ら
そ
れ

つ
ら

は
、
驚
愕
の
表
情
で
あ
る
に
し
て
は
、
不
敵
な
面
が
ま
え
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
む
し
・
ろ
ス
タ
ー
ン
の
方
が
死
神
を
茶
化
し
、
そ
れ
と

和
解
し
、
な
れ
合
っ
て
い
る
よ
う
に
さ
え
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
方
が
ヒ
ュ
ー
モ
リ
ス
ト
、

D
・
ト
ム
ソ
ン
も
、

ス
タ
ー
ン
が
「
忍

ス
タ
ー
ン
に
は
似
合
っ
て
い
る
。
し
か
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し
こ
の
絵
に
示
さ
れ
た
死
と
時
間
の
強
迫
が
、

ヒ
ュ
ー
モ
リ
ス
ト
の
本
質
的
条
件
で
あ
っ
た
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
の
だ
。

自
身
は
つ
い
に
こ
の
絵
を
見
ず
に
終
わ
っ
た
よ
う
だ
が
、
も
し
生
前
こ
れ
を
見
て
い
た
ら
何
と
言
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

ス
タ
ー
ン
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先
の
手
紙
で
は
、
他
に
何
も
い
い
知
ら
せ
が
な
か
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
最
近
私
達
の
小
さ
な
村
（
＊
ヨ
ー
ク
の
こ
と
）
で
起
こ
っ

(
2
)
 

た
騒
動
の
こ
と
で
も
お
伝
え
し
た
ら
と
思
っ
た
次
第
で
あ
り
ま
し
た
。
す
で
に
御
承
知
の
八
黒
い
プ
ラ
シ
天
の
古
い
半
ズ
ボ
ン
＞
を
め

ぐ
る
騒
動
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
半
ズ
ポ
ン
を
、
教
会
庶
務
役
員
の
ジ
ョ
ン
殿
が
、
十
年
ほ
ど
以
前
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
わ
れ
ら
の

セ
ク
ス
ト
ン
ド
ッ
グ
・
ウ
ィ
ッ
パ
ー

寺
男
に
し
て
犬
追
い
役
の
ト
リ
ム
と
い
う
男
に
譲
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

1

と
こ
ろ
で
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
貴
殿
は
便
り
を
下
さ
れ
て
、
貴
殿
自
身
一
、
二
度
な
ら
ず
、
こ
の
ト
リ
ム
先
生
の
策
士
ぶ
り
の
一
部
始
終
を
お
知
り
に
な
る
機
会

拝
啓

「
権
争
物
語
」

『
権
争
物
語
、

[
附
論

三
]

Ridiculum acri/ Fortius 
et 
melius 
m
a
g
n
a
s
 plerumque secat Res. 

(
1
)
 

ー
笑
い
は
、
大
事
を
円
満
に
解
決
す
る
に
当
た
り
、
諷
刺
の
辛
刺
な
る
に
優
る
。

あ
る
い
は
夜
番
外
套
物
語
』
抄
訳
及
び
書
誌
的
解
題
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『権争物語、あるいは夜番外套物語』一~抄訳及び書誌的解題

を
お
持
ち
に
な
っ
た
由
、

1

而
も
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
下
ら
ぬ
、

お
ま
け
に
こ
ん
な
無
価
値
な
野
郎
奴
が
、
私
が
お
伝
え
し
ま
し
た

よ
う
な
「
大
騒
動
」
の
原
因
と
な
り
得
た
の
か
驚
き
も
し
た
し
、
真
底
想
像
も
つ
か
ぬ
と
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
た
ね
。

と
こ
ろ
で
貴
殿
は
、
こ
れ
以
上
の
こ
と
を
お
聞
き
に
な
り
た
い
と
は
っ
き
り
と
は
仰
言
っ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
私
の
話
が
貴
殿
の
好

奇
心
を
そ
そ
っ
て
く
れ
た
こ
と
は
十
分
に
感
じ
て
い
る
次
第
。
そ
こ
で
、
私
の
先
の
手
紙
で
ち
ょ
っ
と
申
し
上
げ
た
の
と
同
様
の
動
機

で
、
今
回
こ
の
事
件
の
顕
末
を
詳
細
か
つ
十
分
に
、
貴
殿
に
お
話
し
申
し
上
げ
ま
し
ょ
う
。

し
か
し
お
話
し
を
始
め
ま
す
前
に
、
私
達
の
間
に
起
こ
っ
た
こ
の
騒
動
の
す
べ
て
の
真
の
原
因
に
つ
い
て
、
私
が
貴
殿
に
真
相
と
違

っ
た
ふ
う
に
教
え
て
お
り
ま
し
た
或
る
重
要
な
点
を
、

ま
ず
正
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
1

こ
の
騒
動
と
い
う
の
は
、

私
が
前
に
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
八
半
ズ
ボ
ン
＞
の
事
件
が
原
因
だ
っ
た
の
で
は
な
く
て
、
そ
の
反
対
に
、
八
半
ズ
ボ
ン
＞
の
事
件
は

、
、
、
、
、
、
、
、

み
な
、
こ
の
騒
動
が
も
と
で
起
こ
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
°
|
|
＇
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
貰
う
に
は
、
ま
ず
こ
の

騒
動
の
始
ま
り
は
、
庶
務
の
ジ
ョ
ン
と
寺
男
の
ト
リ
ム
の
間
で
起
こ
っ
た
の
で
は
な
く
、
八
教
区
牧
師
＞
殿
と
こ
の
ト
リ
ム
と
の
間
で
、

(3) 

八
古
い
夜
番
外
套
＞
を
め
ぐ
っ
て
起
こ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
貰
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
八
古
外
套
＞
、
長
年
の
間
教
会
に
掛

け
て
あ
っ
た
の
で
し
た
が
、
こ
れ
こ
そ
ト
リ
ム
が
自
分
の
も
の
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
も
の
で
し
た
。
そ
し
て
ト
リ
ム
に
し
て
み
れ

ば
、
そ
れ
を
冬
用
に
仕
立
て
直
し
て
彼
の
妻
の
た
め
に
は
八
あ
っ
た
か
い
ペ
チ
コ
ー
ト
＞
に
、
自
分
の
た
め
に
は

A
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
＞
に

し
よ
う
と
て
家
に
持
ち
帰
ら
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
も
満
足
出
来
な
か
っ
た
訳
で
し
た
。
そ
こ
で
、
彼
は
哀
調
た
っ
ぷ
り
に
最
大
の
卑

下
を
も
っ
て
彼
の
尊
師
に
こ
の
こ
と
に
同
意
を
し
て
呉
れ
る
よ
う
頼
み
込
ん
だ
の
で
し
た
。

強
い
側
隠
の
情
と
称
す
る
人
間
の
心
理
を
支
配
す
る
一
原
理
は
、
寛
大
な
精
神
を
駆
り
立
て
て
正
当
な
行
為
の
範
囲
を
越
え
さ
せ
る
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ャ
ケ
ツ
の
分
が
取
れ
る
ぞ
、

と
ね
。

も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
貴
殿
は
良
く
お
感
じ
に
な
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
す
か
ら
、
申
し
上
げ
る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
が
1

じ
つ

は
件
の
八
教
区
牧
師
＞
は
、
あ
や
う
く
、
ま
さ
に
こ
の
犯
罪
の
名
誉
あ
る
見
せ
し
め
者
と
な
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
す
。

1

と
申
し

ま
す
の
も
、

が
は
っ
き
り
と
先
生
の
耳
に
入
る
や
否
や
、
先
生
、
胸
に
ぼ
っ
と
火
が
つ
い
て
熱
く
な
り
1

ト
リ
ム
が
そ
の
嘆
願
の
終
わ
り
ま
で
よ

う
行
か
ぬ
う
ち
に
（
包
み
隠
し
の
な
い
心
の
広
い
紳
士
で
あ
り
ま
し
た
の
で
）
、
心
の
底
か
ら
よ
ろ
こ
ん
で
そ
の
申
し
出
を
受
け
入
れ
ま

す
よ
、

ト
リ
ム
が
訴
え
る
八
ペ
チ
コ
ー
ト
＞
ー
八
あ
わ
れ
な
女
房
＞
ー
八
あ
っ
た
か
い
＞
ー
八
冬
＞
と
い
う
よ
う
な
言
葉

と
ト
リ
ム
に
返
事
を
さ
れ
た
の
で
し
た
。
し
か
し
ね
え
、

ト
リ
ム
君
、
と
先
生
が
仰
言
る
に
は
、
君
も
御
承
知
の
通
り
、
私
は

ま
だ
こ
の
教
区
の
牧
師
と
し
て
寺
録
に
あ
り
つ
い
た
ば
か
り
の
新
米
だ
し
、
教
区
に
関
す
る
事
柄
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
の
不
案
内
者

で
あ
る
か
ら
し
て
、
君
が
私
に
頼
ん
で
い
る
こ
の
夜
番
外
套
に
つ
い
て
は
何
も
知
ら
ん
し
、
こ
れ
ま
で
そ
ん
な
も
の
を
見
た
こ
と
も
な

か
っ
た
訳
だ
か
ら
ね
え
。
そ
う
い
う
訳
で
こ
れ
が
君
の
言
う
目
的
に
か
な
っ
た
も
の
に
な
る
の
か
ど
う
か
判
断
出
来
か
ね
ま
す
が
ね
。

あ
る
い
は
も
し
そ
れ
で
う
ま
く
ゆ
く
と
し
て
も
、
じ
っ
さ
い
は
ね
え
、
そ
れ
を
君
に
与
え
る
こ
と
が
私
の
権
限
で
あ
る
の
か
な
い
の
か

分
か
ら
ん
の
で
す
。

1

そ
れ
で
君
、

一
週
間
か
十
日
ほ
ど
、
私
が
こ
の
件
に
つ
い
て
少
し
く
調
べ
る
こ
と
が
出
来
る
ま
で
待
っ
て
お

い
て
欲
し
い
の
で
す
が
。
1

そ
れ
で
、
も
し
私
に
そ
う
す
る
権
限
が
あ
る
と
分
か
れ
ば
、
私
は
君
に
こ
う
言
っ
て
や
る
よ
ー
—
'
お
い

君
、
例
の
外
套
が
君
の
言
っ
た
倍
ほ
ど
も
あ
れ
ば
、
君
の
奥
さ
ん
は
心
お
き
な
く
そ
れ
か
ら
ペ
チ
コ
ー
ト
の
分
を
取
れ
る
し
、
君
も
ジ

こ
こ
で
貴
殿
に
次
の
こ
と
を
お
伝
え
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
即
ち
、
こ
の
教
区
牧
師
は
こ
の
事
件
に
お
い
て
は
ト
リ
ム
の
た

め
に
熱
心
に
役
に
立
っ
て
や
ろ
う
と
し
て
お
ら
れ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
は
正
当
に
も
私
が
彼
自
身
の
特
質
と
し
て
申
し
ま
し
た
彼
の
寛

342 



『権争物語、あるいは夜番外套物語』一~抄訳及び書誌的解題

大
な
思
い
や
り
か
ら
出
た
こ
と
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
ま
た
同
時
に
別
の
動
機
か
ら
も
出
た
行
為
で
あ
り
ま
し
た
。

側
人
が
留
守
の
時
に
は
、
ト
リ
ム
が
時
々
や
っ
て
お
っ
て
、
じ
っ
さ
い
に
は
今
も
続
け
て
や
っ
て
い
る

つ
ま
り
牧
師
殿
の

ま
し
た
の
で
）
数
々
の
細
か
い
奉
仕
に
対
し
て
何
か
お
返
し
を
し
て
や
ろ
う
と
い
う
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
す
。
く
り
返
し
て
申
し
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
理
由
を
ひ
っ
く
る
め
て
、
こ
の
教
区
牧
師
は
こ
の
件
に
関
し
て
自
分
の
力
の
及
ぶ
限
り
ト
リ
ム
の
役
に
立
と
う
と
考
え

ら
れ
た
訳
で
、
従
っ
て
あ
と
や
る
べ
き
こ
と
と
い
え
ば
、
誰
か
他
の
人
が
そ
れ
に
対
す
る
請
求
権
を
持
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
ー
ぁ

る
い
は
、
何
し
ろ
そ
れ
は
教
会
の
中
に
誰
も
思
い
出
せ
ぬ
程
永
い
あ
い
だ
掛
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
を
引
き
下
ろ
し
て
、
教

区
内
に
さ
わ
ぎ
が
持
ち
上
が
ら
な
い
も
の
か
ど
う
か
を
前
も
っ
て
調
べ
て
お
く
と
い
う
配
慮
だ
け
で
あ
っ
た
訳
で
す
。
し
か
し
こ
う
し

た
調
査
こ
そ
ト
リ
ム
が
心
の
中
で
恐
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
°
|
|
'
と
申
し
ま
す
の
も
こ
の
男
、
も
し
教
区
牧
師
殿
が
こ
の
件

に
つ
い
て
教
区
委
員
た
ち
に
一
言
で
も
言
お
う
も
の
な
ら
、
自
分
の
計
画
が
全
部
お
じ
ゃ
ん
に
な
り
果
て
よ
う
と
は
よ
く
よ
く
承
知
し

て
お
っ
た
か
ら
で
す
。
こ
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
し
、
ま
た
今
は
申
し
上
げ
る
必
要
の
ご
ざ
い
ま
せ
ん
他
の
色
々
な
理
由
の
た
め
に
、

ト
リ
ム
は
こ
の
件
の
解
決
の
た
め
に
時
間
を
か
け
た
く
な
か
っ
た
の
で
す
。
1

と
こ
ろ
が
時
間
の
余
裕
を
置
く
ど
こ
ろ
か
、
彼
は
牧

師
館
で
の
勤
勉
ぶ
り
と
し
つ
こ
い
お
ね
だ
り
を
却
っ
て
倍
加
さ
せ
た
の
で
す
ー
館
の
御
一
家
の
皆
様
を
大
変
に
困
ら
せ
た
の
で
す

し
た
て

ー
朝
と
い
わ
ず
昼
と
い
わ
ず
晩
と
い
わ
ず
、
下
手
に
出
つ
つ
せ
が
み
続
け
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
手
短
か
に
申
し
ま
す
と
、
健
康
が

ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン

す
ぐ
れ
ず
、
こ
の
こ
と
で
は
弱
り
果
て
て
殆
ど
息
も
絶
え
／
＼
と
な
っ
て
い
た
こ
の
気
の
毒
な
牧
師
を
悩
ま
せ
た
の
で
す
。

ト
リ
ム
の
坊
ち
ゃ
ん
野
郎
の
側
の
こ
う
し
た
大
あ
わ
て
ぶ
り
が
、
牧
師
殿
の
側
に
自
然
に
或
る
効
果
を
生
ぜ
し
め
た
、

と
申
し
ま
し

て
も
不
思
議
と
は
お
思
い
に
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
物
事
は
そ
の
底
を
割
っ
て
み
る
と
す
べ
て
が
正
し
い
と
は
い
え
な
い
の

（
彼
は
教
会
に
出
入
り
し
て
い
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覚
え
書

葉
使
い
で
問
題
の
当
の
物
に
つ
い
て
の
覚
え
書
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

牧
師
は
或
る
夕
刻
、
自
分
の
書
斎
に
一
人
坐
っ
て
、
頭
の
中
で
こ
の
疑
念
を
あ
れ
こ
れ
と
い
ろ
ん
な
ふ
う
に
側
量
し
、
思
い
を
巡
ら

せ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
問
題
を
一
時
間
半
も
厳
粛
に
熱
考
し
て
、
ト
リ
ム
の
行
動
を
全
体
に
恒
っ
て
ざ
っ
と
考
え
直
し
て
み

た
後
1

彼
は
今
ま
さ
に
「
ど
う
も
そ
う
に
違
い
な
い
」
と
独
り
ご
と
を
言
お
う
と
し
た
の
で
す
。
1

と
こ
ろ
が
そ
の
時
突
然
扉
を

叩
く
音
が
聞
こ
え
て
、
彼
の
独
り
ご
と
は
止
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
1

そ
し
て
ほ
ん
の
数
瞬
の
う
ち
に
彼
の
疑
憬
の
念
に
も

ス
ト
ッ
プ
が
か
け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
と
申
し
ま
す
の
は
、
町
の
人
夫
が
一
人
、
市
民
兵
団
所
属
の
治
安
官
に
連
れ
戻
さ
れ
て

来
て
い
た
の
で
す
。
彼
は
、
自
分
を
五
十
二
歳
は
過
ぎ
た
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
教
会
戸
籍
簿
で
そ
の
自
分
の
年
令
を
調
べ
よ
う

と
、
手
に
四
ペ
ン
ス
銀
貨
を
握
っ
て
や
っ
て
来
た
の
で
し
た
。

1

牧
師
は
そ
の
あ
わ
れ
な
男
に
、
銀
貨
は
ポ
ケ
ッ
ト
に
し
ま
っ
て
台

所
の
方
へ
行
っ
て
い
な
さ
い
と
申
し
つ
け
ま
し
た
。
ー
ー
、
そ
れ
か
ら
書
斎
の
扉
を
閉
め
、
戸
籍
簿
を
引
き
出
し
て
く
る
と
ー
「
ひ
ょ

っ
と
し
た
ら
」
と
彼
は
考
え
ま
し
た
、
「
他
な
ら
ぬ
こ
の
夜
番
外
套
に
つ
い
て
も
、
こ
の
戸
籍
簿
で
何
か
が
分
か
る
か
も
知
れ
ん
ぞ
？
」

|
こ
う
言
い
な
が
ら
戸
籍
簿
の
止
め
金
を
は
ず
し
た
途
端
、
彼
は
ま
さ
に
彼
が
望
ん
で
い
た
も
の
が
、
そ
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
の
表
紙

の
一
枚
の
裏
側
に
の
り
で
張
ら
れ
た
上
に
は
っ
き
り
書
か
れ
て
い
る
の
に
出
っ
く
わ
し
た
の
で
す
。
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
に
明
確
な
言

こ
の
見
事
な
る
外
套
は
今
よ
り
二
百
年
以
上
も
前
、
荘
園
領
主
殿
よ
り
こ
の
教
区
教
会
へ
、
あ
わ
れ
な
る
寺
男
と
そ
の
跡
継
の
者

で
は
な
い
か
と
い
う
疑
燿
の
念
の
こ
と
で
し
た
。
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た
ち
に
の
み
永
劫
に
恒
り
て
使
用
さ
る
べ
く
、
求
め
ら
れ
与
え
ら
れ
た
る
物
な
り
。
彼
ら
は
こ
の
外
套
を
ば
、
冬
の
冷
た
き
夜
中

や
、
終
禰
及
び
弔
い
そ
の
他
の
鐘
を
打
ち
鳴
ら
す
折
に
そ
れ
ぞ
れ
使
用
す
べ
き
な
り
。
こ
は
か
の
領
主
殿
が
、
そ
の
敬
虔
の
心
持

て
あ
わ
れ
な
る
者
た
ち
を
あ
た
た
め
ん
が
た
め
に
、

め
に
為
し
給
う
た
も
の
な
り
、
云
々
々
々
。

ま
た
彼
ら
が
祈
り
を
捧
げ
る
べ
く
導
き
給
う
た
領
主
御
自
身
の
良
き
魂
の
た

「
こ
り
ゃ
、
ま
あ

I.」
と
彼
は
天
上
を
見
上
げ
て
自
身
に
申
し
ま
し
た
、
「
危
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
ぞ

I.Iこ
ん
な
も
の
を
ト
リ
ム
の

お
内
儀
の
ペ
チ
コ
ー
ト
用
に
く
れ
て
や
ろ
う
な
ん
て
I.

意
で
き
は
し
な
か
っ
た
ろ
う
。
い
や
、
言
う
こ
と
を
聞
か
ね
ば
寺
録
の
半
分
を
取
り
あ
げ
る
ぞ
と
言
わ
れ
て
も
、
外
套
の
ボ
タ
ン
一
コ

で
も
粗
末
に
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
I.
」

私
は
全
英
国
の
大
主
教
に
な
る
た
め
に
だ
っ
て
、
こ
ん
な
漬
神
の
策
略
に
同

こ
の
よ
う
な
言
葉
が
牧
師
の
口
か
ら
出
た
途
端
、
そ
こ
へ
突
然
ト
リ
ム
が
、
両
腕
に
只
今
の
牧
師
の
詠
嘆
の
種
で
あ
る
当
の
物
を
か

か
え
て
の
り
込
ん
で
来
た
の
で
す
I
.
I

そ
う
で
す
、
両
腕
に
か
か
え
て
と
申
し
た
の
で
す
—
|
＇
と
い
い
ま
す
の
も
、
い
や
は
や
じ
つ

に
ト
リ
ム
は
、
件
の
外
套
を
は
ぎ
取
り
、
す
ぐ
さ
ま
裁
断
し
て
、

一
方
の
腕
に
は
自
分
の
ジ
ャ
ケ
ツ
用
の
、

一
方
に
は
ペ
チ
コ
ー
ト
用

の
半
端
の
外
套
を
か
か
え
、
そ
れ
を
仕
立
て
て
貰
い
に
仕
立
屋
ま
で
持
っ
て
行
こ
う
と
1

そ
う
し
て
元
気
は
つ
ら
つ
、
牧
師
殿
に
い

か
に
こ
の
外
套
が
全
く
完
全
な
形
を
保
っ
て
り
っ
ぱ
に
持
ち
こ
た
え
て
き
た
か
を
見
せ
よ
う
と
て
、
牧
師
の
書
斎
に
ま
さ
に
足
を
踏
み

入
れ
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
す
。

今
思
い
出
し
た
り
捜
し
出
し
た
り
す
る
時
間
の
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
世
の
中
に
は
今
で
も
生
き
て
活
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
た
＜
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さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
明
喩
と
い
う
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
、
こ
の
予
期
せ
ぬ
ト
リ
ム
の
ず
う
ず
う
し
い
策
動
の
お
か
げ
で
牧

師
殿
が
そ
の
表
情
に
表
わ
し
た
驚
愕
と
正
直
な
怒
り
と
い
っ
た
も
の
を
強
く
訴
え
る
よ
う
な
類
い
の
明
喩
な
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
1

ー
そ
れ
に
関
し
て
は
こ
う
申
し
て
お
き
ま
し
た
ら
十
分
と
い
う
こ
と
に
さ
せ
て
頂
き
ま
し
ょ
う
。
即
ち
、
ト
リ
ム
の
行
為
は
、
筆
舌
に

尽
く
し
が
た
い
も
の
が
あ
っ
た
し
、
正
当
な
怒
り
の
力
を
す
べ
て
集
め
て
も
及
ば
ぬ
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す

i

た

だ
し
か
し
牧
師
は
ト
リ
ム
に
厳
し
い
声
で
、
包
み
を
テ
ー
プ
ル
の
上
に
置
い
て
、
自
分
の
仕
事
に
帰
っ
て
、
翌
朝
十
一
時
き
っ
か
り
に
、

責
任
を
負
う
つ
も
り
で
私
の
命
を
待
ち
な
さ
い
、
と
言
う
に
と
ど
め
た
の
で
し
た
。
そ
の
時
刻
に
そ
な
え
て
、
さ
す
が
賢
者
に
ふ
さ
わ

し
く
、
牧
師
は
教
会
庶
務
の
ジ
ョ
ン
に
来
て
貰
う
よ
う
手
を
打
っ
た
の
で
し
た
。
こ
の
御
仁
、
信
実
あ
る
男
と
し
て
り
っ
ぱ
な
卓
越
し

た
性
格
の
持
ち
主
で
あ
り
ま
し
て
、
な
お
そ
の
上
に
、
こ
の
教
区
に
お
い
て
年
お
よ
そ
十
八
ポ
ン
ド
の
結
構
な
自
由
保
有
権
を
持
っ
て

も
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
あ
た
り
の
名
士
で
も
あ
っ
た
訳
で
、
要
す
る
に
彼
は
、

1

彼
の
職
場
が
彼
に
名
誉
を
施
す
ー
と
い
う
よ

り
は
む
し
ろ
、
彼
の
方
が
職
場
の
方
に
面
目
を
施
し
て
や
る
・
~
と
言
っ
た
方
が
い
い
よ
う
な
人
物
の
一
人
だ
っ
た
の
で
す
。

1

そ

(
4
)
 

の
人
物
を
、
牧
師
は
、
教
区
委
員
た
ち
も
同
道
さ
せ
て
、
そ
の
上
に
教
会
世
話
役
の
一
人
で
、
謹
直
、
物
知
り
の
老
人
も
と
も
に
出
頭

す
る
よ
う
に
と
、
呼
び
に
や
っ
た
訳
で
し
た
。

1

そ
れ
と
い
う
の
も
、
ト
リ
ム
が
自
分
か
ら
事
の
真
相
全
体
を
話
し
て
く
れ
て
は
い

な
か
っ
た
の
で
、
外
套
の
こ
と
で
彼
奴
は
他
の
方
々
に
も
き
っ
と
同
じ
よ
う
な
不
始
末
を
仕
出
か
す
こ
と
は
あ
り
う
る
だ
ろ
う
、
と
考

え
ら
れ
た
か
ら
で
し
た
。
と
こ
ろ
で
右
の
処
置
は
仲
々
賢
い
処
置
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
警
戒
し
す
ぎ
る
の
は
余
計
な
こ
と
だ

っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
1

何
故
な
ら
、
牧
師
殿
の
性
質
こ
そ
は
、
汚
れ
な
き
、
邪
心
な
き
も
の
で
あ
り
ま
し
た
し
1

世
間
か
ら

名
誉
と
廉
潔
の
士
と
の
評
価
を
受
け
て
お
ら
れ
た
訳
で
す
か
ら
。

1

ト
リ
ム
の
性
格
は
と
い
え
ば
、
こ
れ
と
は
反
対
に
、
世
間
に
広
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く
と
ま
で
は
ゆ
か
ぬ
に
し
て
も
、
少
な
く
と
も
教
区
全
域
に
わ
た
っ
て
、

に
よ
っ
て
、
牧
師
殿
の
場
合
に
劣
ら
ず
、
良
く
知
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
ま
し
て
ー
一
ぺ
ニ
の
得
に
な
る
と
思
え
ば
、
ど
ん
な
事
で

も
や
り
放
題
、
言
い
放
題
だ
っ
た
の
で
す
。

1

こ
ん
な
ふ
う
で
す
か
ら
、
ど
ん
な
警
戒
を
し
て
も
却
っ
て
無
駄
だ
と
申
し
上
げ
た
訳

(
5
)
 

で
す
ー
が
、
御
承
知
の
よ
う
に
牧
師
殿
は
い
わ
ば
教
区
で
の
寺
録
に
あ
り
つ
か
れ
た
ば
か
り
で
し
た
の
で
、
代
表
者
た
ち
と
の
初
の

御
目
見
え
の
際
、

そ
の
卑
少
、
下
劣
、
吝
薔
で
三
百
代
言
の
両
天
秤
野
郎
ぶ
り

ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
で
も
悪
印
象
を
与
え
た
ら
そ
の
あ
と
ど
う
な
る
か
、
結
果
次
第
で
は
、
自
分
が
望
む
通
り
の
教
区

民
へ
の
善
導
の
仕
事
も
出
来
な
く
な
る
や
も
知
れ
ぬ
と
恐
れ
ら
れ
た
訳
で
し
た
。

1

そ
こ
で
、
当
然
自
分
に
対
し
て
為
す
べ
き
必
要

な
配
慮
よ
り
も
、
牧
者
た
る
彼
の
も
と
に
来
る
べ
き
羊
群
た
る
教
区
民
の
こ
と
を
考
え
て
1

彼
は
、
自
制
心
を
無
く
し
て
怨
恨
や
悪

意
の
風
を
吹
き
あ
れ
さ
せ
る
よ
う
な
ま
ね
は
す
ま
い
と
決
心
し
た
の
で
す
。
1

そ
の
結
果
、
事
件
の
全
部
が
、
牧
師
に
よ
っ
て
は
じ

め
か
ら
終
わ
り
ま
で
、
私
が
申
し
上
げ
ま
し
た
や
り
方
、
即
ち
教
会
庶
務
の
ジ
ョ
ン
の
訊
問
の
場
に
ト
リ
ム
が
立
つ
と
い
う
形
で
、
再

現
さ
れ
た
の
で
し
た
。

ト
リ
ム
が
自
分
を
弁
護
し
て
言
っ
た
言
葉
は
、
た
だ
、
「
牧
師
先
生
は
、
今
度
の
件
で
は
あ
っ
し
に
も
あ
っ
し
の
妻
に
も
自
分
の
出
来

る
限
り
便
宜
を
固
っ
て
や
る
、
外
套
の
処
置
は
確
か
に
私
の
権
限
内
に
あ
り
、
も
し
お
前
が
望
む
な
ら
そ
れ
を
呉
れ
て
や
っ
て
も
い
い

こ
れ
に
対
す
る
牧
師
の
答
え
は
、
短
か
い
が
強
い
調
子
の
も
の
で
し
た
。
「
私
に
出
来
る
こ
と
は
、
天
地
に
恥
じ
な
い
よ
う
に
す
る
こ

セ
ク
ス
ト
ン

と
し
か
な
い
の
だ
よ
。
1

あ
の
外
套
を
お
前
と
お
前
の
細
君
に
や
っ
て
し
ま
え
ば
、
あ
き
ら
か
に
次
の
寺
男
に
対
し
て
違
法
行
為
を

す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
し
、

そ
れ
に
あ
の
見
事
な
夜
番
外
套
は
教
会
で
一
等
見
た
目
に
も
悦
ば
し
い
景
観
に
な
っ
て
い
る
で
は
な
い

と
、
断
然
約
束
さ
れ
て
お
ら
れ
た
で
す
が
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
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か。

1

そ
の
上
に
私
は
、
私
自
身
の
後
継
者
の
権
限
に
も
傷
を
つ
け
る
こ
と
に
な
る
し
、
そ
う
す
る
と
そ
の
人
は
、
外
套
の
総
額
の

分
だ
け
牧
師
と
し
て
の
値
打
ち
が
下
が
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
」
そ
し
て
「
要
す
る
に
」
と
彼
は
言
明
し
た
の
で
す
、
「
私
が

あ
の
外
套
を
約
束
し
た
さ
い
の
私
の
こ
こ
ろ
づ
も
り
の
す
べ
て
を
言
え
ば
、

ト
リ
ム
君
へ
の
お
情
け
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
誰
に
不
徳

義
な
こ
と
を
し
よ
う
と
思
っ
た
の
で
も
な
い
の
だ
よ
。
じ
つ
は
そ
れ
が
こ
う
い
う
場
合
の
礼
儀
と
い
う
も
の
で
」
と
彼
は
申
し
ま
し
た
、

イ
ン
・
ウ
ェ
ル
ボ
•
サ
ケ
ル
ド
テ
ィ
ス

「
た
い
て
い
こ
う
い
う
時
は
遠
慮
が
あ
る
も
ん
だ
よ
。
」
そ
し
て
彼
は
司
祭
の
口
調
で
お
ご
そ
か
に
こ
う
宣
う
た
の
で
す
、
「
私
の
こ

こ
ろ
づ
も
り
で
は
そ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
だ
し
、
ト
リ
ム
君
自
身
も
そ
の
よ
う
に
了
解
ず
み
だ
っ
た
筈
だ
よ
。
」

牧
師
殿
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
申
さ
れ
た
言
葉
の
す
べ
て
に
し
み
渡
っ
て
い
る
こ
の
よ
う
な
真
実
の
重
み
、
偉
大
な
る
良
識
、
そ
し

て
ゆ
る
ぎ
な
い
理
性
を
前
に
し
ま
す
と
1

あ
わ
れ
な
ト
リ
ム
は
最
後
の
手
段
に
訴
え
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
1

そ
れ
で
彼

は
、
仮
に
約
束
は
無
か
っ
た
に
し
て
も
、
自
分
が
励
ん
で
き
た
数
々
の
八
奉
仕
＞
を
楯
に
、
外
套
を
い
た
だ
く
正
当
な
権
利
を
申
し
立

て
る
こ
と
を
お
許
し
願
え
ま
い
か
と
頼
み
込
ん
だ
の
で
す
。
1

じ
っ
さ
い
彼
の
奉
仕
ぶ
り
が
、
な
る
ほ
ど
こ
れ
で
は
外
套
を
貰
う
資

格
も
十
分
あ
る
だ
ろ
う
と
思
わ
せ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
人
の
よ
く
知
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
ち
な
み
に
彼
は
数
え
切
れ
ぬ
ほ
ど
牧

師
の
靴
を
み
が
き
ま
し
た
し
、
五
十
回
以
上
も
牧
師
の
半
長
靴
に
グ
リ
ー
ス
を
引
い
た
の
で
し
た
。
1

彼
は
ど
ん
な
時
で
も
町
へ
卵

を
買
い
に
走
り
ま
し
た
し
ー
ぃ
つ
で
も
ナ
イ
フ
類
は
磨
い
て
お
き
ま
し
た
。
1

牧
師
の
馬
を
追
っ
て
は
椋
っ
て
や
り
ま
し
た

I

彼
の
細
君
は
と
い
え
ば
、
何
時
で
も
よ
ろ
こ
ん
で
雑
役
の
奉
仕
を
し
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た

i

そ
し
て
彼
が
思
い
出
す
限
り
で
は
、

彼
も
細
君
も
、

―
フ
ァ
ー
ジ
ン
グ
あ
る
い
は
一
杯
の
ビ
ー
ル
以
上
の
も
の
と
い
え
ど
も
貰
い
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

1

こ
う
し
た
彼

の
数
々
の
奉
仕
に
つ
い
て
の
説
明
に
加
え
て
、
そ
れ
に
劣
ら
ず
大
き
か
っ
た
と
自
分
で
は
言
っ
て
い
る
、
彼
の
真
底
よ
り
の
八
願
望
＞
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に
つ
い
て
説
明
さ
せ
て
欲
し
い
と
彼
は
申
し
ま
し
た
。
1

彼
は
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
の
で
し
た
が
、
そ
の
さ
い
ー
|
'
証
拠
は
い
く

つ
も
あ
る
か
ら
そ
れ
を
見
せ
て
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
こ
ろ
づ
も
り
は
出
来
て
い
る
な
ど
と
申
し
た
の
で
す
。
さ
て
そ
の
主
張
と
は
|
|
＇

「
あ
っ
し
ぁ
千
回
も
尊
師
の
健
康
を
祈
っ
て
乾
杯
を
し
ま
し
た
よ
。
（
つ
い
で
な
が
ら
申
し
ま
す
が
、
彼
は
牧
師
自
身
の
ビ
ー
ル
か
ら
自

分
の
に
つ
ぎ
足
す
と
い
っ
た
こ
と
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
）
あ
っ
し
ぁ
通
り
一
遍
に
先
生
の
健
康
を
祈
っ
て
乾
杯
し
た
だ
け
じ
ゃ
あ
り
ま

せ
ん
、
あ
っ
し
ぁ
本
当
に
心
か
ら
先
生
の
御
健
康
を
願
い
上
げ
た
ん
で
。
そ
ん
で
館
へ
行
か
な
か
っ
た
時
で
も
、
先
生
は
ど
う
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
側
人
の
方
に
ね
ん
ご
ろ
に
訊
い
て
み
た
も
ん
で
す
。
と
く
に
一
年
半
ほ
ど
前
に
、
先
生
が
リ
ン
ゴ
の
皮
を
む
こ
う
と
し

て
指
を
お
切
り
に
な
っ
た
時
に
ゃ
、
あ
っ
し
ぁ
半
マ
イ
ル
の
道
を
歩
い
て
、
或
る
秘
法
に
通
じ
た
女
ん
と
こ
へ
、
血
ィ
止
め
る
た
め
に

(
6
)
 

や
あ
ど
う
す
り
ゃ
い
い
か
訊
ね
に
行
っ
て
、
じ
っ
さ
い
ク
モ
の
巣
を
ズ
ボ
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
帰
っ
て
来
ま
し
た
ん
で
さ
ぁ
。

I

ー
い
い
や
（
と
ト
リ
ム
）
あ
り
や
あ
二
週
間
も
経
っ
ち
ゃ
あ
い
ま
せ
ん
さ
ね
、
先
生
が
あ
の
き
つ
ー
い
下
剤
を
飲
ま
れ
や
し
て
、
そ
い

で
あ
っ
し
が
町
の
一
等
遠
い
外
れ
ま
で
行
っ
て
、
先
生
の
た
め
に
室
内
便
器
を
借
り
て
来
て
さ
し
上
げ
た
で
や
ん
し
ょ
ー
そ
い
で
あ

っ
し
を
バ
カ
に
し
て
い
る
近
所
の
連
中
が
皆
ん
な
証
明
し
て
く
れ
て
ま
す
が
ね
、
そ
の
皿
み
た
い
な
器
を
頭
に
の
っ
け
て
帰
っ
て
来
ま

し
た
ん
で
。
そ
い
で
も
こ
ん
な
こ
た
ぁ
大
し
た
こ
っ
ち
ゃ
ね
ぇ
と
思
う
て
ま
す
が
ね
。
」
と
い
っ
た
具
合
。

ト
リ
ム
は
、
そ
の
哀
調
た
っ
ぷ
り
の
抗
弁
を
こ
う
言
っ
て
し
め
く
く
り
ま
し
た
、
「
先
生
の
お
心
が
、
あ
ん
な
に
た
く
さ
ん
真
心
こ
め

て
尽
く
し
た
奉
仕
に
対
し
て
あ
ん
な
つ
れ
な
い
お
返
し
で
報
い
て
や
ろ
う
な
ん
て
な
さ
ら
ぬ
よ
う
願
い
ま
す
だ
。
ー
~
も
し
お
考
え
の

通
り
に
な
さ
れ
ま
す
な
ら
、
こ
ん
な
目
に
あ
っ
た
の
は
あ
っ
し
の
よ
う
な
身
分
の
者
で
は
あ
っ
し
が
始
め
て
で
し
ょ
う
か
ら
、
同
様
に

こ
ん
な
こ
た
ぁ
あ
っ
し
で
最
後
に
し
て
頂
き
た
い
で
す
。
」
ー
ト
リ
ム
が
専
ら
心
を
く
だ
い
て
い
た
こ
の
抗
弁
の
意
図
も
1

結
局
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は
そ
の
場
全
体
に
笑
い
を
も
た
ら
す
よ
り
他
の
返
答
の
余
地
を
残
し
て
は
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

全
体
と
し
て
申
し
ま
す
と
、
両
方
の
側
か
ら
の
賛
否
両
様
の
あ
ら
ゆ
る
言
い
分
が
公
平
に
聞
き
届
け
ら
れ
ま
し
た
結
果
、

ト
リ
ム
の

方
が
、
こ
の
事
件
の
細
部
に
お
い
て
こ
と
ご
と
く
そ
の
ふ
る
ま
い
よ
ろ
し
く
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
の
で
す
。
1

そ

の
上
彼
の
仕
業
で
あ
る
な
ど
と
は
予
想
も
つ
か
な
か
っ
た
或
る
出
来
事
が
、
こ
の
論
議
の
最
中
に
た
ま
た
ま
彼
へ
の
批
難
と
し
て
あ
か

る
み
に
出
さ
れ
た
の
で
し
た
。
ー
~
即
ち
、
ト
リ
ム
は
牧
師
殿
が
館
に
入
ら
れ
る
前
に
牧
師
殿
に
会
っ
て
、
庶
務
役
員
の
ジ
ョ
ン
1

な
ら
び
に
教
区
委
員
た
ち
や
教
区
の
お
偉
ら
方
の
幾
人
か
も
、
皆
ん
な
八
悪
党
＞
の
一
味
で
あ
る
と
、

つ
げ
口
を
し
て
お
っ
た
の
で
あ

り
ま
す
。

1

こ
ん
な
訳
で
、
と
う
と
う
ト
リ
ム
は
扉
の
外
へ
蹴
り
追
い
だ
さ
れ
て
、
こ
の
忠
告
を
無
視
で
も
し
よ
う
も
の
な
ら
身
の

危
険
が
あ
る
と
思
え
、
二
度
と
こ
こ
に
戻
っ
て
来
る
ん
じ
ゃ
な
い
ぞ
と
申
し
渡
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

最
初
ト
リ
ム
は
こ
の
仕
打
ち
に
物
凄
い
形
相
で
飛
び
上
っ
て
腹
を
立
て
ま
し
た
|
|
＇
正
当
な
理
由
を
手
に
入
れ
て
や
る
|
.
—
そ
れ

に
、
こ
れ
を
荘
園
録
事
裁
判
所
に
訴
え
て
、
こ
の
教
区
全
体
に
い
か
に
牧
師
が
自
分
を
虐
待
し
た
か
ば
ら
し
て
や
ら
な
き
ゃ
気
が
済
む

も
の
か
、
と
毒
づ
き
ま
し
た
。
1

だ
が
冷
静
に
な
っ
て
考
え
て
み
る
と
、
牧
師
は
あ
る
い
は
自
分
に
謹
慎
と
い
っ
た
こ
と
ま
で
誓
約

さ
せ
る
か
も
知
れ
な
い
し
、
何
と
も
言
え
な
い
が
察
す
る
に
自
分
を
懲
治
監
に
収
容
し
て
し
ま
う
か
も
知
れ
な
い
、
と
恐
ろ
し
く
な
っ

て
1

彼
は
牧
師
に
は
何
も
仕
返
し
を
し
な
い
で
お
こ
う
と
思
っ
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
や
は
り
、
彼
の
復
讐
の
念
や
み
が
た
く
、
今

度
は
貴
殿
や
小
生
同
様
こ
の
騒
ぎ
に
は
関
わ
り
の
な
か
っ
た
庶
務
の
ジ
ョ
ン
を
攻
撃
し
は
じ
め
ー
八
黒
い
プ
ラ
シ
天
の
古
い
半
ズ

(
7
)
 

ボ
ン
＞
の
約
束
状
を
引
裂
き
、
十
年
間
眠
っ
て
い
た
こ
の
半
ズ
ボ
ン
に
関
す
る
騒
動
を
引
き
起
こ
し
た
の
で
し
た
。
1

し
か
し
、
御

承
知
願
い
た
い
こ
と
に
、
こ
う
し
た
ト
リ
ム
の
悪
巧
み
は
す
べ
て
、
騒
動
を
起
こ
し
た
り
、
身
に
受
け
た
隋
懲
を
楯
に
し
て
そ
の
実
自
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な
り
得
な
か
っ
た
の
で
す
。

分
の
保
身
を
図
ろ
う
と
す
る
、
ト
リ
ム
の
狡
猾
な
手
腕
に
よ
る
も
の
と
専
ら
見
な
さ
れ
た
の
で
し
た
。

も
し
貴
殿
の
好
奇
心
が
ま
だ
満
足
さ
れ
て
い
な
い
と
あ
ら
ば
ー
さ
て
こ
れ
か
ら
、
八
夜
番
外
套
＞
の
一
件
で
お
話
し
申
し
上
げ
た

の
と
全
く
同
じ
ゃ
り
方
で
、
八
半
ズ
ボ
ン
＞
を
め
ぐ
る
八
合
戦
＞
に
つ
い
て
お
話
し
申
し
上
げ
る
こ
と
に
致
し
ま
し
ょ
う
。

当
時
、
十
年
ほ
ど
前
の
こ
と
で
す
が
、
ジ
ョ
ン
が
こ
の
教
区
の
教
会
庶
務
役
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
時
に
は
、
御
当
人
の
ト
リ
ム
坊

は
こ
の
ジ
ョ
ン
殿
の
気
に
入
ら
れ
る
よ
う
少
な
か
ら
ざ
る
骨
を
折
っ
た
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
後
に
分
か
っ
た
こ
と
で
す

が
、
そ
の
魂
胆
と
は
、
ジ
ョ
ン
が
そ
の
当
時
手
も
と
に
置
い
て
い
た
黒
い
プ
ラ
シ
天
の
半
ズ
ボ
ン
結
構
着
れ
な
い
こ
と
は
な
い
ー

ー
を
う
ま
く
説
き
つ
け
て
彼
か
ら
貰
い
受
け
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
す
。
1

そ
の
さ
い
ト
リ
ム
は
、
ジ
ョ
ン
が
そ
の
半
ズ
ボ
ン
を
捨

て
て
も
い
い
と
思
っ
た
時
に
自
分
が
そ
れ
を
貰
え
る
よ
う
ひ
た
す
ら
神
の
御
慈
悲
を
乞
う
た
の
で
し
た
。

ト
リ
ム
は
内
心
で
は
ち
ょ
っ
と
ぴ
か
ぴ
か
も
の
が
好
き
な
た
ち
の
人
間
で
し
た
。
そ
し
て
彼
の
細
君
が
作
っ
て
く
れ
た
最
良
の
、
質

素
な
傷
―
つ
な
い
服
を
着
る
よ
り
も
、

む
し
ろ
上
流
人
士
の
着
古
し
た
ボ
ロ
を
着
た
い
と
思
う
の
で
し
た
。

ジ
ョ
ン
の
方
は
生
来
も
の
ご
と
を
疑
わ
な
い
人
物
で
、
教
区
牧
師
が
例
の
夜
番
外
套
を
約
束
さ
れ
た
と
同
様
、
彼
も
、
文
句
も
言
わ

ず
に
そ
の
半
ズ
ボ
ン
を
ト
リ
ム
に
約
束
し
た
の
で
し
た
。
そ
し
て
そ
の
さ
い
留
保
条
件
な
ど
も
つ
け
な
か
っ
た
の
で
す
I

と
い
う
の

も
、
半
ズ
ボ
ン
は
ジ
ョ
ン
八
自
身
の
も
の

V
で
し
た
の
で
、
自
分
が
適
当
だ
と
思
う
人
物
に
や
っ
て
も
、
そ
れ
は
不
徳
義
な
こ
と
に
は

ト
リ
ム
に
と
っ
て
は
不
運
に
も
、

と
申
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

む
し
ろ
彼
に
と
っ
て
も
っ
と
も
幸
運
な
こ
と
に
、

と
申
し
上
げ
る
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こ。t
 

べ
き
で
し
ょ
う
ー
と
い
う
の
も
彼
は
、
次
に
述
べ
ま
す
こ
と
に
よ
っ
て
唯
一
人
の
利
得
者
と
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
1

さ
て

(
8
)
 

実
は
、
先
の
こ
と
が
あ
っ
て
お
よ
そ
六
な
い
し
八
週
間
す
ぎ
た
頃
に
、
前
の
、
今
は
故
人
と
な
っ
た
教
区
牧
師
と
庶
務
の
ジ
ョ
ン
の
あ

（
そ
れ
は
じ
つ
は
ト
リ
ム
以
外
の
誰
で
も
な
い
と
考
え
ら
れ
た
の
で
す
が
）

そ

の
故
牧
師
殿
に
次
の
よ
う
な
事
実
を
思
い
出
さ
せ
た
の
で
す
。
即
ち
、
教
会
に
あ
る
ジ
ョ
ン
の
八
机
＞
が
規
定
よ
り
も
四
イ
ン
チ
高
い

こ
と
1

そ
の
机
は
牧
師
自
身
の
机
と
殆
ど
同
じ
高
さ
に
来
て
い
る
の
で
、
感
じ
が
悪
い
し
、
だ
い
い
ち
不
法
な
こ
と
で
は
な
い
か
と

い
っ
た
こ
と
で
し
た
。
こ
の
不
正
に
対
す
る
不
満
を
こ
の
故
牧
師
殿
は
声
高
に
訴
え
ま
し
た
I

そ
し
て
或
る
日
お
祈
り
の
あ
と
ジ
ョ

ン
に
向
か
っ
て
言
っ
た
こ
と
に
は
、
「
も
う
こ
れ
以
上
は
我
慢
な
ら
ん
机
の
高
さ
を
当
然
の
位
置
ま
で
下
げ
て
も
ら
い
た
い
も
ん

だ
ね
。
」
こ
れ
に
対
し
て
ジ
ョ
ン
は
、
「
机
を
高
く
し
た
の
は
私
で
は
な
い
ん
で
す
。
—
~
私
が
そ
れ
を
手
に
入
れ
ま
し
た
時
よ
り
髪
の

毛
一
筋
も
高
く
な
っ
て
は
お
り
ま
せ
ん
よ
。
ー
ー
！
私
は
今
ま
で
通
り
に
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
°
|
~
要
す
る
に
私
は
権
利
侵
害

を
や
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
自
分
が
そ
れ
を
や
ら
れ
た
場
合
に
は
黙
っ
て
い
る
つ
も
り
も
な
い
の
で
す
」
と
答
え
た
だ
け
で
し

こ
の
物
故
し
た
牧
師
に
は
色
々
な
美
徳
も
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
彼
の
も
っ
と
も
顕
著
な
特
質
と
は
、
少
な
く
と
も
謙
遜
と
い

う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
で
し
た
。
従
っ
て
ジ
ョ
ン
が
右
の
よ
う
に
答
え
て
譲
ら
な
か
っ
た
た
め
、
事
態
は
紛
糾
の
様
相
を
呈
し
て
き

ま
し
た
。
—
|
卜
じ
つ
は
こ
れ
が
第
三
者
の
ト
リ
ム
に
は
収
穫
だ
っ
た
の
で
す
。

ジ
ョ
ン
に
頑
張
っ
て
下
さ
い
と
好
意
的
な
暗
示
を
与
え
た
後
1

急
逮
ト
リ
ム
は
牧
師
館
で
或
る
取
引
を
し
ま
し
た
。
1

そ
こ
で

ど
う
い
う
こ
と
が
起
こ
っ
た
か
に
つ
い
て
私
は
、
あ
ま
り
批
難
が
ま
し
く
言
い
た
く
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
申
し
上
げ
る
訳
に
は
参
り
ま

い
だ
で
或
る
喧
嘩
が
持
ち
あ
が
っ
た
の
で
す
。
誰
か
が
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で
し
た
ね
。

1

お
前
様
の
ズ
ポ
ン
な
ん
ぞ
馬
鹿
々
々
し
い
／
．
と
ト
リ
ム
が
言
い
ま
す
。
と
い
う
の
も
こ
の
時
ト
リ
ム
の
頭
は
、
も

せ
ん
が
、
そ
の
こ
と
を
私
は
、
ト
リ
ム
の
服
装
が
突
然
打
っ
て
変
わ
っ
て
見
栄
え
が
良
く
な
っ
た
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
推
測
す
る
に

と
ど
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
ー
と
い
う
の
も
彼
は
、
そ
の
古
く
な
っ
た
ボ
ロ
の
外
套
と
帽
子
と
か
つ
ら
を
馬
屋
の
中
に
抜
ぎ
捨
て
、
新

(
9
)
 

し
く
牧
師
が
丁
度
彼
に
呉
れ
た
ば
か
り
の
、
大
そ
う
見
事
な
不
用
に
な
っ
た
外
套
と
大
き
な
帽
子
と
か
つ
ら
を
着
け
て
、
教
会
の
庭
を

大
げ
さ
な
歩
き
ぶ
り
で
や
っ
て
来
た
の
で
す
。
ー
ぃ
ょ
ー
、
ほ
ー
、
ほ
う
い
I.

ジ
ョ
ン
先
生
I.

と
ト
リ
ム
は
、
あ
げ
た
こ
と
も

な
い
ほ
ど
の
大
声
で
横
柄
に
も
喝
采
し
た
の
で
す
1

ね
え
、
あ
っ
し
の
き
れ
い
な
と
こ
を
見
て
下
さ
い
よ
。
1

あ
い
に
く
だ
が
君

は
そ
の
恰
好
、
余
計
に
み
っ
と
も
な
い
よ
、
と
冗
談
も
言
わ
ず
に
ジ
ョ
ン
は
申
し
ま
し
た
。
ー
ー
＇
ト
リ
ム
君
、
き
み
は
、
と
ジ
ョ
ン
が

言
う
に
は
、
あ
ん
な
に
尽
く
し
て
得
た
そ
の
ぴ
か
ぴ
か
も
の
が
自
分
に
似
合
う
と
で
も
、
ま
た
は
そ
ん
な
も
の
を
着
れ
ば
自
分
が
若
々

し
く
見
え
る
と
で
も
思
っ
て
い
る
の
か
ね
？
＇
~
な
ん
て
人
だ
ろ
う
、
君
っ
て
人
は
、
1

君
が
こ
ん
な
こ
と
を
す
る
と
は
1
・

ろ
君
は
さ
も
友
情
に
あ
ふ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
し
て
見
せ
て
い
た
し
、
そ
れ
に
私
だ
っ
て
ず
い
ぶ
ん
君
に
は
親
切
を
尽
く
し
て
き
ま

し
た
か
ら
ね
え
。
ー
ー
_
君
が
困
っ
て
い
る
時
、
私
は
君
に
、
何
シ
リ
ン
グ
、
そ
し
て
何
ペ
ン
ス
、
何
も
言
わ
ず
に
貸
し
て
あ
げ
た
こ
と

で
し
ょ
う
？
ー
然
様
、
私
が
君
に
、
私
が
は
い
て
い
る
こ
の
黒
い
プ
ラ
シ
天
の
半
ズ
ポ
ン
を
約
束
し
た
の
は
ほ
ん
の
こ
の
間
の
こ
と

う
彼
の
新
し
い
ぴ
か
ぴ
か
も
の
の
方
に
半
ば
い
か
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。

1

お
前
様
の
ズ
ボ
ン
な
ん
か
ク
ソ
く
ら
え
だ
、

ム、
1

そ
い
つ
が
あ
っ
し
ん
ち
の
扉
の
下
に
置
い
て
あ
っ
た
っ
て
洟
も
ひ
っ
か
け
る
も
ん
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
ー
ー
、
お
前
様
の
お
好
き

な
方
に
差
し
上
げ
て
下
せ
え
。
ざ
ま
あ
み
ろ
だ
。

1

あ
っ
し
ぁ
週
の
何
日
で
も
好
き
な
時
に
牧
師
様
の
家
へ
行
け
ば
も
っ
と
い
い
ズ

ボ
ン
が
貰
え
る
ん
だ
っ
て
こ
と
を
、

と
ト
リ

お
前
様
に
教
え
て
や
り
た
い
も
ん
だ
。

1

さ
て
、
ジ
ョ
ン
は
ト
リ
ム
の
言
葉
が
ひ
と
ま
ず
終
わ

何
し
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る
と
、

ト
リ
ム
に
は
っ
き
り
と
、
自
分
は
そ
の
ズ
ポ
ン
を
他
人
に
譲
る
に
当
た
っ
て
自
分
の
厚
か
ま
し
さ
を
利
用
し
て
や
る
よ
う
な
こ

と
は
し
な
い
ー
ー
＇
だ
が
、
腹
蔵
な
く
言
え
ば
、
君
は
牧
師
殿
か
ら
そ
の
よ
う
な
た
く
さ
ん
の
好
意
を
受
け
て
来
た
し
、
こ
れ
か
ら
も
同

じ
よ
う
に
尽
く
し
て
も
っ
と
多
く
の
好
意
を
受
け
る
だ
ろ
う
と
思
う
の
で
、
君
は
生
来
善
良
な
の
だ
か
ら
、
そ
の
半
ズ
ボ
ン
は
あ
き
ら

こ
こ
で
ジ
ョ
ン
は
、

め
て
、
も
っ
と
有
難
が
っ
て
く
れ
る
人
に
譲
っ
た
方
が
い
い
よ
、
と
言
っ
た
の
で
し
た
。

(10) 

マ
ー
ク
・
ス
レ
ン
ダ
ー
の
名
を
挙
げ
ま
し
た

出
た
よ
う
で
す
）
が
、
彼
は
そ
れ
が
ト
リ
ム
に
約
束
し
て
あ
っ
た
も
の
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ー
ー
＇
ね
え
、

が
申
し
ま
す
、
か
わ
い
そ
う
な
マ
ー
ク
に
あ
れ
を
や
っ
て
く
れ
ー
ご
承
知
の
よ
う
に
彼
は
、
自
分
の
ケ
ツ
の
穴
を
隠
す
専
用
の
ズ
ボ

ン
す
ら
持
っ
て
い
な
い
の
だ
し
、
そ
の
上
、

お
分
か
り
だ
ろ
う
が
、
彼
は
私
と
同
サ
イ
ズ
だ
し
、
あ
れ
は
彼
に
ぴ
っ
た
り
合
う
だ
ろ
う

か
ら
ね
。
だ
が
も
し
私
が
そ
い
つ
を
君
に
や
る
と
な
れ
ば
だ
＇
—
ー
い
い
か
い
、
そ
い
つ
は
大
し
て
価
値
の
な
い
も
の
に
な
り
下
が
る

よ
。
そ
れ
に
ま
た
、
君
の
も
の
に
な
っ
た
と
し
て
も
、

し
ま
わ
な
く
ち
ゃ
な
ら
ん
だ
ろ
う
。

つ
い
に
あ
き
ら
め
、

マ
ー
ク
ヘ
の
た
だ
の
同
情
心
に
か
こ

ト
リ
ム
君
、
ジ
ョ
ン

そ
い
つ
に
君
の
ケ
ツ
を
通
そ
う
と
す
れ
ば
必
ら
ず
皆
ん
な
バ
ラ
バ
ラ
に
切
っ
て

こ
の
こ
と
は
い
さ
さ
か
の
疑
問
の
余
地
な
く
真
実
で
あ
り
ま
し
た
。
と
い
う
の
も
、
知
っ
て
い
て
貰
い
た
い
の
で
す
が
、
ト
リ
ム
は

そ
の
い
や
し
い
食
い
っ
ぷ
り
と
、
牧
師
館
で
の
優
等
生
ぶ
り
の
お
か
げ
で
、
身
体
の
下
の
方
が
ー
—
上
の
方
で
は
な
い
と
し
て
も
—
|
＇

い
く
ら
か
太
っ
て
き
て
い
た
か
ら
で
す
。
か
く
し
て
ジ
ョ
ン
が
こ
の
場
で
言
っ
た
こ
と
は
す
べ
て
事
実
だ
っ
た
の
で
、
ト
リ
ム
は
さ
ん

ざ
ん
に
騒
ぎ
立
て
、
百
も
の
「
ふ
ー
ん
」
を
連
発
し
て
躊
躇
し
た
あ
げ
く
、

つ
け
て
、
八
件
の
ズ
ボ
ン
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
権
利
、
要
求
権
、
請
求
権
等
の
も
の
は
す
べ
て
引
き
渡
す
こ
と
、
夫
れ
に
よ
っ
て
彼
の

（
こ
の
人
は
そ
の
前
日
ジ
ョ
ン
に
半
ズ
ボ
ン
を
貰
い
た
い
と
申
し
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関
し
て
は
強
い
発
言
権
を
持
っ
て
い
た
の
で
す
。
）

法
定
相
続
人
、
指
定
遺
言
執
行
人
、
管
財
人
及
び
譲
受
人
に
当
該
の
物
を
要
求
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
義
務
づ
け
る
こ
と
＞
を
約
束

し
て
署
名
捺
印
し
た
の
で
す
。

ハ
ダ
カ
同
然
の
マ
ー
ク
に
純
粋
に
同
情
せ
ん
が
た
め
に
大
げ
さ
な
仕
草
で
行
な
わ
れ
た
の
で
す
。

1

し
か
し
ト
リ
ム
が
こ
の
ズ
ボ
ン
を
あ
き
ら
め
た
本
当
の
理
由
と
は
、
じ
つ
は
そ
の
年
に
取
り
外
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
緑
の
説
教

(11) 

壇
用
の
布
と
ビ
ロ
ー
ド
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
に
目
を
付
け
、
内
心
そ
れ
ら
を
手
に
入
れ
よ
う
と
固
く
期
し
て
い
た
か
ら
な
の
で
す
。
ー
っ

い
で
な
が
ら
申
し
ま
す
と
、

ふ
た
た
び
ジ
ョ
ン
を
甘
言
で
欺
い
て
望
み
通
り
に
そ
れ
ら
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
出
来
た
ら
、
彼
は
半
ズ

と
こ
ろ
で
こ
れ
も
御
承
知
願
い
た
い
の
で
す
が
、
こ
の
説
教
壇
の
布
と
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
授
与
権
は
ジ
ョ
ン
に
は
無
く
て
、
教
区
委
員

た
ち
の
方
に
あ
っ
た
の
で
す
。

1

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
が
先
に
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
ジ
ョ
ン
は
こ
の
教
区
の
名
士
で
あ
り
ま
し

た
の
で
、
も
し
そ
の
気
が
あ
れ
ば
自
分
を
援
助
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
ト
リ
ム
は
当
て
に
し
た
の
で
し
た
。

1

し
か
し
ジ
ョ
ン
は
も

う
ト
リ
ム
と
の
つ
き
合
い
に
は
あ
き
あ
き
し
て
い
た
の
で
す
。

1

そ
れ
で
、
説
教
壇
の
布
そ
の
他
が
取
り
外
さ
れ
る
と
、
た
だ
ち

(12) 

に
、
そ
れ
ら
の
使
用
意
図
を
よ
く
承
知
し
て
い
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ド
ウ
に
そ
れ
ら
は
譲
ら
れ
た
の
で
し
た
。
（
ジ
ョ
ン
は
こ
の
取
扱
い
に

古
い
半
ズ
ボ
ン
に
つ
い
て
は
、
あ
わ
れ
な
マ
ー
ク
・
ス
レ
ン
ダ
ー
は
、
結
局
ほ
ん
の
し
ば
ら
く
し
か
そ
れ
を
着
て
は
い
ま
せ
ん
で
、

(13)

ア
ン
ラ
ッ
キ
ー
・
ワ
イ
ト

や
が
て
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
ズ
ボ
ン
は
ロ
リ
ー
・
ス
リ
ム
と
い
う
八
不
運
な
男
＞
の
所
有
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
今

で
も
そ
の
男
が
そ
れ
を
着
用
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
ー
~
と
こ
ろ
で
、
ご
想
像
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

ボ
ン
の
損
失
を
七
倍
に
も
取
り
返
し
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
掬
棄
宣
言
は
す
べ
て
、

そ
の
ズ
ボ
ン
は
こ
ん
な
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さ
え
出
来
や
し
な
い
、

と
付
け
加
え
ま
し
た
°
|
ー

i

か
わ
ら
ず
そ
れ
を
持
っ
て
い
る
や
つ
が
う
ら
や
ま
し
く
て
な
ら
な
い

は
こ
う
い
う
こ
と
で
し
た
。

に
も
時
間
が
経
っ
て
い
る
訳
で
す
か
ら
、
す
り
切
れ
て
う
す
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

1

し
か
し
ロ
リ
ー
と
い
う
人
物
は
陽
気
な
心

の
持
主
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、

か
ら
で
す
。

そ
ん
な
こ
と
は
気
に
し
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
彼
が
そ
の
ズ
ボ
ン
を
譲
り
受
け
よ
う
と
思
っ
た
の

つ
ま
り
、
成
程
ズ
ボ
ン
は
す
り
切
れ
て
う
す
く
な
っ
て
は
い
る
が
、

し
ー
_
他
人
が
使
っ
た
後
で
も
、
そ
れ
を
自
分
が
着
れ
れ
ば
得
意
満
面
大
よ
ろ
こ
び
す
る
よ
う
な
奴
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
た

こ
の
よ
う
な
関
係
の
ま
ま
で
、
こ
れ
ら
の
事
件
は
十
年
近
く
の
間
ね
む
っ
て
い
た
の
で
し
た
。

1

そ
し
て
も
し
、
私
が
申
し
上
げ

ま
し
た
今
回
の
騒
動
を
あ
ら
た
に
ひ
き
起
こ
す
も
と
と
な
っ
た
不
運
な
八
蹴
り
合
い
＞
の
一
勝
負
が
無
か
っ
た
な
ら
、
恐
ら
く
永
久
に

眠
り
つ
づ
け
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
が
つ
い
先
週
の
こ
と
、

人
々
の
面
前
で
ジ
ョ
ン
を
侮
辱
す
る
と
い
う
仕
儀
に
至
っ
た
の
で
す
。
ー
~
ト
リ
ム
は
自
ら
そ
れ
を
厳
粛
に
も
放
棄
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
例
の
古
い
捨
て
ら
れ
た
黒
い
半
ズ
ボ
ン
の
約
束
の
件
に
つ
い
て
ジ
ョ
ン
を
責
め
ま
し
た
。
説
教
壇
の
布
と
ビ
ロ
ー
ド
の
ク
ッ
シ

ョ
ン
の
こ
と
で
も
彼
を
詰
り
ま
し
た
。

1

そ
れ
は
ま
る
で
、
ジ
ョ
ン
が
教
会
庶
務
と
し
て
の
平
生
の
義
務
に
つ
い
て
全
く
無
知
で
あ

る
と
批
難
し
た
も
同
然
の
言
い
方
で
し
た
。
彼
は
さ
ら
に
極
め
て
横
柄
に
、
ジ
ョ
ン
は
普
通
の
賛
美
歌
を
調
子
正
し
く
唱
道
す
る
こ
と

こ
れ
に
対
し
て
ジ
ョ
ン
は
、
余
計
な
こ
と
は
言
わ
ず
、

ト
リ
ム
と
い
う
や
つ
は
そ
れ
に
も
か

（
そ
う
じ
ゃ
な
い
と
言
い
た
け
れ
ば
言
わ
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
）

ト
リ
ム
が
、
町
に
通
じ
る
公
道
で
ジ
ョ
ン
に
会
い
、
百
人
も
の

ト
リ
ム
が
自
分
に
責
任
あ
り
と
し
た
事
柄
の
す
べ
て
に
正
確
な
返
答
を
す
る

こ
と
だ
け
で
自
分
を
満
足
さ
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
事
件
全
般
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
近
隣
の
人
達
に
自
分
へ
の
同
意
を
求
め
た
の
で
す
。
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ー
彼
は
、
煙
突
掃
除
夫
の
よ
う
な
相
手
と
格
闘
し
て
も
ど
ん
な
も
う
け
に
も
な
ら
な
い
こ
と
を
承
知
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
も
う
い

っ
さ
い
ト
リ
ム
の
こ
と
は
こ
ち
ら
か
ら
御
免
こ
う
む
っ
て
こ
の
場
で
別
れ
る
つ
も
り
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
一
寸
お
待
ち
下
さ
い
I.

ハ
イ
・
マ
イ
テ
ィ
ネ
ス

ー
こ
の
時
ま
で
に
は
も
う
や
じ
馬
連
中
が
二
人
の
ま
わ
り
を
取
り
ま
い
て
い
て
、
町
の
偉
い
さ
ん
達
も
ト
リ
ム
を
た
だ
ち
に
審
問
に

か
け
よ
と
主
張
さ
れ
た
の
で
し
た
。
—
ー
＇
こ
う
し
て
ト
リ
ム
は
審
理
に
附
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
充
分
な
審
問
の
後
、

り
と
宣
告
さ
れ
、

お
い
、

ト
リ
ム
、

町
中
に
こ
ん
な
騒
動
と
混
乱
を
ひ
き
起
こ
し
、
隣
り
近
所
の
連
中
を
仲
違
い
さ
せ
て
、

お
前
は
じ
っ
さ
い
飢
え
た
犬
み
た
い
に
い
や
し
く
ひ
っ
た
く
る
よ
う
な
ま
ね
を
し
な
け
れ
ば
、
こ
の
町
中
の
ど
こ
に
も
、

リ
ン
グ
も
か
せ
が
せ
る
よ
う
な
ボ
ロ
の
外
套
と
か
勤
め
口
な
ど
得
ら
れ
や
し
な
い
こ
と
に
な
る
ぞ
。

だ
い
い
ち
、

込
ん
で
、

ふ
た
た
び
罪
あ

そ
こ
に
い
た
人
々
の
一
人
か
そ
れ
以
上
の
者
か
ら
牧
師
館
で
な
さ
れ
た
よ
り
も
っ
と
乱
暴
な
扱
わ
れ
方
を
さ
れ
た
の

と
そ
の
一
人
が
言
い
ま
す
。
半
ク
ラ
ウ
ン
銀
貨
の
値
打
ち
も
な
い
古
い
す
り
切
れ
た
不
用
の
半
ズ
ボ
ン
の
こ
と
で

四
ペ
ン
ス
は
か
せ
げ
る
か
ら
だ
。

1

さ
ら
に
お
前
は
大
時
計
に
油
を
さ
し
、

お
前
は
自
分
が
恥
ず
か
し
く
な
い
の
か
？
ー

お
前
に
一
シ

お
前
は
年
に
三
ポ
ン
ド
も
か
せ
げ
る
寺
男
兼
犬
追
い
役
で
は
な
い
の
か
？
ー
そ
れ
に
お
前
は
教
区
委
員
た
ち
に
拝
み

お
前
の
女
房
に
法
衣
や
教
会
用
の
リ
ン
ネ
ル
類
を
洗
っ
た
り
繕
っ
た
り
さ
せ
る
よ
う
仕
向
け
た
。
そ
れ
で
十
三
シ
リ
ン
グ
と

ね
じ
を
巻
い
て
、
六
シ
リ
ン
グ
と
八
ペ
ン
ス
も
う
け
て

ピ

ン

ダ

ー

(14)

い
る
。
ど
ち
ら
も
復
活
祭
の
時
に
お
前
に
支
払
わ
れ
た
ろ
う
が
。
例
の
動
物
囲
い
込
み
の
役
目
ー
|
ー
年
に
四
十
シ
リ
ン
グ
も
貰
え

る
役
だ
が
ー
お
前
は
あ
れ
も
貰
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
お
前
は
先
の
牧
師
殿
が
呉
れ
た
地
主
代
理
の
地
位
に
も
つ
い
て
い
る
し
、
そ
れ

で
も
っ
て
さ
ら
に
四
十
シ
リ
ン
グ
も
貰
え
る
じ
ゃ
な
い
か
。
こ
う
し
た
も
う
け
分
の
す
べ
て
に
加
え
て
、

で
し
た
。

お
前
は
牧
師
館
の
モ
グ
ラ
取
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で
は
、
こ
れ
に
て
。

り
の
役
で
、
年
季
払
い
の
年
六
ポ
ン
ド
も
か
せ
い
で
い
る
で
は
な
い
か
。
1

そ
の
と
お
り
な
ん
で
す
よ
、
と
先
ほ
ど
言
っ
た
八
不
運

（
彼
は
件
の
プ
ラ
シ
天
の
半
ズ
ボ
ン
を
は
い
て
、

敬

具

ト
リ
ム
を
難
詰
し
て
い
る
男
の
そ
ば
近
く
に
立
っ
て
い
た
の
で
す
）
こ
こ

で
言
葉
を
入
れ
ま
す
、
「
ト
リ
ム
君
、
君
は
モ
グ
ラ
取
り
だ
け
じ
ゃ
な
い
ね
。
君
は
こ
っ
そ
り
く
ら
が
り
で
八
迷
い
ウ
サ
ギ
＞
も
つ
か
ま

え
て
い
る
だ
ろ
う
が
。
そ
れ
を
君
は
、

そ
の
許
可
は
得
て
い
る
か
ら
と
偽
っ
て
い
る
ね
。
し
か
し
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
次
の
四
季
治

安
裁
判
所
で
詳
し
く
調
べ
ら
れ
る
だ
ろ
う
よ
。
」
あ
っ
し
は
そ
れ
を
得
て
お
り
ま
す
よ
、
あ
っ
し
は
そ
の
許
可
を
得
て
お
り
ま
す
で
す

よ
、
と
ト
リ
ム
が
恥
辱
で
ま
っ
か
に
な
り
な
が
ら
言
い
ま
す
。

1

あ
っ
し
に
は
許
可
証
が
あ
り
ま
す
よ
そ
れ
に
あ
っ
し
は
隣
の

教
区
で
養
兎
場
を
作
る
の
で
、
夜
間
い
つ
で
も
ウ
サ
ギ
を
つ
か
ま
え
よ
う
と
思
っ
て
い
る
ん
で
さ
あ
。
ー
ー
—
す
る
と
、
丁
度
通
り
か
か

(15) 

っ
た
歯
抜
け
の
婆
さ
ん
が
叫
び
ま
し
た
、
八
か
わ
い
い
ウ
サ
ギ
っ
娘
を
だ
ま
し
て
ひ
っ
か
け
る
だ
な
ん
て
、
ま
あ

I
.
>ー

こ
れ
に
は
皆
ん
な
大
笑
い
。
し
た
と
こ
ろ
で
誰
も
彼
も
上
機
嫌
で
家
路
に
つ
い
た
の
で
す
が
、

し
た
。
彼
は
、
こ
れ
ほ
ど
の
よ
た
よ
た
歩
き
を
す
る
も
の
は
地
上
の
被
造
物
の
う
ち
一
種
類
し
か
い
な
い
、
ま
た
そ
れ
以
上
の
こ
と
を

す
る
動
物
は
他
に
は
い
な
い
、

去
っ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

な
男
＞
が
、

た
だ
ト
リ
ム
だ
け
が
取
り
残
さ
れ
ま

と
い
っ
た
歩
き
方
で
、
硬
直
し
た
威
厳
を
せ
い
ぜ
い
保
っ
た
ま
ま
、

ゆ
る
り
ゆ
る
り
よ
た
よ
た
と
歩
き
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(
5
)
 

(
4
)
 

(
3
)
 

(
2
)
 

(
1
)
 

注

「
教
区
委
員
た
ち
」

(
C
h
u
r
c
h
,
W
a
r
d
e
n
s
)
は
ヨ
ー
ク
の
「
主
教
座
聖
堂
名
誉
参
事
会
員
」

(prebendaries)
の
こ
と
。
こ
の
後
に
出
て
く

る
「
教
会
世
話
役
」

(Sides,Men)
は
、
大
主
教
の
周
り
の
幹
事
た
ち
を
指
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
一
人
で
、
主
教
管
区
尚
書
係
(Diocesan

Chancellor) 
の
ヘ
リ
ン
グ
D
r
W
i
l
l
i
a
m
 H
e
r
r
i
n
g
 (
1
6
9
1
|
1
7
9
2
)

は
、
ス
タ
ー
ン
の
十
年
来
の
同
志
で
あ
っ
た
が
、

ク
大
聖
堂
の
参
事
会
員
用
の
公
舎
の
居
住
権
を
自
分
の
息
子
の
た
め
に
確
保
し
よ
う
と
画
策
し
た
こ
と
か
ら
、
立
場
上
自
分
が
貰
え
る
も
の

と
思
っ
て
い
た
ス
タ
ー
ン
と
の
間
に
確
執
が
生
じ
た
。

C
f
.
A
.
H
.
C
a
咎
"
L
aミ、
eミ
ce
Sterne: 
T
h
e
 Later Yea~, 

pp. 7
7
|
8
0
.
 

作
中
、
八
教
区
牧
師
＞
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
新
参
の
ヨ
ー
ク
大
主
教
は
D
r
J
o
h
n
 Gilbert (
1
6
9
3
|
1
7
6
1
)

で、

も
遺
贈
し
た
い
と
図
っ
た
こ
と
が
、
騒
動
の
原
因
と
な
っ
た
。

J
o
h
n
 

ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
『
諷
刺
詩
』

(I.
X
.
1
4
|
1
5
)

か
ら
。

T
o
m
K
e
y
m
e
r
編
の
エ
ヴ
リ
マ
ン
版
『
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
・
ジ
ャ
ー
ニ
ィ
、
そ
の
他
』

（
一
九
九
四
年
）

の
注
釈
に
は
、
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ス
マ
ー
ト
に
よ
る
次
の
訳
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

'
B
y
satire in a
 pleasant vein, /
 

A
 w
e
i
g
h
t
y
 point w
e
 oft'ner 
gain, 
/
 T
h
a
n
 talking 
in 
severer strain'(Christopher S
m
a
r
t
,
 
T
h
e
 
W
o
r
k
s
 
of 
Horace, 

T
r
a苔
lated
into 
Verse (1
7
6
7
)
,
 

III, 1
2
7
)
.
 

ペ

キ

ュ

リ

ア

ー

・

コ

ー

ト

デ

ィ

ー

ン

「
ピ
カ
リ
ン
グ
・
ポ
ク
リ
ン
ト
ン
特
別
教
区
法
廷
主
教
代
理
職
」
の
パ
テ
ン
ト
の
ア
レ
ゴ
リ
ー
。
ヨ
ー
ク
の
首
席
司
祭
の

D・

F
o
u
n
t
a
y
n
e
 (
1
7
1
4

ー

1
8
0
2
)
に
翫
土
有
細gが
本
｝
っ
た
。
「
紬
公
云
宙

a
蕊
役
昌
〖
の
ジ
ョ
ン
」
の
モ
デ
ル
が
、
こ
の
ジ
ョ
ン
・
フ
ァ
ウ
ン
テ
ン
で
あ
る
。

右
の
パ
テ
ン
ト
を
狙
っ
た
人
物
が
、
教
会
弁
護
士
の
D
r
Francis T
o
p
h
a
m
 (
1
7
1
3
|
7
0
)

と
い
う
人
物
で
、
主
人
公
「
ト
リ
ム
」
の
モ
デ

ル
で
あ
る
。
彼
は
ま
た
、
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
シ
ャ
ン
デ
ィ
』
の
「
デ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
」
の
モ
デ
ル
で
も
あ
る
。

ェ

ク

ス

チ

ェ

ッ

カ

ー

ブ

レ

ロ

ガ

テ

イ

ヴ

・

n

1
ト

「
財
務
裁
判
所
及
び
遺
言
事
件
裁
判
所
代
理
職
」
の
パ
テ
ン
ト
の
ア
レ
ゴ
リ
ー
。
ヨ
ー
ク
大
主
教
（
作
中
八
教
区
牧
師
＞
と
し
て
登
場
す
る

人
物
が
そ
の
モ
デ
ル
）
に
授
与
権
が
あ
っ
た
。
先
の
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ト
パ
ム
は
一
七
五
一
年
に
こ
の
役
職
を
得
た
が
、
こ
れ
を
自
分
の
息
子
に

ヘ
リ
ン
グ
が
ヨ
ー

一
七
五
七
年
に
ヨ
ー
ク
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15 
ヽ

(14) 
13 12 11) 

(10) 

(
9
 

(
8
 

7
)
 

(
6
)
 

一
七
五
一
年
に
ト
パ
ム
が
得
た
「
財
務
裁
判
所
及
び
遺
言
事
件
裁
判
所
代
理
職
」
の
こ
と
。

チ
ャ
プ
タ
ー

「
ピ
カ
リ
ン
グ
・
ポ
ク
リ
ン
ト
ン
特
別
教
区
法
廷
主
教
代
理
職
」
及
び
「
ヨ
ー
ク
大
聖
堂
首
席
司
祭
お
よ
び
参
事
会
会
員
代
理
」
の
パ
テ
ン

ト
を
得
て
い
た
弁
護
士
D
r
M
a
r
k
 B
r
a
i
t
h
w
a
i
t
e
 
(
d
.
1
7
5
0
)
 

右
の
注
に
い
う
、
「
ヨ
ー
ク
大
聖
堂
首
席
司
祭
お
よ
び
参
事
会
会
員
代
理
」
の
パ
テ
ン
ト
の
ア
レ
ゴ
リ
ー
。

一
七
五
一
年
に
「
ヨ
ー
ク
大
聖
堂
首
席
司
祭
お
よ
び
参
事
会
会
員
代
理
」
に
選
ば
れ
た

illiam
Stables
と
い
う
人
物
の
こ
と
。

ス
タ
ー
ン
自
身
を
指
す
。
彼
は
右
と
同
じ
一
七
五
一
年
に
「
ピ
カ
リ
ン
グ
・
ポ
ク
リ
ン
ト
ン
特
別
教
区
法
廷
主
教
代
理
職
」
を
得
て
い
た
。

原
文
で
は

'
T
h
e
Pinder's Place.'Cf.'pinder'11an officer o
f
 a
 ma
n
o
r
,
 h
a
v
i
n
g
 t
h
e
 d
u
t
y
 of i
m
p
o
u
n
d
i
n
g
 stray beasts. (0. 

原
文
で
は

'
C
O
N
I
E
S
'
1
1
r
a
b
b
i
t
s
.
「
ウ
サ
ギ
」
は
俗
語
で
、
「
だ
ま
さ
れ
や
す
い
人
、

特
に
、
女
性
」
を
意
味
す
る
。

E•D. 

注
(
3
)
に
同
じ
く
、

の
こ
と
。

の
場
面
を
ボ
ワ
ロ
ー
の
『
見
台
物
語
』
か
ら
得
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

「
ク
モ
の
巣
」
は
血
止
め
の
た
め
の
原
始
的
方
法
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
『
真
夏
の
夜
の
夢
』
三
幕
一
場
一
八
三
ー
四
行
参
照
。

「
ト
リ
ム
」
こ
と
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ト
パ
ム
が
書
い
た
、
ジ
ョ
ン
・
フ
ァ
ウ
ン
テ
ン
攻
撃
の
た
め
の
小
冊
子
ー
A

Letter 
A
d
d
r
e
s
s
'
d
 
to 

t
h
e
R
e
0
e
r
eミ
d
the D
e
a
n
 o
f
 
York, 
in 
w
h
i
c
h
笞

g
i
v
e
n
a
 full 
Detail 
o
f
 s
o
m
e
 very 
extraordinary 
B
e
君
viour
o
f
 h
i
s
,
3
2
 

re[ation 
to 
his 
D
e
n
i
a
l
 o
f
 a
 P
r
o
m
蒋

m
a
d
e
b
y
h
b
m
t
o
D
r
T
o
p
h
d
m
(
Y
o
r
k
,
1758)

の
こ
と
を
暗
示
。

一
七
五
七
年
ま
で
ヨ
ー
ク
大
主
教
を
務
め
た
D
r
M
a
t
t
h
e
w
 H
u
t
t
o
n
の
こ
と
。
彼
は
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ト
パ
ム
に
そ
そ
の
か
さ
れ
て
ジ
ョ
ン
・

フ
ァ
ウ
ン
テ
ン
と
の
喧
嘩
に
ま
き
こ
ま
れ
た
。
「
ジ
ョ
ン
の
八
机
＞
」
は
そ
の
ト
パ
ム
の
権
限
に
か
か
る
も
の
を
暗
示
す
る
。
ス
タ
ー
ン
は
こ

に
来
た
。

の
ろ
ま
。
（
卑
猥
な
意
味
を
込
め
て
言
う
さ
い
の
）
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な
っ
た
。

員
に
よ
っ
て
拾
わ
れ
、

(
1
)
 

ヨ
ー
ク
大
聖
堂
の
境
内
に
落
ち
て
い
た
の
を
、
こ
の
町
の
或
る
小
さ
な
政
治
ク
ラ
ブ
の
一

ク
ラ
ブ
の
会
合
の
最
後
の
晩
、
皆
ん
な
の
前
で
公
然
と
読
ま
れ
る
次
第
と
な
っ
た
。

大
多
数
の
者
が
た
だ
ち
に
一
致
し
た
の
は
、
こ
れ
は
「

A
権
争
＞
の
物
語
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ

れ
が
一
体
い
か
な
る
国
家
な
り
権
力
者
に
関
し
た
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
そ
う
他
易
く
彼
ら
の
間
で
も
決
着
の
つ
か
ぬ
問
題
と

そ
こ
で
ま
ず
、
政
治
的
な
事
情
に
関
し
て
は
ク
ラ
プ
全
体
の
中
の
誰
に
も
劣
ら
ず
、
明
晰
か
つ
慧
眼
と
い
わ
れ
る
当
夜
の
議
長
が
、

こ
の
「
物
語
」
の
中
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
騒
動
は
、
大
陸
の
方
の
事
件
と
関
係
が
あ
る
と
判
断
を
下
し
た
。

1

即
ち
、
ま
ず
「
ト
リ

(2) 

ム
」
は
、
そ
の
目
ま
ぐ
る
し
い
、
索
略
に
と
ん
だ
行
動
で
も
っ
て
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
騒
動
に
ま
き
込
ん
だ
「
フ
ラ
ン
ス
」
の
王
で
こ
そ

あ
り
ま
す
。
1

ト
リ
ム
の
細
君
は
従
っ
て
、
「
王
妃
」
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
王
と
王
妃
は
ど
ん
な
夫
婦
に
劣
ら
ず
お

互
い
に
、

と
議
長
は
続
け
て
、
愛
情
あ
ふ
れ
る
方
だ
か
ら
し
て
、
ー
ー
＇
だ
っ
た
ら
い
っ
そ
う
恥
の
上
塗
り
で
は
な
い
か
、
と
市
参
事
会

員
が
こ
の
時
ひ
と
り
言
を
い
っ
た
。

1

こ
の
「
鍵
」
に
合
う
と
言
い
ま
す
の
は
で
す
な
、
次
の
よ
う
な
こ
と
で
す
、
と
議
長
は
続
け

こ
の
物
語
は
、
ど
う
い
う
不
運
か
ら
か
、

「鍵」

の
章
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る
I
こ
の
「
物
語
」
の
中
で
も
っ
と
も
素
晴
ら
し
い
人
格
者
と
見
て
お
り
ま
す
「
教
区
牧
師
」
の
方
は
、
か
の
畏
れ
多
き
ジ
ョ
ー
ジ

(
3
)
 

国
王
陛
下
で
あ
り
ま
す
ぞ
1

そ
れ
に
対
し
て
教
会
の
庶
務
の
「
ジ
ョ
ン
」
は
プ
ロ
シ
ア
の
王
様
に
当
た
る
ん
で
す
な
。
彼
の
王
は
初

(
4
)
 

め
て
サ
ク
ソ
ニ
イ
の
地
へ
侵
攻
し
た
そ
の
や
り
口
に
よ
っ
て
、
世
界
に
対
し
て
明
々
白
々
に
、
次
の
こ
と
を
示
し
た
の
で
す
。
即
ち
、

ト
リ
ム
奴
の
あ
れ
ほ
ど
し
つ
こ
い
、
汚
な
い
侮
辱
的
な
ふ
る
ま
い
に
も
拘
ら
ず
、
彼
は
讃
美
歌
を
、
そ
の
調
子
と
拍
子
も
見
事
に
、
先

導
す
る
術
を
知
っ
て
お
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
ー
—
'
で
は
そ
れ
な
ら
ば
で
す
ね
、
と
隣
に
坐
っ
て
い
た
外
科
医
に
し
て
男
産
婆
が
言

っ
た
（
彼
の
コ
ー
ト
の
ボ
タ
ン
を
、
議
長
は
説
明
に
夢
中
に
な
っ
て
、
ぎ
ゅ
う
っ
と
固
く
握
り
し
め
て
い
た
の
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
こ

の
男
を
自
分
の
意
見
の
方
に
幾
分
引
張
っ
て
来
て
い
た
の
だ
っ
た
）
、
そ
れ
な
ら
ば
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
議
長
殿
、
と
外
科
医
兼
男
産
婆

は
か
さ
ね
て
言
う
、
「
教
区
委
員
た
ち
」
、
「
教
会
世
話
役
」
、
「
マ
ー
ク
・
ス
レ
ン
ダ
ー
」
、
「
ロ
リ
ー
・
ス
リ
ム
」
な
ど
は
ど
う
な
る
ん
で

す
か
？
・
1

私
の
考
え
か
ね
？

と
議
長
は
さ
ら
に
彼
の
意
見
の
ご
披
露
に
及
ぶ
1

そ
う
さ
な
、
う
ん
、

え
に
よ
り
ま
す
と
ー
「
教
区
委
員
た
ち
」
と
「
教
会
世
話
役
」
は
、
選
挙
候
達
及
び
ド
イ
ツ
国
を
形
成
す
る
他
の
諸
候
で
あ
り
ま
す

(
5
)
 

ぞ
ー
ー
l

そ
れ
か
ら
、
他
の
、
「
マ
ー
ク
・
ス
リ
ム
」
|
|
＇
例
の
プ
ラ
シ
天
の
半
ズ
ボ
ン
を
は
い
た
「
不
運
な
男
」
で
す
が

1

と
か
、
し

ば
し
ば
ど
こ
か
へ
行
っ
て
し
ま
う
「
牧
師
の
側
人
」
の
よ
う
な
、
重
要
で
な
い
人
物
た
ち
I
こ
れ
ら
は
恐
ら
く
、
そ
の
お
偉
方
の
も

マ

ー

シ

ャ

ル

ジ

ェ

ネ

ラ

ル

と
で
最
後
の
戦
を
戦
っ
た
か
、
あ
る
い
は
戦
う
べ
き
で
あ
っ
た
筈
の
幾
人
か
の
「
元
師
」
や
「
将
軍
」
達
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
ぞ
。
ー
・

バ
ッ
ク
ラ
ラ
ム

(
6
)

ー
こ
わ
ば
っ
た
ワ
ラ
人
形
み
た
い
な
男
た
ち
は
で
す
な
、
と
議
長
は
続
け
て
、
プ
ロ
シ
ア
陸
軍
の
親
衛
隊
で
あ
っ
て
、
彼
ら
は
世
界
の

軍
人
に
劣
ら
ず
強
壮
な
男
た
ち
の
一
団
な
ん
で
す
な
。

そ
し
て
、
ト
リ
ム
が
、
そ
の
数
十
二
は
た
ま
た
十
九
、

つ
ま
り
で
す
な
、
私
の
考

と
言
っ
て
い
る
の
は
、
思
う
に
、
軍
隊
そ
の
他
の
ど
ん
な
事
に
つ
い
て
も
二

362 



『権争物語、あるいは夜番外套物語』—抄訳及び書誌的解題

番
外
套
」
を
ず
た
ず
た
に
引
き
裂
い
て
、

(
7
)
 

週
間
と
話
の
つ
じ
つ
ま
の
合
っ
た
た
め
し
の
な
い
「
ブ
ラ
ッ
セ
ル
・
ガ
ゼ
テ
ィ
ア
」
誌
に
対
し
て
一
発
平
手
打
を
喰
ら
わ
せ
た
訳
で
す

「
物
語
」
の
残
り
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
と
議
長
は
続
け
る
。
事
自
ら
明
ら
か
に
な
る
と
い
う
次
第
で
ー
「
打
ち
捨
て
ら
れ
た
る
黒

い
プ
ラ
シ
天
の
古
ズ
ボ
ン
」
は
「
サ
ク
ソ
ニ
イ
」
で
す
よ
、
そ
れ
を
、
よ
ろ
し
い
か
、
選
挙
候
が
「
抜
ぎ
捨
て
て
」
お
っ
た
ん
で
す
な
。

ー
そ
れ
か
ら
例
の
「
大
き
な
夜
番
外
套
」
の
方
は
、
御
存
知
の
よ
う
に
何
で
も
か
で
も
包
ん
で
し
ま
う
と
い
う
や
つ
だ
が
、
そ
れ
が

全
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
で
す
わ
い
。
そ
こ
に
は
、
少
く
と
も
、
我
々
が
現
在
の
戦
争
に
お
い
て
幾
ら
か
関
心
を
払
っ
て
い
る
多
種
多
様
な

な
あ
る
ほ
ど
た
し
か
に
、
と
議
長
の
一
人
お
い
て
隣
り
に
座
っ
て
い
た
、
多
分
、
教
区
の
牧
師
で
、
政
治
ク
ラ
ブ
だ
け
で
な
く
、
隣

の
通
り
の
音
楽
ク
ラ
プ
の
会
員
で
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
一
人
の
紳
士
が
言
っ
た
°
|
|
＇
な
あ
る
ほ
ど
た
し
か
に
、

と
彼
は
く
り
返
し

て
、
も
し
今
の
説
明
が
正
し
け
り
ゃ
ー
私
は
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
が
ね
ー
全
部
見
事
な
象
徴
に
な
っ
て
ま
す
ね
ぇ
。
1

あ
ん
た

は
し
よ
っ
中
、
頭
ン
中
に
音
楽
の
楽
器
か
何
か
を
考
え
と
る
ん
で
し
ょ
う
な
、
と
市
参
事
会
員
が
口
を
挟
む
。
ー
_
—
楽
器
で
す
っ
て
I
.

と
牧
師
は
び
っ
く
り
し
て
叫
ぶ
。
1

市
参
事
会
員
殿
I.

な。

私
は
寓
意
物
語
だ
と
言
っ
て
る
ん
で
す
よ
。
思
う
に
で
す
ね
、
「
大
き
な
夜

一
方
に
は
ペ
チ
コ
ー
ト
を
、
他
方
に
は
も
み
革
製
胴
衣
を
そ
れ
で
も
っ
て
作
ろ
う
と
し
て
い

る
ト
リ
ム
と
、
彼
の
細
君
の
い
や
し
い
性
癖
は
、
か
つ
て
な
く
お
見
事
な
寓
意
で
す
。
世
間
に
は
こ
れ
で
、
プ
ゥ
ル
ボ
ン
と
オ
ー
ス
ト

(
8
)
 

リ
ア
両
家
の
忌
ま
わ
し
い
連
合
の
、
真
の
意
図
が
何
で
あ
っ
た
か
を
教
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
、

1

こ
の
組
合
わ
せ
は
醜
業
と

で
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
す
よ
。
ー
ぃ
い
や
、
そ
れ
を
言
う
な
ら
、
と
市
参
事
会
員
は
口
を
出
し
て
、
全
く
の
姦
通
事
件
だ
よ
、
さ
も

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
国
、
諸
領
土
が
含
ま
れ
て
お
る
ん
で
す
。
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議
長
の
こ
の
仮
説
は
、
こ
の
「
物
語
」

の
中
の
あ
ら
ゆ
る
事
柄
を
極
め
て
上
手
く
説
明
し
て
い
た
。
か
つ
ま
た
、
こ
れ
が
、

ク
ラ
ブ

の
三
分
の
二
の
意
見
を
―
つ
に
ま
と
め
た
か
の
よ
う
に
、
非
常
な
迅
速
さ
と
確
信
の
様
子
で
も
っ
て
伝
わ
っ
た
の
で
、
実
は
議
長
殿
ご

自
身
が
こ
の
「
物
語
」

の
作
者
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
テ
ー
ブ
ル
の
向
か
い
側
に
坐
っ
て
い
た
一
人
の

(
9
)
 

紳
士
が
I

こ
の
御
仁
は
、
丁
度
ウ
イ
リ
ア
ム
王
及
び
ア
ン
女
王
戦
争
の
歴
史
を
読
ん
で
き
た
ば
か
り
で
、
そ
の
知
識
が
頭
に
詰
っ
て

湯
気
で
も
出
そ
う
な
様
子
、

そ
れ
に
こ
の
御
仁
、
心
底
は
議
長
に
対
し
て
、
こ
の
「
物
語
」
の
作
者
に
も
さ
れ
、

ま
た
そ
の
解
説
の
巧

さ
を
誉
め
ら
れ
も
し
た
そ
の
栄
誉
を
羨
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
た
ー
'
|
こ
の
紳
士
が
、
議
長
の
解
釈
に
対
し
て
全
く
新
し
い
別
の
解
釈
を

与
え
た
の
だ
っ
た
。
彼
が
ク
ラ
ブ
員
に
知
ら
し
め
た
の
は
こ
う
い
う
こ
と
、
即
ち
、
議
長
殿
は
、
彼
が
示
し
た
あ
ら
ゆ
る
想
像
に
お
い

て
全
面
的
に
間
違
っ
て
い
る
。
但
し
「
大
き
な
夜
番
外
套
」
が
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
を
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
そ
の
大
部
分
を
表
わ
し

て
い
る
、
と
言
っ
た
あ
の
箇
処
だ
け
は
間
違
っ
て
は
い
な
い
。

1

そ
の
点
ま
で
は
議
長
は
わ
り
あ
い
正
鵠
を
得
て
い
る
こ
と
を
紳
士

は
認
め
た
。
が
、

な
か
っ
た
、

と
言
う
の
で
あ
る
。
紳
士
は
、

し
か
し
議
長
殿
は
、
わ
が
国
の
過
去
の
歴
史
を
ふ
り
返
っ
て
、
真
実
の
解
釈
を
そ
の
中
に
見
つ
け
よ
う
と
は
な
さ
ら

(10) 

そ
こ
で
次
の
よ
う
に
人
々
に
説
い
た
。
即
ち
、
「
大
き
な
夜
番
外
套
」
は
あ
の
「
分
割
条
約
」

以
外
の
何
者
を
も
意
味
せ
ず
、

な
き
ゃ
、
何
で
も
な
い
よ
。

ま
た
意
味
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
そ
れ
は
、

王
の
全
生
涯
の
中
で
も
っ
と
も
不
幸
か
つ
恥
ず
べ
き
処
置
で
あ
っ
た
。
あ
の
誤
っ
た
一
歩
が
、

と
彼
が
言
う
に
は
、

ウ
イ
リ
ア
ム

そ
し
て
あ
の
一
歩
こ
そ
が
で
す
、
と
彼

は
自
分
の
椅
子
か
ら
起
ち
上
り
、
手
で
テ
ー
ブ
ル
を
ど
し
ん
と
叩
い
て
、
あ
の
誤
っ
た
一
歩
こ
そ
が
、
彼
は
ま
た
額
に
八
の
字
を
寄
せ
、

パ
イ
プ
を
下
に
ぱ
っ
と
投
げ
捨
て
な
が
ら
言
う
、
あ
れ
こ
そ
が
、
我
々
が
ま
さ
に
こ
の
瞬
間
に
も
感
じ
、
ま
た
嘆
く
と
こ
ろ
の
、
す
べ
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ど
逐
語
的
に
、

て
の
混
乱
と
悲
し
み
の
原
因
を
な
し
た
の
で
す
I.

ド
ー
フ
ィ
ン

フ
ラ
ン
ス
王
と
皇
太
子
の
、
ス
ペ
イ
ン
と
西
イ
ン
ド
諸
島
の
放
棄
を
模
倣
し
た
も
の
で
す
。
そ
れ
ら
は
全
世
界
に
よ
く

棄
し
た
の
で
す
I.

こ
の
解
釈
は
、
全
く
無
視
さ
れ
る
に
は
あ
ま
り
に
巧
妙
な
出
来
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
実
際
の
と
こ
ろ
、
そ
の
最
大
の
欠
点
に
し
て
も
、

そ
れ
が
少
々
度
を
こ
し
て
熱
烈
で
あ
る
と
い
う
く
ら
い
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
熱
が
（
暖
炉
の
側
に
坐
っ
て
い
た
一
人
の
薬

剤
師
が
、
低
い
さ
さ
や
き
声
で
隣
り
に
坐
っ
て
い
た
近
辺
の
人
物
に
意
見
を
述
べ
た
よ
う
に
）
こ
の
説
明
の
あ
ら
ゆ
る
条
に
、
あ
ん
ま

り
ど
っ
さ
り
注
ぎ
込
ま
れ
た
の
で
、

か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
「
半
ズ
ボ
ン
」
の
場
合
も
ま
さ
に
そ
う
で
す
が
）
、
時
至
れ
ば
返
還
し
て
も
ら
う
目
的
で
、
彼
ら
は
そ
れ
を
放

し
か
し
な
が
ら
こ
の
強
力
な
説
明
に
し
て
も
、
あ
る
小
さ
い
勇
敢
な
紳
士
を
圧
倒
し
て
、
—
|
'
彼
は
先
の
紳
士
の
ま
さ
に
そ
の
横
に

坐
っ
て
い
た
の
だ
が
ー
ー
‘
東
と
西
ほ
ど
に
も
真
向
う
か
ら
直
接
的
に
対
立
し
て
い
る
自
分
の
意
見
を
、
引
っ
込
め
さ
せ
る
と
い
う
と
こ

ろ
迄
は
ゆ
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
紳
士
は
、
ク
ラ
プ
全
体
の
中
で
、
大
い
に
す
ぐ
れ
て
地
理
学
者
で
あ
り
、
さ
ら
に
或
る
機
械
技
師
の
ま
た
い
と
こ
で
あ
っ
た
が
、

(11) 

「
半
ズ
ボ
ン
」
こ
そ
は
「
ジ
プ
ラ
ル
タ
ル
」
で
あ
る
と
確
言
し
た
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
で
す
ね
、
紳
士
諸
君
、
思
い
出
し
て
頂
き

た
い
の
で
す
が
、

と
彼
は
言
っ
た
、

知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に

ト
リ
ム
が
「
半
ズ
ボ
ン
」
を
放
棄
し
た
の
は
、

い
い
で
す
か
皆
さ
ん
、

そ
れ
は
殆

そ
ん
な
熱
を
加
え
す
ぎ
た
「
発
酵
作
用
」
の
も
と
で
は
、
所
期
の
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
も
出
来
な

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
思
い
出
し
に
な
ら
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
ね
、
あ
の
町
と
そ
の
要
塞
の
平
面

(12) 

図
と
輪
郭
図
を
見
る
と
、
ま
さ
に
「
中
ズ
ボ
ン
」
に
1

そ
の
二
つ
の
突
起
の
部
分
が
二
本
の
脚
や
な
ん
か
に
当
た
る
訳
で
す
が
1
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似
て
い
る
で
し
ょ
う
が
。
1

と
こ
ろ
で
我
々
皆
ん
な
知
っ
て
い
る
よ
う
に
、
と
彼
は
続
け
る
、
ジ
ョ
ー
ジ
一
世
王
は
ス
ペ
イ
ン
王
に

対
し
て
大
事
な
通
交
の
約
束
を
し
た
の
で
す
。
ー
ー
＇
そ
れ
故
こ
の
『
物
語
』

世
間
を
大
き
く
騒
が
せ
た
そ
の
取
引
を
行
な
っ
た
国
王
と
議
会
権
力
を
強
く
指
示
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
ね
。

こ
こ
で
、

一
人
の
卸
し
の
仕
立
屋
が
、

1

議
論
の
場
で
は
一
言
も
し
ゃ
べ
ら
ぬ
と
、
初
め
か
ら
決
心
し
て
い
た
の
だ
が
ー
最
後

に
言
っ
た
紳
士
の
言
葉
の
中
の
、
何
か
思
い
も
か
け
な
か
っ
た
こ
と
に
触
発
さ
れ
て
、

こ
の
仕
立
屋
が
、
卒
直
に
皆
ん
な
に
言
っ
た
こ
と
に
は
、
「
平
面
図
」
な
ん
て
の
は
何
の
こ
と
か
分
か
り
ま
せ
ん
の
じ
ゃ
が
、

1

し

か
し
「
半
ズ
ボ
ン
」
の
形
に
関
し
て
は
、
何
し
ろ
し
よ
っ
中
、
何
百
と
い
う
ズ
ボ
ン
を
裁
断
し
て
い
る
と
い
う
、
こ
の
さ
い
有
益
な
経

験
が
あ
る
の
で
、
自
分
も
他
人
の
よ
う
に
、
問
題
の
事
柄
に
つ
い
て
判
定
さ
せ
て
貰
え
る
ん
じ
ゃ
な
か
ろ
う
か
、
と
い
う
次
第
゜

そ
こ
で
思
い
ま
す
の
は
じ
ゃ
、
と
仕
立
屋
、
水
と
陸
か
ら
成
る
こ
の
球
体
の
ど
こ
に
も
で
す
な
、
（
地
球
の
地
圏
が
彼
の
仕
事
場
に
懸

っ
て
い
る
と
い
っ
た
ふ
う
）

や
シ
シ
リ
ー
が
、
こ
の
こ
と
と
、

て
、
気
を
も
み
は
じ
め
て
い
た
議
長
が
叫
ん
だ
ー
ぃ
っ
た
い
ど
ん
な
関
係
が
あ
る
ん
じ
ゃ
？
ー
そ
ら
ま
あ
、

条
約
」
説
の
紳
士
が
、
活
気
と
う
れ
し
さ
を
そ
の
眼
に
み
な
ぎ
ら
せ
て
答
え
た
‘
|
|
＇
そ
れ
は
で
す
ね
議
長
殿
、
こ
の
論
争
で
あ
な
た

で
あ
る
。

一
体
全
体
、
ど
ん
な
関
係
が
あ
る
の
か
ね
？

い
。
ー
ぃ
や
お
ま
え
さ
ん
、
そ
こ
ま
で
言
い
な
さ
る
な
ら
ば
じ
ゃ
ね
、

と
、
こ
の
時
ま
で
に
は
自
分
の
仮
説
が
ゆ
ら
い
で
き

の
全
体
的
主
意
は
、
私
の
も
の
の
感
じ
方
か
ら
す
れ
ば
、

と
う
と
う
論
戦
の
渦
中
に
引
張
り
込
ま
れ
た
の

シ
シ
リ
ー
島
ほ
ど
、
未
だ
仕
上
っ
て
い
な
い
前
の
「
半
ズ
ボ
ン
」
に
似
て
い
る
所
は
あ
り
ま
せ
ん
で
す
わ

と
晴
れ
て
こ
の
ク
ラ
ブ
の
会
員
と
な
っ
た
正
直
な
靴
屋
が
口

を
入
れ
た
、
わ
っ
し
に
言
わ
せ
て
も
ら
え
ば
、
イ
タ
リ
ア
の
王
国
ほ
ど
、
長
靴
に
似
と
る
も
ん
は
あ
り
ま
せ
ん
や
ね
。

1

イ
タ
リ
ア

と
さ
っ
き
の
「
分
割
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の
仮
説
を
く
つ
が
え
し
て
、
疑
問
の
余
地
な
く
、
私
の
解
釈
の
正
し
さ
を
確
か
な
も
の
に
す
る
程
度
に
は
、
大
い
に
関
係
が
あ
り
ま
す

よ
。
と
い
う
の
も
、

て
で
す
ね
え
、
議
長
よ
、

で
あ
り
ま
す
か
ら
な
。

1

そ
う
し
て
ト
リ
ム
が
牧
師
の
長
靴
に
グ
リ
ス
を
塗
っ
て
や
っ
た
話
は
、
こ
れ
は
恐
ろ
し
く
諷
刺
の
利
い
た

一
撃
な
の
で
あ
り
ま
す
ぞ
。
そ
れ
と
い
い
ま
す
の
も
、
こ
れ
が
、

え
さ
せ
な
い
で
、
独
占
し
よ
う
と
し
て
、
イ
タ
リ
ア
の
諸
州
及
び
諸
侯
の
考
え
を
変
え
さ
せ
、
彼
ら
の
利
益
を
ロ
ー
マ
で
使
わ
せ
よ
う

と
す
る
、

そ
の
大
事
な
時
に
当
た
っ
て
利
用
さ
れ
た
汚
職
・
贈
賄
を
す
っ
ぱ
抜
い
て
い
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

1

法
皇
は
シ
シ
リ
ー

島
の
譲
渡
資
格
な
ど
持
っ
て
お
ら
ん
わ
い
、

殆
ど
誰
も
が
、
こ
れ
で
つ
い
に
論
争
は
終
わ
っ
た
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
こ
ん
な
多
く
の
、
明
白
か
つ
決
定
的
な
解
釈
が

出
さ
れ
た
あ
と
で
は
、
こ
の
「
物
語
」
に
つ
い
て
さ
ら
に
何
か
新
し
い
臆
説
を
試
み
よ
う
と
は
誰
も
思
わ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
と
こ

ろ
が
こ
の
時
、

は
な
い
で
す
な
。

と
紳
士
は
続
け
る
、
（
ま
る
で
議
長
の
政
治
論
を
王
者
の
ご
と
く
打
ち
破
っ
た
風
に
）
ー
「
分
割
条
約
」
に
よ
っ

ナ
ポ
リ
も
シ
シ
リ
ー
も
ま
さ
に
、

フ
ラ
ン
ス
皇
太
子
に
譲
渡
さ
れ
る
べ
く
定
め
ら
れ
た
王
国
に
変
わ
っ
た
の

ロ
ー
マ
法
皇
に
さ
っ
き
の
王
国
の
譲
渡
資
格
を
他
の
誰
に
も
与

と
別
の
紳
士
が
叫
ん
だ
。
1

そ
ん
な
こ
と
は
、

と
先
の
紳
士
が
答
え
た
、

か
ま
う
こ
と

一
寸
待
っ
て
頂
き
た
い
と
声
が
入
っ
た
。

1

暖
炉
の
近
く
、
薬
剤
師
の
向
か
い
側
に
、
も
う
一
人
の
紳
士
即
ち
弁
護

士
が
坐
っ
て
お
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
御
仁
、
こ
の
異
議
申
し
立
て
騒
ぎ
の
初
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
、
そ
こ
で
進
行
す
る
ど
の
意
見

に
も
心
か
ら
満
足
し
て
は
い
な
い
様
子
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
紳
士
は
未
だ
口
を
開
い
て
い
な
か
っ
た
。
皆
ん
な
が
向
こ
う
の
方
で

色
々
論
証
を
出
し
て
し
ま
う
ま
で
辛
抱
強
く
待
っ
て
お
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

1

専
門
の
弁
護
士
よ
ろ
し
く
、
論
争
に
お
け
る
最
後
の

言
葉
を
言
う
た
め
に
自
分
を
保
っ
て
お
い
た
と
い
う
わ
け
。
そ
こ
で
「
分
割
条
約
」
の
紳
士
が
自
分
の
言
い
分
を
い
い
終
え
る
と
1
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私
に
は
極
め
て
明
々
白
々
の
事
に
思
え
る
の
で
あ
り
ま
す
が
ね
、

彼
の
紳
士
は
立
ち
上
が
っ
た
I

そ
し
て
テ
ー
ブ
ル
の
方
へ
近
づ
い
て
人
々
に
言
っ
た
こ
と
に
は
、
こ
の
「
物
語
」
の
中
の
色
ん
な
事

実
を
さ
ぐ
り
当
て
る
た
め
こ
れ
ま
で
皆
さ
ん
が
や
っ
て
き
た
間
違
い
は
1

あ
ま
り
に
事
件
を
高
級
に
と
り
す
ぎ
た
こ
と
に
あ
っ
た

の
で
す
。
そ
れ
は
、

と
弁
護
士
は
こ
こ
で
非
常
に
虚
心
坦
懐
な
様
子
を
示
し
て
、
あ
な
た
が
た
の
よ
う
な
こ
ん
な
政
治
ク
ラ
ブ
に
し
て

み
れ
ば
至
極
当
然
な
こ
と
で
あ
り
、

ま
た
同
時
に
極
め
て
無
理
も
な
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
ね
。
例
え
ば
で
す
ね
、
彼
は
続
け
て
、
あ

な
た
が
た
は
「
登
記
簿
」
の
こ
と
を
調
べ
て
、

ー
こ
れ
は
ま
る
で
、

王
や
皇
帝
の
登
記
行
為
を
探
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
ね
、

1

ま
る
で
王
や
皇
帝
と
い
っ

た
お
偉
方
し
か
、
世
間
に
示
す
べ
き
、
あ
る
い
は
こ
の
「
物
語
」

と
弁
護
士
は
さ
ら
に
続
け
て
、
私
が
四
十
シ
リ
ン
グ
以
下
の
債
務
を
出
鱈
目
に
上
院
に
持
っ
て
い
っ
て
、
次
の

州
裁
判
所
で
六
シ
リ
ン
グ
八
ペ
ン
ス
を
決
め
て
貰
う
み
た
い
に
、
弁
護
士
の
通
常
の
道
を
外
れ
て
お
り
ま
す
。
彼
は
そ
れ
か
ら
「
物

語
」
を
左
手
に
取
り
上
げ
た
。
そ
し
て
右
の
人
差
し
指
で
第
ニ
ペ
ー
ジ
目
を
指
し
な
が
ら
、
謙
遜
の
面
持
ち
で
、
次
の
こ
と
を
お
聞
き

願
え
ま
い
か
と
言
っ
た
。
（
公
平
に
評
す
る
と
、
彼
は
そ
の
願
い
を
幾
分
法
廷
弁
論
の
口
調
で
や
っ
た
の
で
あ
る
。
）
即
ち
、
「
牧
師
」
、

「
ジ
ョ
ン
」
そ
れ
に
「
寺
男
」
は
、
三
者
構
成
体
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
に
間
違
い
な
い
、

諸
君
、

も
し
あ
な
た
が
た
が
注
意
さ
れ
る
な
ら
ば
、

構
成
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
法
律
的
に
見
て
も
、

の
た
と
え
と
な
る
べ
き
法
律
行
為
を
し
て
は
い
な
い
か
の
よ
う
に
ね
。

と
彼
は
言
っ
た
。
こ
の
組
織
の
当
事
者
達
で
あ
る
こ
れ
ら
の
連
中
は
で
す
ね
、
た

だ
そ
の
ま
ま
の
聖
職
者
た
ち
な
の
で
あ
り
ま
す
。
「
聖
書
台
」
、
「
牧
師
の
聖
服
」
、

と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
紳
士

そ
れ
に
「
ビ
ロ
ー
ド
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
」
も
ま
た
三
者

そ
れ
ら
は
聖
職
者
た
ち
に
だ
け
、

、、

そ
し
て
つ
ま
り
聖
職
者
た
ち
だ
け
に
、
所
属
し
付

属
す
る
、
聖
職
者
的
な
性
質
を
持
っ
た
家
財
道
具
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

1

そ
う
い
う
訳
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
の
件
は

つ
ま
り
こ
の
「
物
語
」
は
、
直
接
的
に
も
間
接
的
に
も
世
俗
の
事
柄
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を
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
総
じ
て
教
会
に
お
け
る
事
件
を
扱
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
よ
。
そ
こ
で
あ
な
た
、
こ
う
お
思

と
彼
は
少
し
声
を
和
ら
げ
、
苦
笑
い
を
浮
か
べ
て
い
る
牧
師
に
向
か
っ
て
言
う
、

1

こ
う
お
思
い
に
な
り

つ
ま
り
で
す
ね
、
「
物
語
」
の
中
の
「
ジ
ョ
ン
の
机
」
の
高
さ
に
つ
い
て
の
、
教
区
牧
師
と
ジ
ョ
ン
の
論
争
は
、
教
会

ま
せ
ん
か
先
生
、

の
方
々
の
謙
遜
の
美
徳
に
対
す
る
大
変
お
見
事
な
大
讃
辞
と
な
っ
て
は
お
り
ま
せ
ん
か
な
？
ー
ぃ
や
ま
っ
た
く
、
思
う
に
、
と
牧
師

が
答
え
て
、
こ
れ
は
、

お
ま
え
さ
ん
の
職
業
が
お
べ
っ
か
を
使
わ
れ
る
の
と
同
様
、
大
い
に
素
晴
ら
し
い
出
来
上
り
、

ト
リ
ム
の
、
け

ち
で
汚
い
三
百
代
言
的
な
性
格
に
そ
れ
が
よ
く
出
て
お
り
ま
す
わ
い
ー
こ
り
や
あ
、
私
の
意
見
に
よ
る
と
、
ま
さ
に
、
弁
護
士
の
方
々

の
正
直
の
美
徳
に
対
す
る
も
う
―
つ
の
大
讃
辞
で
あ
り
ま
す
な
。

と
こ
ろ
で
世
に
軽
蔑
ほ
ど
人
を
刺
激
す
る
も
の
は
な
い
の
で
あ
る
。
1

そ
れ
故
こ
の
牧
師
は
、
明
ら
か
な
優
越
性
と
異
常
な
激
烈

さ
を
表
わ
し
て
言
葉
を
続
け
た
次
第
で
あ
る
。

1

あ
ん
た
は
何
し
ろ
法
律
の
適
用
が
う
ま
い
の
で
な
あ
、
弁
護
士
殿
、
と
牧
師
は
続

め
く

(13)

け
る
、
1

ど
う
か
「
物
語
」
の
一
、
ニ
ペ
ー
ジ
お
捲
り
に
な
っ
て
、
例
の
黒
い
法
律
文
字
の
と
こ
ろ
を
あ
け
て
下
さ
い
。
—
ー
え
ふ
ツ

箇
処
に
つ
い
て
ど
う
お
考
え
で
す
か
ね
？
＇
~
い
や
ー
~
ど
う
ぞ
「
大
き
な
夜
番
外
套
」
の
許
可
証
の
と
こ
ろ
を
お
読
み
下
さ
い
ー
ー
！

そ
れ
か
ら
ト
リ
ム
の
「
ズ
ボ
ン
」
の
権
利
放
棄
の
と
こ
ろ
そ
ら
、
「
借
地
証
書
」
と
「
放
棄
確
認
証
」
が
そ
こ
に
は
っ
き
り
あ
る
で

し
ょ
う
が
l

そ
れ
が
ま
さ
に
そ
れ
で
す
よ
、
あ
な
た
。
た
だ
ち
ょ
っ
と
ば
か
り
違
い
は
あ
り
ま
す
が
ね
l

そ
し
て
実
は
、
賛

辞
の
全
体
的
な
力
強
さ
っ
て
の
は
、
そ
の
違
い
の
中
に
あ
る
ん
で
す
が
ね
ー
っ
ま
り
で
す
ね
、
「
物
語
」
の
作
者
は
凡
そ
十
行
の
う
ち

に
—
~
あ
な
た
が
、
法
律
の
ご
大
層
な
栄
誉
あ
る
冗
慢
さ
を
も
っ
て
し
て
も
、
羊
皮
紙
の
、
同
じ
行
数
の
中
に
押
し
込
め
る
こ
と
の
か

な
わ
な
か
っ
た
も
の
を
表
現
し
、
よ
く
伝
え
て
お
る
と
い
う
こ
と
で
す
よ
。

い
に
な
り
ま
せ
ん
か
？
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れ
か
ら
「
室
内
便
器
」
の
教
え
る
教
訓
に
つ
い
て
言
え
ば
、
こ
れ
は
も
う
明
々
白
々
、

1

ど
ん
な
行
為
で
も
、
ま
た
お
ま
え
さ
ん
達

、
、
、
、
、

が
そ
の
色
に
に
し
ま
っ
て
お
ら
れ
る
商
売
で
も
、
そ
の
十
分
の
九
が
と
こ
ろ
は
、
皆
ん
な
集
合
し
て
、
あ
の
い
や
な
用
器
の
中
に
納
ま

っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
が
？
ー
そ
こ
で
、
よ
い
か
な
薬
屋
殿
、
と
弁
護
士
、
声
を
高
め
て
、

1

お
ま
え
さ
ん
の
そ
の
間
抜
け
な
笑

い
が
お
ま
え
さ
ん
の
判
断
力
を
失
わ
せ
て
い
な
け
り
ゃ
、

お
ま
え
さ
ん
は
、
ト
リ
ム
が
頭
に
便
器
を
の
っ
け
て
、
町
の
通
り
を
端
か
ら

、
、
、
、

端
ま
で
恥
ず
か
し
気
も
な
く
運
ん
で
行
っ
た
の
は
、
こ
れ
は
痛
烈
な
か
ら
か
い
ー
今
ま
で
お
ま
え
さ
ん
に
向
け
ら
れ
た
う
ち
で
最
も

て、
こ
の
日
の
午
後
、
右
と
よ
く
似
た
用
件
で
、
三
ポ
ン
ド
六
シ
リ
ン
グ
八
ペ
ン
ス
の
お
金
を
こ
の
弁
護
士
に
払
っ
て
お
っ
た
薬
剤
師
が

ー
牧
師
の
、
こ
の
当
意
即
妙
の
答
え
に
大
層
満
足
さ
せ
ら
れ
て
l

そ
れ
で
奴
さ
ん
、
両
の
手
で
ご
し
ご
し
と
も
み
手
を
し
て
得
意

こ
れ
が
弁
護
士
の
注
意
を
逃
れ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
は
、
こ
の
原
因
が
彼
の
洞
察
力
を
逃
れ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
と
同

薬
剤
師
殿
よ
、

と
弁
護
士
（
そ
の
声
を
三
分
の
一
が
と
こ
ろ
低
め
な
が
ら
）
、
貴
殿
及
び
貴
殿
の
御
説
が
こ
こ
で
誰
よ
り
も
勝
ち
を
占

め
る
訳
は
な
い
の
で
す
か
ら
な
、
そ
の
失
敬
な
馬
鹿
笑
い
は
お
や
め
に
な
っ
た
方
が
よ
ろ
し
い
で
す
な
。
1

ひ
と
つ
お
ま
え
さ
ん
、

と
彼
は
続
け
て
、
ト
リ
ム
奴
が
遠
い
所
を
わ
ざ
わ
ざ
求
め
に
行
っ
て
、
非
常
に
真
面
目
な
様
子
で
、
ズ
ボ
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
、

「
牧
師
」
の
切
ら
れ
た
指
に
ま
き
つ
け
る
た
め
に
取
っ
て
戻
っ
て
来
た
、
あ
の
「
ク
モ
の
糸
」
の
こ
と
を
す
こ
し
お
考
え
に
な
る
と
如

何
で
す
か
な
°
|
|
＇
こ
の
「
ク
モ
の
糸
」
は
ま
さ
に
、
あ
ん
た
も
病
人
や
、
無
知
な
者
や
、
も
の
を
疑
わ
な
い
連
中
か
ら
ま
き
あ
げ

様。

一
財
産
も
う
け
て
お
る
、
そ
の
薬
屋
業
の
一
半
の
、
卑
し
い
性
質
に
対
す
る
見
事
に
「
織
ら
れ
た
」
諷
刺
な
ん
で
す
な
。

1

そ

の
表
情

l

そ
こ
で
高
ら
か
に
勝
利
の
大
笑
い
と
は
あ
い
な
っ
た
。
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、
、
、
、
、

ひ
ど
い
あ
て
こ
す
り
の
一
っ
だ
っ
て
こ
と
に
気
づ
い
と
っ
た
ろ
う
に
。
1

そ
れ
と
い
う
の
も
こ
れ
は
だ
ね
ぇ
、
見
る
と
こ
ろ
金
さ
え

手
に
入
れ
ば
何
で
も
結
構
、
恥
ず
か
し
い
な
ん
て
考
え
や
し
な
い
、

と
こ
ろ
で
そ
の
席
に
は
、
先
に
述
べ
た
外
科
医
の
他
に
二
人
の
薬
店
主
が
い
て
、
そ
れ
ら
に
一
人
の
薬
種
屋
と
一
人
の
葬
儀
屋
と
い

っ
た
同
業
者
連
中
が
つ
い
て
い
た
が
、
彼
ら
五
人
と
も
同
様
に
、
こ
の
弁
護
士
の
乱
暴
な
し
っ
ぺ
い
返
し
に
い
た
＜
傷
つ
け
ら
れ
、
こ

て
、
彼
ら
の
椅
子
か
ら
立
ち
上
が
る
、

お
ま
え
さ
ん
と
同
業
連
中
全
部
の
、
真
面
目
く
さ
っ
た
ず
う
ず
う

れ
に
対
し
て
大
い
に
不
満
の
念
を
抱
い
た
の
で
あ
る
。

1

そ
こ
で
胸
に
含
む
と
こ
ろ
大
な
る
彼
ら
五
人
の
同
業
者
連
中
う
ち
揃
っ

(14) 

そ
こ
で
直
ち
に
こ
の
「
激
し
い
詰
問
」
の
返
上
を
し
よ
う
と
い
う
心
算
。
ー
ー
し
た
と
こ
ろ

で
、
こ
の
合
戦
が
こ
の
ま
ま
で
は
大
き
く
広
が
る
ば
か
り
と
懸
念
し
た
議
長
、
直
ち
に
「
静
粛
に
I.
」
と
押
し
止
め
た
。

1

そ
し

て
、
も
し
こ
の
席
で
ま
だ
発
言
せ
ず
し
て
、
な
お
こ
の
問
題
に
関
し
て
し
ゃ
べ
り
た
い
む
き
が
あ
れ
ば
、
直
ち
に
意
見
を
述
べ
ら
れ
る

よ
う
に
と
提
案
し
た
。

こ
れ
は
、
或
る
吃
音
の
会
員
に
は
幸
運
な
誘
い
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
御
仁
、

ば
し
ば
論
争
の
最
中
に
発
言
し
よ
う
と
試
み
た
が
か
な
わ
ず
、
全
く
絶
望
的
に
機
会
を
逃
が
し
て
坐
っ
て
い
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

こ
の
御
仁
、

せ
い
ぜ
い
声
を
出
し
て
も
弱
く
し
か
出
な
い
様
子
、
し

お
見
知
り
お
き
願
い
た
い
が
、
自
分
に
対
し
て
耐
え
が
た
い
苦
悩
を
与
え
た
と
こ
ろ
の
、
先
の
「
選
抜
」
指
名
に
洩
れ

た
こ
と
で
、
ゆ
う
う
つ
の
上
に
打
ち
ひ
し
が
れ
る
よ
う
な
悲
し
み
を
抱
い
て
お
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

1

そ
こ
で
要
す
る
に
こ
の
御
仁

が
、
他
の
事
は
何
も
思
い
つ
か
な
か
っ
た
の
も
無
理
は
な
い
。
そ
れ
や
こ
れ
や
の
た
め
に
、
彼
は
、
「
物
語
」
全
体
は
、
先
の
ヨ
ー
ク
市

の
選
挙
に
対
す
る
正
当
な
あ
て
こ
す
り
で
あ
る
と
い
う
強
い
意
見
を
固
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
私
は
思
う
ん
で
す
が
、

し
さ
の
バ
ケ
の
皮
を
ひ
ん
む
い
て
お
る
ん
だ
か
ら
ね
。

と
彼
は
言
っ
た
。
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嘩
起
こ
し
た
事
件
を
、
見
事
に
表
わ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
半
ズ
ボ
ン
」
の
約
束
が
破
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
実
際
は
誰
か
他
の
人
の
約
束
が
破
棄
さ
れ
て
、
我
々
の
間
に
ひ
ど
い
騒
ぎ
を
引
き

ー
か
よ
う
に
し
て
、
全
員
が
自
分
の
頭
の
表
面
に
遊
泳
し
て
い
る
連
想
の
ま
ま
に
、
こ
の
話
を
八
翻
訳
＞
し
て
い
っ
た
の
で
あ
っ

た
゜
ー
従
っ
て
、
全
部
が
済
む
迄
に
は
、
こ
の
話
か
ら
、
皆
の
頭
数
と
同
じ
ぶ
ん
だ
け
た
っ
ぷ
り
と
、
諷
刺
の
糸
が
あ
や
つ
り
出
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
1

そ
し
て
、

か
の
三
重
に
も
有
名
な
る
ガ
ル
ガ
ン
チ
ュ
ア
と
パ
ン
タ
グ
リ
ュ
エ
ル
の
冒
険
談
の
中
に
発
見
さ
れ
る

如
き
、
変
転
極
ま
り
な
き
人
物
・
意
見
・
交
渉
そ
し
て
真
実
が
、

で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
す
べ
て
お
し
ま
い
に
な
り
、

そ
の
寓
意
の
ヴ
ェ
ー
ル
の
下
に
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
の

ク
ラ
プ
も
解
散
さ
れ
よ
う
と
い
う
時
に
な
っ
て
、

1

議
長
殿
が
椅
子
か
ら
立
ち
上
が
り
、
ニ

つ
の
動
議
を
出
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
申
し
出
、
そ
れ
が
た
だ
ち
に
全
員
一
致
で
認
め
ら
れ
た
。

第
一
は
で
す
な
諸
君
、
と
議
長
が
は
じ
め
る
、
「
物
語
」
の
中
の
、
ト
リ
ム
奴
の
、
言
い
つ
く
ろ
い
、
陰
謀
を
め
ぐ
ら
す
人
物
と
し
て

の
性
格
は
|
ー
•
そ
れ
が
誰
の
こ
と
を
描
い
て
あ
っ
て
も
で
す
な
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
、
「
フ
ラ
ン
ス
王
」
に
い
か
に
も
良
く
似
て
描
か
れ

て
お
り
ま
す
か
ら
な

i

こ
こ
で
わ
し
は
、
こ
の
「
物
語
」
が
即
刻
刊
行
さ
れ
る
よ
う
提
案
し
た
い
の
で
あ
り
ま
す
わ
い
。
ー
|
'
そ
れ

と
申
し
ま
す
の
は
、

と
彼
は
続
け
て
、
も
し
我
々
が
一
回
で
も
奴
さ
ん
を
も
の
笑
い
に
し
て
、
自
分
の
仕
出
か
し
た
こ
と
を
恥
ず
か
し

く
思
わ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
な
ら
ば
、

そ
れ
は
神
の
、
我
が
国
海
軍
及
び
陸
軍
に
対
す
る
恩
寵
と
と
も
に
、

守
る
偉
大
な
手
段
と
な
る
こ
と
が
出
来
ま
す
じ
ゃ
ろ
う
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
自
由
を

第
二
の
提
案
と
し
ま
し
て
は
、
我
ら
の
価
値
あ
る
会
員
で
あ
り
ま
す
と
こ
ろ
の
弁
護
士
殿
が
、
こ
の
場
で
た
だ
ち
に
、
こ
こ
で
し
ゃ
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(
2
)
 

(
l
)
 

注

頁）。

る
ま
い
か
。

べ
っ
た
会
員
諸
氏
の
、
「
物
語
」
に
与
え
た
臆
説
を
こ
と
ご
と
く
書
き
留
め
て
お
か
れ
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
思
う
に
こ
の
こ

と
は
、

と
彼
は
続
け
て
、
二
つ
の
目
的
に
か
な
う
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

ひ
と
つ
、
こ
れ
は
、
永
久
に
我
々
の
ク
ラ
プ
の
政
治
的
見
識
を
確
立
し
、
こ
れ
を
世
間
に
り
っ
ぱ
に
示
し
て
く
れ
る
で
あ
り
ま
し
ょ

ふ
た
つ
、
こ
れ
は
、
話
の
中
の
不
足
の
分
を
補
っ
て
く
れ
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
即
ち
こ
れ
が
、
「
物
語
」
に
対
す
る
―
つ
の
「
鍵
」

に
な
り
ま
し
ょ
う
か
ら
な
。

そ
こ
は
本
当
な
ら
議
長
さ
ん
、
「
鍵
」
の
一
束
全
部
、

と
言
う
べ
き
だ
っ
た
で
す
な
あ
、

と
唯
一
人
論
争
中
に
は
何
も
言
わ
な
か
っ
た

錠
前
屋
が
話
を
引
き
と
っ
た
が
、
し
か
し
そ
こ
は
議
長
、
反
論
し
て
言
う
こ
と
に
は
、
し
か
し
ま
あ
言
わ
せ
て
貰
う
な
ら
、
ほ
ん
と
に

「
正
し
い
鍵
」
が
ひ
と
つ
、
見
つ
け
ら
れ
さ
え
す
る
な
ら
ば
、
集
ま
っ
た
す
べ
て
の
八
意
見
＞
の
鍵
束
も
、
要
ら
な
く
な
る
ん
じ
ゃ
あ

ェ
ヴ
リ
マ
ン
版
の
注
に
よ
れ
ば
、
ヨ
ー
ク
に
あ
っ
た
「
サ
ン
ト
ン
」
と
い
う
コ
ー
ヒ
ー
・
ハ
ウ
ス
が
モ
デ
ル
で
あ
る
と
い
う
（
一
六
一

「
フ
ラ
ン
ス
の
王
」
ル
イ
十
五
世
（
一
七
一
五
ー
七
四
）
。
実
際
は
平
和
的
な
王
で
あ
り
、
国
政
は
愛
妾
ポ
ン
バ
ド
ゥ
ー
ル
夫
人
一
味
な
ど
に

左
右
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
植
民
地
抗
争
に
決
定
的
に
破
れ
て
い
っ
た
。
七
年
戦
争
（
一
七
五
六
ー
六
三
）
は
彼
の
治
世
の
間
に
起
こ
っ
た
。

う
か
ら
。
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附論

(
9
)
 

8
)
 

(
7
)
 

(
6
)
 

(
5
)
 

4
 

(
3
)
 わ

れ
た
。

ブ
ウ
ル
ボ
ン
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア

ガ
ゼ
テ
ィ
ア
』
を
示
唆
す
る
か
。
「
序
に
代
え
て
」
参
照
。

「
ブ
ラ
ッ
セ
ル
・
ガ
ゼ
テ
ィ
ア
」

第
四
場
、

レ
ン
ダ
ー
」
と
「
ロ
リ
ー
・
ス
リ
ム
」
を
わ
ざ
と
一
緒
に
し
て
い
る
。

ジ
ョ
ー
ジ
国
王
陛
下

プ
ロ
シ
ア
王

「
サ
ク
ソ
ニ
ィ
」

イ
ギ
リ
ス
王
ジ
ョ
ー
ジ
ニ
世
（
一
七
二
七
ー
六

0
)
の
こ
と
。
フ
ラ
ン
ス
と
の
間
に
植
民
地
戦
争
を
争
う
。

代
表
的
啓
蒙
専
制
君
主
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
ニ
世
（
一
七
四

O
I
八
六
）
の
こ
と
。
外
に
対
し
て
は
領
土
を
拡
大
し
た
。
こ
こ
に

あ
る
「
サ
ク
ソ
ニ
ィ
」
（
ザ
ク
セ
ン
）
の
地
も
そ
の
一
っ
゜

(G. Sachsen)
も
と
東
ド
イ
ツ
の
州
に
あ
っ
た
旧
王
国
。
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
大
王
が
ザ
ク
セ
ン
に
侵
入
し
た
の
が
一
七
五

六
年
、
七
年
戦
争
の
始
ま
り
の
年
で
あ
る
。
な
お
「
鍵
」
の
章
の
、
「
議
長
」
が
、
「
現
在
の
戦
争
」
と
呼
ん
で
い
る
の
は
こ
の
戦
争
の
こ
と
。

「
マ
ー
ク
・
ス
リ
ム
」
「
マ
ー
ク
・
ス
レ
ン
ダ
ー
」
は
「
権
争
物
語
」
中
の
M
a
r
k
Braithwaite
と
い
う
人
物
。
こ
こ
で
は
「
マ
ー
ク
・
ス

「
ワ
ラ
人
形
み
た
い
な
男
た
ち
」
「
権
争
物
語
」
の
「
追
伸
」
の
中
で
言
及
さ
れ
る
。
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
『
ヘ
ン
リ
ー
四
世
第
一
部
』
第
二
幕

一
九
六
行
前
後
で
フ
ォ
ル
ス
タ
ッ
フ
が
ゴ
m
e
n
in b
u
c
k
r
a
m
'
~
襲
わ
れ
た
話
を
す
る
個
所
を
踏
ま
え
て
い
る
。

七
0
二
）
。
即
位
の
ニ
ハ
八
九
年
、

ア
ン
女
王
戦
争

Brussels Gazetteer 
ス
タ
ー
ン
と
確
執
が
あ
っ
た
叔
父
の
ジ
ェ
イ
ク
ス
が
出
し
て
い
た
『
ヨ
ー
ク
・

フ
ラ
ン
ス
の
王
室
（
一
五
八
九
ー
一
七
九
二
）
ブ
ウ
ル
ボ
ン
家
と
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ハ
プ
ス
ブ
ル
グ

家
。
―
二
十
年
戦
争
、
ス
ペ
イ
ン
継
承
戦
争
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
継
承
戦
争
、
七
年
戦
争
な
ど
す
べ
て
こ
の
ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
王
家
を
め
ぐ
っ
て
行
な

ウ
イ
リ
ア
ム
王
及
び
ア
ン
女
王
戦
争

名
誉
革
命
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
王
と
な
っ
た
ウ
イ
リ
ア
ム
三
世
（
オ
レ
ン
ジ
公
）
（
一
六
五

0
|
-

フ
ラ
ン
ス
と
開
戦
。
植
民
地
で
フ
ラ
ン
ス
と
八
ウ
イ
リ
ア
ム
王
戦
争
＞
（
I
九
七
）
を
始
め
る
。

一
七

0
ニ
ー
一
三
年
ま
で
続
く
。
ウ
イ
リ
ア
ム
三
世
の
後
を
受
け
た
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
対
仏
植
民
地
戦
争
。
一
七
一

三
年
ユ
ト
レ
ヒ
ト
条
約
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
は
フ
ラ
ン
ス
か
ら
ハ
ド
ソ
ン
湾
地
方
等
を
得
た
。
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〔
付
記
〕

(14) 

(13) 

(12) 

(11) 

(10) 

ウ
イ
リ
ア
ム
三
世
が
ル
イ
十
四
世
と
の
間
に
結
ん
だ
ス
ペ
イ
ン
分
割
の
二
度
に
わ
た
る
企
て

の
こ
と
。
ウ
イ
リ
ア
ム
王
は
こ
の
あ
と
、
対
仏
軍
事
行
動
を
起
こ
そ
う
と
し
て
急
死
。

「
ジ
プ
ラ
ル
タ
ル
」
イ
ギ
リ
ス
が
ス
ペ
イ
ン
の
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
を
占
領
し
た
の
は
一
七

0
四
年
。
ス
ペ
イ
ン
継
承
戦
争
に
関
わ
る
。

「
中
ズ
ボ
ン
」

T
r
u
n
k
,
H
o
s
e

十
六
ー
十
七
世
紀
初
め
に
流
行
し
た
、
カ
バ
ン
を
ふ
く
ら
ま
せ
た
よ
う
な
、
あ
る
い
は
シ
ョ
ー
ト
パ
ン
ツ
を

ふ
く
ら
ま
せ
た
よ
う
な
形
の
ズ
ボ
ン
。

「
権
争
物
語
」
の
中
で
夜
番
外
套
の
譲
渡
方
法
を
定
め
た
覚
え
書
の
部
分
。
ス
ウ
ィ
フ
ト
『
桶
物
語
』
第
二
章
の
、
或
る
父
親

が
遺
言
の
中
で
、
「
上
衣
」
を
三
人
の
息
子
に
与
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
と
思
わ
れ
る
。

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
『
お
気
に
召
す
ま
ま
』
第
五
幕
第
四
場
八
十
二
、
八
十
九
行
。
タ
ッ
チ
ス
ト
ン

が
ジ
ェ
イ
ク
イ
ズ
と
公
爵
に
向
か
っ
て
決
斗
の
七
ケ
条
を
説
明
す
る
所
。
こ
れ
は
そ
の
第
四
条
に
当
た
る
。

以
上
の
翻
訳
に
さ
い
し
て
使
用
し
た
テ
ク
ス
ト
は
、
次
の
版
に
よ
り
、
他
に
エ
ヴ
リ
マ
ン
版
、
ペ
ン
ギ
ン
版
テ
ク
ス
ト
も
参
照
し
た
。

Ian Jack, ed., 
A
 Sentimental j
o
u
r
n
e
y
 through F
r
a
n
c
e
 a
n
d
 Italy 
by A
、r
•
Y
o
r
i
c
k
to w
h
i
c
h
 are a
d
d
e
d
 T
h
e
 journal T
o
 

Eliza a
n
d
 A
 Political 
R
o
m
a
n
c
e
.
 O
x
f
o
r
d
 &
 N
e
w
 Y
o
r
k
:
 O
x
f
o
r
d
 Univ. Press, 1
9
8
4
.
 

「
激
し
い
詰
問
」
＾
R
e
p
r
o
o
f
Valiant' 

法
律
文
字

「
分
割
条
約
」

T
h
e
Partition 
T
r
e
a
t
y
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(3) 

．
 

P
o
s
t
s
c
n
p
t
 

＇
ー
、2
 

9

L

 (1) 

書
誌
的
解
題

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
題
名
が
統
一
的
で
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
訳
語
を
決
め
る
上
で
の
―
つ
の
問
題
点
で
あ
る
。
『
権
争
物
語
』
"
A

R
o
m
a
n
c
e
"
と
い
う
の
が
、

ス
タ
ー
ン
が
も
と
も
と
付
し
て
い
た
題
名
で
あ
る
が
、
後
に
は
『
夜
番
外
套
物
語
』
＾
'
T
h
e

H
i
s
t
o
r
y
 of a
 G
o
o
d
 W
a
r
m
 W
a
t
c
h
,
C
o
a
t
"
の
方
が
通
り
や
す
い
題
名
と
な
っ
て
い
る
と
い
っ
た
事
情
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は

先
に
も
述
べ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

W
.
L
・
ク
ロ
ス
の
ス
タ
ー
ン
伝
に
付
け
ら
れ
た
書
誌
に
よ
っ
て
テ
ク
ス
ト
の
出
版
過
程
を

一
七
五
九
年
の
、

ヨ
ー
ク
に
お
け
る
教
会
の
内
紛
に
ス
タ
ー
ン
自
身
も
か
か
わ
っ
て
、

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
書
い
た
年
で
あ
っ
て
、
表
題
、
目
次
内
容
を
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

1・ 

A
 Political R
o
m
a
n
c
e、
A
d
d
r
e
s
s
e
d
Ti
。
ー
,
E
s
q
 ;
 of
 
York. 
T
o
 w
h
i
c
h
 is 
s足
bjoined
a
 K
E
Y
.
 /Ridicul
日
n
acri/ 

Fortius et m
e
l
i
u
s
 m
a
g
n
a
s
 p
l
e
r
u
m
q
u
e
 secat Res. /
Y
o
r
k
 :
 Printed in the y
e
a
r
 M
D
C
C
L
I
X
・
 

そ
の
内
容
を
番
号
を
付
し
て
順
に
列
挙
す
る
と
、

A
 Political R
o
m
a
n
c
e
,
 A
d
d
r
e
s
s
e
d
 T
oー

ー

ー

,

Esq, of York・ 

T
h
e
 K
e
y
 

見
て
み
よ
う
。
初
出
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

Political 
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と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
る
。
イ
ア
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
の
編
集
に
よ
る
テ
ク
ス
ト
（
一
九
六
八
年
•
O
x
f
o
r
d
 English 
N
o
v
e
l
s
)
も、

こ
の
初
出
の
形
を
守
っ
た
も
の
で
あ
り
、
ち
な
み
に
筆
者
が
訳
出
し
た
の
も
、
右
の
内
容
の
中
の
①
と
③
で
あ
る
が
、
以
後
の
テ
ク
ス

ト
は
こ
の
初
版
を
も
と
に
し
て
色
々
な
選
択
と
省
略
を
行
な
っ
て
い
る
。
物
語
の
中
心
の
筋
は
①
②
③
で
語
ら
れ
て
お
り
、
④
と
⑮
の

当
時
の
ヨ
ー
ク
に
お
け
る
教
会
の
内
紛
の
火
消
し
役
を
担
っ
た
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
今
日
四
部
が
残
存
し
、
そ
れ
ぞ
れ
ヨ
ー
ク

参
事
会
図
書
館
、

リ
ッ
ジ
の
ハ
ロ
ル
ド
・
マ
ー
ド
ッ
ク
氏
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
ヨ
ー
ク
参
事
会
図
書
館
の
分
の
リ
プ
リ
ン
ト
版
が
、

一
四
年
、

2・ 

A
 Political 
R
o
m
a
n
c
e
,
 A
d
d
r
e
s
s
e
d
 
Ti
。

ー

,

E
s
q
;
 o
f
 
York. 
L
o
n
d
o
n
:
 J
.
 
M
u
r
d
o
c
h
,
 M
D
C
C
L
X
I
X
.
 

こ
れ
は
初
版
の
リ
プ
リ
ン
ト
版
で
あ
る
が
、
③
の

'
T
h
e
K
e
y
'
と
、
④
⑮
の
書
簡
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
版
の
基
に
な
っ
た
の

は
、
ス
タ
ー
ン
が
友
人
の
ジ
ョ
ン
・
ホ
ー
ル
11
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ス
ン
に
与
え
た
初
版
の
一
冊
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

三
度
目
の
出
版
は
一
七
七
五
年
で
、

次
に
刊
行
さ
れ
た
の
が
一
七
六
九
年
で
、
表
題
は
次
の
通
り
。

る。 書
簡
は
さ
ほ
ど
重
要
で
は
な
い
。

(5) 

Letter to Dr. T
o
p
h
a
m
 

ヨ
ー
ク
公
立
固
書
館
、

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
、

ト
リ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
図
書
館
、
及
び
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ケ
ン
ブ

w
.
L
・
ク
ロ
ス
の
序
文
を
付
し
て
、
ポ
ス
ト
ン
で
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
で
ま
た
言
及
す
る
こ
と
に
す

ス
タ
ー
ン
の
「
書
簡
集
」
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
と
い
っ
た
体
裁
に
な
っ
て
い
る
。
注
目

④

Letter toー

ー

ー

,

E
s
q
;
 of Y
o
r
k
 

一
九
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要
す
る
に
こ
の
一
七
七
五
年
か
ら
、

A
Poli
諾
a
l
R
o
m
aミ
ce

ム
に
よ
る
仏
語
訳
が
出
て
い
る
。

す
べ
き
は
、
こ
の
版
で
は
じ
め
て
、
＾
＾
T
h
e
H
i
s
t
o
r
y
 of a
 Wa
t
c
h
,
C
o
a
t
"
の
表
題
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
版
の
タ
イ

ト
ル
は
次
の
通
り
。

は
、
そ
の
中
心
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
表
わ
す
T
h
e
H迩
0

さ

o
f
a

3・ 

Sterne's Letters to 
lf.窃
F
母ミ
ds
o
n
 V
a
r
i
o
苔
O
c
c
a
s
i
o
n
.
T
o
 W
h
i
c
h
 is 
added,
君
H・
定
。
さ

of
a
 Watch,Coat, 
w忌

匂
S
ミ

dtoさ

Notes.
L
o
n
d
o
n
:
 
G•Kearsly 

&
 J. 
J
o
h
n
s
o
n
,
 1
7
7
5
.
 

一
七
八
八
年
に
は
パ
リ
で
、
ラ
・
ボ
ー

但
し
、
こ
の

"
W
a
t
c
h
,
C
o
a
t
"
は
、
初
版
の
要
約
版
を
リ
プ
リ
ン
ト
し
た
も
の
で
、
こ
れ
全
体
が
一
っ
の
手
紙
と
し
て
扱
わ
れ
、
デ

イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ギ
ャ
リ
ッ
ク
そ
の
他
の
知
人
と
や
り
と
り
し
た
書
簡
と
一
緒
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
＾
＾
A
Political R
o
m
a
n
c
e
"
全

一
七
七
五
年
版
で
書
簡
集
の
中
に
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
不
思
議
で
は
な
い
。

ス
タ
ー
ン

の
も
う
―
つ
の
書
き
物
で
あ
る
T
h
e
j
o
m
m
a
l
T
O
E
l

村
a

が
L
.
p
•

カ
ー
テ
ィ
ス
編
『
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ス
タ
ー
ン
書
簡
集
』

の
中
に

組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
と
同
断
で
あ
ろ
う
。

A
Political R
o
mミ
n
c
e
も
T
h
e
]
。m
m
a
l
T
O
E
l村
Z
き
も
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
の
『
パ
ミ
ラ
』

（
一
七
四

0
年
）
や
ス
モ
レ
ッ
ト
の
『
ハ
ン
フ
リ
・
ク
リ
ン
カ
』
（
一
七
七
一
年
）
な
ど
の
書
簡
文
学
の
当
時
の
流
行
の
文
脈
の
中
で
捉

え
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
が
、
よ
り
直
接
的
に
は
、
こ
の
よ
'
R
o
m
a
n
c
e
"
が
、
す
で
に
交
さ
れ
て
い
た
三
冊
の
書
簡
形
式
に
よ
る
論
争

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
後
に
出
さ
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
に
拠
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
こ
の
年
、

T
・
エ
ヴ
ァ
ン
ズ
と
い
う
出
版
社
が
加
わ
っ
て
、
右
と
同
じ
も
の
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
表
題
に
＾
A
N
e
w

Edition'.と
銘
打
た
れ
て
い
る
。
同
年
ハ
ン
ブ
ル
グ
で
、
ボ
ー
デ
に
よ
る
こ
れ
ら
の
独
逸
語
訳
、

体
が
書
簡
形
式
を
取
っ
て
い
る
の
で
、
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容
は
、

こ
の
版
が
、

4
 

W
g
t
c
h
,
C
o
a
t
と
し
て
、
広
く
大
陸
に
お
い
て
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。

次
に
現
わ
れ
る
の
は
、

G. Robinson, 

R. B
a
l
d
w
i
n
,
 
a
n
d
 

一
七
八

0
年
の
『
ス
タ
ー
ン
全
集
』
十
巻
本
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
の
全
集
は
ス
タ
ー
ン
の
作
品
に
対
す
る

初
め
て
の
原
典
批
評
研
究
版
で
あ
り
、
研
究
用
の
テ
ク
ス
ト
と
し
て
価
値
あ
る
最
初
の
例
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
中
の
第
十
巻

に
収
め
ら
れ
て
い
る

^̂
The
H
i
s
t
o
r
y
 of 
a
 W
a
t
c
h
,
C
o
a
t
"
に
対
し
て
は
、
そ
の
現
実
的
事
件
・
人
物
と
、
物
語
り
の
中
の
ア
レ
ゴ

リ
カ
ル
な
事
件
・
人
物
の
諷
刺
的
対
応
関
係
が
、
脚
注
の
形
で
説
明
さ
れ
て
い
る
。

一
九

0
四
年
に
出
る

w
.
L
・
ク
ロ
ス
編
の
全
集

中
の
脚
注
も
ほ
ぼ
こ
れ
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
全
集
の
タ
イ
ト
ル
と
構
成
は
次
の
通
り
。

T
h
e
 
Wor.苓

o
f
L
a
u
r
e
n
c
e
 Sterne. 
In T
e
n
 V
o
l
u
m
e
s
 C
o
m
p
l
e
t
e
.
 
Containi
品
"
I
.
T
K
e
L
eゞ

a
n
d
 Opinions 
of 

Tristram S君
ミ

d
y、
Gent.
IL A
 Sentimental j
o
u
r
n
e
y
 th1、0
ぶ
f
h
F
r
aミ
c
e
aミ
d
I苔
ly.
III. 
Sermons. I
V
•
L
e
t
t
e
m
.
w
r
i

ヰ
1

A
 Life of 
the 
A
u
t
h
o
r
,
 
W
r
i
t
t
e
n
 b
y
 Himself. 
L
o
n
d
o
n
:
 W
.
 Strahan, J
.
 
Rivington 
a
n
d
 Sons, J
.
 
Dodsley, 
G. 

Kearsley, 

M
D
C
C
L
X
X
X
.
 

ス
ン
が
、

T. L
o
w
n
d
e
s
,
 

T. Cadell, 

と
を
考
え
る
と
、
こ
の
編
集
者
は
わ
り
あ
い
厳
正
に
、

]
.
M
u
r
r
a
y
,
 
T
.
 Becket, 

T•Evans, 

ロ
ン
ド
ン
の
出
版
業
者
た
ち
の
共
同
出
版
と
い
う
形
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
ス
タ
ー
ン
の
友
人
ホ
ー
ル
11
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン

ス
タ
ー
ン
の
覚
え
書
を
も
と
に
し
て
仕
上
げ
た
と
主
張
し
て
い
る
『
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
・
ジ
ャ
ー
ニ
ィ
』

の
続
編
、
『
そ
れ
か

ら
の
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
・
ジ
ャ
ー
ニ
ィ
』

Yorick's
Sentimental J
o
u
r
n
e
y、
C
o
n
t
i
n
u
e
d
(
一
七
六
九
年
）
が
は
ぶ
か
れ
て
い
る
こ

か
つ
力
を
入
れ
て
編
集
に
当
た
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
最
後
の
第
十
巻
の
内
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全
集
以
後
の
新
し
い
資
料
は
何
も
加
え
ら
れ
て
は
い
な
い
。

"Letters of the late L
a
u
r
e
n
c
e
 S
t
e
r
n
e
 :
 Wi
t
h
 a
 Fr
a
g
m
e
n
t
,
 in the m
a
n
n
e
r
 of Rabelais ;
 an
d
 T
h
e
 H
i
s
t
o
r
y
 of a
 

W
a
t
c
h
,
C
o
a
t
"
 

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
中
の

^
^
W
a
t
c
h
,
C
o
a
t
"
の
タ
イ
ト
ル
を
詳
し
く
記
す
と
、

占

'
T
h
e
H
i
s
t
o
r
y
 of a
 G
o
o
d
 W
a
r
m
 W
a
t
c
h
,
C
o
a
t
 ;
 wi
t
h
 w
h
i
c
h
 the present P
o
s
s
e
s
s
o
r
 is 
n
o
t
 content to c
o
v
e
r
 his 

o
w
n
 Shoulders, unless h
e
 c
a
n
 cut o
u
t
 of it 
a
 petticoat for his wife, a
n
d
 a
 Pair of B
r
e
e
c
h
e
s
 for his Son." 

と
い
う
ふ
う
に
、

A
Political 
R
o
mミ
2Ce
の
中
の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
長
く
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
こ
れ
と
同
じ
タ
イ
ト
ル

一
九

0
四
年
の

w
.
L
・
ク
ロ
ス
の
版
に
お
い
て
も
、
従
っ
て
ま
た
、

A
M
S
社
の
ヨ
リ
ッ
ク
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
・
デ
ラ
ッ
ク
ス

版
に
お
い
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
版
に
は
、
初
版
一
七
五
九
年
版
の
中
の
、
③
、
④
、
⑥
の
部
分
は
付
け
ら
れ
て
い
ず
、

後
に
出
た
一
七
六
九
年
版
及
び
一
七
七
五
年
版
の
形
式
を
踏
襲
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

十
九
世
紀
の
間
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
は
、
書
簡
類
が
殆
ど
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
中
で
、

フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
に
よ
る
『
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ス
タ
ー
ン
伝
』
二
巻
が
注
目
す
べ
き
出
版
物
で
あ
る
。

ジ
ェ
イ
ム
ズ
．

p
．
ブ
ラ
ウ
ン
編
集
に
よ
る
『
ス
タ
ー
ン
全
集
』
が
出
て
い
る
が
、

数
種
の
書
簡
お
よ
び
レ
ノ
ル
ズ
以
後
の
、

ま、＇ 

w
.
L
・
ク
ロ
ス
に
よ
れ
ば
、
こ
の
全
集
版
は
、

ス
ト
ザ
ー
ド
や
ク
ル
ッ
ク
シ
ャ
ン
ク
に
よ
る
図
版
を
例
外
と
し
て
、

二
十
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
全
集
及
び
"
W
a
t
c
h
,
C
o
a
t
"
の
二
種
類
の
校
訂
の
仕
事
は
と
も
に

w
.
L・
ク
ロ
ス
に
よ
る
も
の
で
、
そ

の
ス
タ
ー
ン
伝
も
含
め
て
、
こ
れ
ら
は
こ
の
世
紀
に
お
け
る
ス
タ
ー
ン
文
学
研
究
の
礎
と
な
っ
た
。
ま
ず
一
九

0
四
年
の
全
十
二
巻
の

一
七
八

0
年
版
の
先
の

一
八
七
三
年
に
四
巻
物
の
、

一
八
六
四
年
と
一
八
九
六
年
の
、
パ
ー
シ
ィ
・

380 
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'Postscript"
の
み
で
あ
る
の
は
、

一
七
六
九
年
版
以
来
の
ス
タ
イ
ル
を
守
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
う
ち
第
十
一
巻
及
び
最
終
の
第
十
二
巻
に
、
先
の
パ
ー
シ
ィ
・
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
ス
タ
ー
ン
伝
を
お
さ
め
て
い
る
の
が

特
徴
で
、
他
は
、
第
一
ー
四
巻
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
シ
ャ
ン
デ
ィ
』
、
第
五
ー
六
巻
『
ヨ
リ
ッ
ク
氏
説
教
集
』
、
第
七
巻
『
セ
ン
チ
メ
ン

タ
ル
・
ジ
ャ
ー
ニ
ィ
』
、
第
十
巻
『
イ
ラ
イ
ザ
に
寄
せ
る
日
記
・
そ
の
他
』
で
あ
る
。
そ
し
て

'̂Watch,Coat"
の
テ
ク
ス
ト
は
、
第
八

ー
九
巻
の
『
書
簡
及
び
雑
録
集
』
の
中
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
表
題
は
先
の
一
七
八

0
年
版
同
様
、
＾
G
o
o
d
W
a
r
m
'
と
い
う
形
容

詞
が
付
い
て
T
h
e
H定
。
さ

o
f
a
 G
o
o
d
 W
a
r
m
 W
a
t
c
h
,
C
o
a
t
と
な
っ
て
い
る
。

い
ら
れ
て
い
る
訳
で
、

さ
ら
に
ク
ロ
ス
自
身
が
十
年
後
の
一
九
一
四
年
に
刊
行
し
た

.̂
Watch,Coat"
の
テ
ク
ス
ト
で
は
、
題
名
を
も

と
の
A
Political R
o
m
a
n
c
e
に
も
ど
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
い
ず
れ
の
名
称
で
こ
れ
を
呼
ぶ
べ
き
か
に
つ
い
て
定
説
は
な
い
の

と
こ
ろ
で
十
二
巻
も
の
の
こ
の
全
集
は
、
同
じ
年
に
「
ク
ロ
ン
メ
ル
協
会
」
と
い
う
所
か
ら
六
巻
で
再
版
さ
れ
た
。

版
。
）
後
に

A
M
S
社
か
ら
出
た
リ
プ
リ
ン
ト
版
（
ヨ
リ
ッ
ク
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
・
デ
ラ
ッ
ク
ス
、

メ
ル
協
会
」
版
を
基
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
収
め
ら
れ
た
土
'
W
a
t
c
h
,
C
o
a
t
"
の
テ
ク
ス
ト
が

"
A
Political 
R
o
m
a
n
c
e
"
と

と
こ
ろ
が
一
九
一
四
年
に
、
ボ
ス
ト
ン
の
「
端
本
ク
ラ
プ
」
と
い
う
所
か
ら
出
し
た
版
は
、

で
あ
る
。

F. T
a
y
l
o
r
 &
 C
o
m
p
a
n
y
,
 1904. 

5
 

全
集
の
タ
イ
ト
ル
と
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

T
h
e
 W
o
r
k
s
 a
n
d
 Life o
f
 L
a
u
r
e
n
c
e
 Sterne. 
12vols. W
i
t
h
 a
n
 Introduction b
y
 W
i
l
b
u
r
 L. Cross. N
e
w
 Y
o
r
k
:
 J.
 

一
九
七

0
年）

（
一
万
部
限
定
出

は
、
こ
の
「
ク
ロ
ン

一
七
五
九
年
の
初
出
の
形
を
そ
の
ま
ま

つ
ま
り
、
こ
の
書
き
物
に
は
三
つ
の
呼
び
方
が
用
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と
は
当
然
出
て
来
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
幸
い
に
も
手
も
と
に
こ
れ
が
あ
る
の
で
紹
介
し
て
お
こ
う
。
表
題
、
内
容
は
次
の
通
り
。

7・ 

T
h
e
 S
h
a
k
e
s
p
e
a
r
e
 H
e
a
d
 Edition 
of 
T
h
e
 W
o
r
k
s
 of 
L
a
u
r
e
n
c
e
 
Sterne. 
7vols. 
O
x
f
o
r
d
 :
 Basil 
B
l
a
c
k
w
e
l
l
/
 

Publisher to the S
h
a
k
e
s
p
e
a
r
e
 H
e
a
d
 P
r
e
s
s
 of S
t
r
a
t
f
o
r
d
,
U
p
o
n
,
A
v
o
n
,
 1926ー

27.

こ
の
う
ち
ょ
'
W
a
t
c
h
‘
C
o
a
t
"
は
第
六
巻
で
、
『
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
・
ジ
ャ
ー
ニ
ィ
』
、
「
ラ
ブ
レ
ー
風
断
章
」
、
「
イ
ラ
イ
ザ
に
寄
せ
る
日

記
」
、
「
ヨ
リ
ッ
ク
か
ら
イ
ラ
イ
ザ
ヘ
の
書
簡
」
等
と
一
緒
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
校
訂
者
の
名
前
が
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
が
、
こ
の

校
訂
者
は
ク
ロ
ス
の
版
と
異
な
り
、
表
題
に
は

'̂A
Political R
o
m
a
n
c
e
:
 A
d
d
r
e
s
s
e
d
 to -

-

,

 E
s
q
;
 of Y
o
r
k
"
を
用
い

て
い
る
。
そ
し
て
校
訂
者
の
言
に
よ
る
と
、
こ
の
版
は
一
七
六
九
年
に
出
た
二
つ
の
版
ー
ー
1

つ
は
先
に
挙
げ
た
版
、
も
う
―
つ
は
「
五

巻
本
の
全
集
」
ー
の
慎
重
な
比
較
検
討
の
も
と
に
編
集
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
ク
ロ
ス
の
書
誌
で
一
七
六
九
年
の
項
に
挙
げ
ら
れ
て

ン
伝
（
一
九
六
七
年
第
三
版
）
の
書
誌
は
、

6・ 

A
 Political R
o
m
9
c
e
 B
y
 L
a
u
r
e
n
c
e
 Sterne(l759): A
n
 Ex
a
c
t
 R
e
p
r
i
n
t
 of the First Edition. W
i
t
h
 a
n
 introduc, 

tion b
y
 W
i
l
b
u
r
 L. Cross. B
o
s
t
o
n
:
 T
h
e
 C
l
u
b
 of O
d
d
 V
o
l
u
m
e
s
,
 1914. 

だ
が
こ
れ
は
百
二
十
五
部
の
限
定
出
版
で
あ
り
、

と
う
て
い
世
間
に
広
く
流
布
す
る
と
こ
ろ
ま
で
は
ゆ
か
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思

ク
ロ
ス
の
版
と
共
に
、
二
十
世
紀
の
代
表
的
な
ス
タ
ー
ン
全
集
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
次
に
出
る
い
わ
ゆ
る
「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
・

ヘ
ッ
ド
」
版
全
七
巻
の
全
集
（
一
九
二
六
ー
七
年
）

わ
れ
る
。

保
っ
て
い
る
。
表
題
は
次
の
通
り
。

で
あ
り
、
こ
の
中
に

"
W
a
t
c
h、C
o
a
t
"
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ク
ロ
ス
の
ス
タ
ー

一
九
二
三
年
の
記
述
で
終
わ
っ
て
お
り
、
こ
の
「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
・
ヘ
ッ
ド
」
版
の
こ
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い
る
の
は
、

ス
タ
ー
ン
の
「
説
教
集
」
と

'̂A
Political 
R
o
m
a
n
c
e
"
の
二
つ
だ
け
で
あ
り
、
「
五
巻
本
の
全
集
」
と
い
う
の
が
い
ず

(
1
)
 

れ
の
も
の
を
指
す
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
校
訂
者
が
一
七
六
九
年
版
を
基
に
し
て
い
る
故
に
、
題
名
を

'̂A
Political R
o
m
a
n
c
e
"
と

こ
の
版
に
お
け
る

^
'
W
a
t
c
h
,
C
o
a
t
"
の
内
容
は
、
①
こ
'
A
Political R
o
m
a
n
c
e
"
と
②
[̂
'Postscript"
の
み
で
あ
り
、
脚
注
は
つ
い

て
い
な
い
。
但
し
登
場
人
物
と
現
実
の
人
物
等
の
対
応
関
係
を
次
の
よ
う
に
配
役
表
の
如
く
に
表
わ
し
て
い
る
。

L
a
t
e
 Parson, 

A
b
p
.
 H
e
r
r
i
n
g
 

P
a
r
s
o
n
 of the P
a
r
i
s
h
`
A
b
p
.
 H
u
t
t
o
n
 

J
o
h
n
 the Clerk, 

D
e
a
n
 of Y
o
r
k
.
 F
o
u
n
t
a
i
n
 

T
r
i
m
,
 

Dr. T
o
p
h
a
m
 

M
a
r
k
 Slender, 

Dr. Braithwaite 

L
o
r
r
y
 Slim, 

L
a
w
r
e
n
c
e
 Sterne 

W
i
l
l
i
a
m
 Doe, 

M
r
.
 B
i
r
d
m
o
r
e
 

<ill品
:ge,
Y
o
r
k
 

と
こ
ろ
が
、
こ
の
表
に
は
一
っ
疑
問
が
あ
る
。
そ
れ
は
八

illiam
D
o
eー

M
r
.
B
i
r
d
m
o
r
e
>
と
い
う
対
応
関
係
に
つ
い
て
で
あ

る
。
と
い
う
の
も
W
m
D
o
e
な
る
登
場
人
物
は
一
七
八

0
年
版
以
来
、

W
i
l
l
i
a
m
S
t
a
b
l
e
s
と
い
う
法
学
士
を
あ
て
は
め
る
解
釈
が
な
さ

れ
て
来
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
（
一
七
八

0
年
版
全
集
第
十
巻
一
八
六
頁
、

一
九
七

0
年
A
M
S
版
第
四
巻
二
四
五
頁
。
）
も
っ
と
も
、

W
i
l
l
i
a
m
 B
i
r
d
m
o
r
e
と
い
う
人
物
が
物
語
の
中
の
W

m

D
o
e
に
相
当
す
る
と
い
う
説
も
あ
る
、

と
い
う
説
明
は
、

た
し
か
に
パ
ー
シ

ィ
・
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
ス
タ
ー
ン
伝
(
P
e
r
c
y
F
i
t
z
g
e
r
a
l
d
,
 T
h
e
 Life o
f
 L
a
i

｀reミ
ce
S
t
e
r
n
e、
Vol.
I. 
L
o
n
d
o
n
 :
 Ch
a
p
m
a
n
 

し
て
い
る
の
は
首
肯
で
き
る
。
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の
場
に
、
ト
バ
ム
と
敵
対
す
る
側
に
、

伶

H
a
l
l
,
1864. p.352, foot note) 

し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
を
も
校
訂
し
た

w
.
L
・
ク
ロ
ス
の
説
明
（
『
ス
タ
ー

一
六
七
ー
八
頁
）
を
読
む
と
、

に
あ
っ
て
、

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
・
ヘ
ッ
ド
版
の
校
訂
者
は
恐
ら
く
こ
の
よ
う
な
箇
所
を
典
拠
に

フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
よ
り
は
る
か
に
詳
し
く
説
得
的
で
あ
り
、

ド
を
克
服
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

い
わ
ば
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル

そ
れ
故
ク
ロ
ス
よ
り
後
に
出
る
こ
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
・
ヘ
ッ
ド
版
で
、

一
七
五

ク
ロ
ス
を

無
視
し
て
そ
れ
以
前
の
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
説
明
に
典
拠
を
求
め
て
い
る
様
な
の
は
、
よ
ほ
ど
の
う
ら
づ
け
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う

と
思
う
の
だ
が
、
そ
の
説
明
も
な
く
、
ま
し
て
や
校
訂
者
の
名
も
記
し
て
い
な
い
の
は
、
多
少
の
疑
問
を
こ
の
校
訂
本
に
対
し
て
感
じ

問
題
は
「
ヨ
ー
ク
大
聖
堂
首
席
司
祭
お
よ
び
参
事
会
会
員
」
と
「
ビ
カ
リ
ン
グ
・
ポ
ク
リ
ン
ト
ン
特
別
教
区
法
廷
主
教
代
理
」
の
パ

テ
ン
ト
を
め
ぐ
る
悶
着
で
、
こ
れ
ら
を
主
人
公
ト
バ
ム
が
取
ろ
う
と
し
た
の
だ
が
、
し
か
し
ゆ
き
ち
が
い
が
あ
っ
て
他
の
人
物
に
渡
っ

て
し
ま
う
。
そ
し
て
ト
パ
ム
が
こ
れ
に
対
し
て
異
議
申
し
立
て
を
行
な
い
、

あ
る
。
こ
の
さ
い
の
「
他
の
人
物
」
と
い
う
の
が
、

い
う
参
事
会
会
員
、

ざ
る
を
得
な
い
。

ン
伝
』
、

ひ
と
騒
ぎ
そ
こ
で
も
ち
あ
が
る
、

と
い
っ
た
あ
ら
ま
し
で

ク
ロ
ス
の
説
明
に
よ
れ
ば
、

W
i
l
l
i
a
m
Stables
と
い
う
人
物
で
あ
り
、

年
八
月
一
日
、
彼
は
首
席
司
祭
か
ら
大
聖
堂
参
事
会
の
主
教
代
理
職
と
い
う
パ
テ
ン
ト
を
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
の
決
定

つ
ま
り
首
席
司
祭
の
側
に
い
る
の
が
C
h
a
r
l
e
s
C
o
w
p
e
r
及
び
W
i
l
l
i
a
m
B
e
r
d
m
o
r
e
 (sic
〕
と

そ
し
て
わ
が
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ス
タ
ー
ン
な
の
で
あ
る
。
（
ス
タ
ー
ン
は
先
の
パ
テ
ン
ト
の
後
の
方
、

つ
ま
り
「
ピ
カ

リ
ン
グ
・
ポ
ク
リ
ン
ト
ン
特
別
教
区
法
廷
主
教
代
理
」
の
パ
テ
ン
ト
を
貰
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
ト
バ
ム
博
士
の
手
に
は
何
も
入
ら
な

か
っ
た
訳
で
あ
る
。
）
ク
ロ
ス
の
記
述
で
は
W
m
B
e
r
d
m
o
r
e
は
た
だ
右
の
よ
う
な
文
脈
の
中
で
言
及
さ
れ
る
だ
け
で
、
特
別
な
説
明
は
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ッ
シ
ュ
・
ノ
ベ
ル
」
版
で
あ
る
。
そ
の
タ
イ
ト
ル
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

な
い
。
ク
ロ
ス
の
立
場
は
明
確
に
：
W

m
D
o
e
'
を
W

m
Stables
と
す
る
立
場
で
あ
る
。
そ
し
て
ス
タ
ー
ン
が
こ
の
な
り
ゆ
き
の
中
で

パ
テ
ン
ト
を
貰
う
の
は
、
面
白
い
「
し
っ
ぺ
い
返
し
」
だ
と
言
い
、
記
録
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
が
、

Stables
が
例
の
パ
テ
ン
ト
の
権
限
者
に
選
ば
れ
た
一
、
二
週
間
以
内
に
与
え
ら
れ
た
も
の
に
違
い
な
い
、
と
説
明
し
て
い
る
。
（
『
ス
タ

ー
ン
伝
』
、

一
六
八
頁
。
）
こ
こ
で
少
し
話
が
そ
れ
る
が
、
も
し
こ
の
ク
ロ
ス
の
説
明
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、

ト
を
受
け
た
月
日
は
、

シ
ャ
ン
デ
ィ
』
下
巻
の
年
譜
を
見
る
と
、
「
一
七
五
一
年
（
三
十
八
歳
）
／
六
月
、

代
理
に
任
ぜ
ら
れ
る
」
と
あ
っ
て
、
時
期
的
に
ず
れ
が
あ
る
の
は
、
伝
記
上
の
事
実
を
特
定
す
る
こ
と
の
困
難
さ
を
示
唆
す
る
問
題
で

(2) 

あ
る
。と

こ
ろ
で
、

1
9
8
4
.
 

ス
タ
ー
ン
が
そ
の
パ
テ
ン

一
七
五
一
年
の
「
八
月
」
の
一
、
二
週
間
以
内
と
い
う
こ
と
に
な
る
訳
だ
が
、
岩
波
文
庫
の
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・

ビ
カ
リ
ン
グ
・
ポ
ク
リ
ン
ト
ン
特
別
教
区
法
廷
主
教

ク
ロ
ス
と
同
じ
判
断
に
立
っ
て
、

W

m
D
o
e
1
1
W
m
 S
t
a
b
l
e
s
の
関
係
を
示
し
て
い
る
最
も
近
い
例
ー
~
否
、
そ
れ
の

み
な
ら
ず
、
最
も
新
し
い
土
'
W
a
t
c
h
,
C
o
a
t
"
の
テ
ク
ス
ト
ー
は
、
イ
ア
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
編
集
の
「
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
・
イ
ン
グ
リ

8・ 

A
 Sentimental J
o
u
r
n
e
y
 th1‘0
泰
h
F
r
aミ
ce
a
n
d
 Italy 
B
y
 
M'I'.•Yorick 

to w
h
i
c
h
 are a
d
d
e
d
 T
h
e
 J
o
u
r
n
a
l
 to 
Eliza 

a
n
d
 A
 Political 
R
o
m
a
n
c
e
.
 Ed. w
i
t
h
 Introductions b
y
 I
a
n
 Jack. O
x
f
o
r
d
 &
 N
e
w
 Y
o
r
k
:
 O
x
f
o
r
d
 Univ. Press, 

こ
の
中
の
A
Political R
o
m
a
n
c
e
は
、
初
出
時
の
残
存
す
る
四
冊
の
う
ち
、

の
も
の
を
リ
プ
リ
ン
ト
し
た
も
の
で
、

ケ
ン
プ
リ
ッ
ジ
、
ト
リ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
図
書
館
蔵

ス
タ
ー
ン
が
当
時
の
印
刷
屋
シ
ー
ザ
ー
・
ウ
ォ
ー
ド
に
命
じ
た
注
告
|
|
,
凸

T̂
。I
I

9

ス
タ
ー
ン
の
パ
テ
ン
ト
は
、

W

m

385 



附論

切
「
追
伸
」
で
は
ー
~

上
が
ら
せ
得
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

一
方
で

一
語
一
句
読
点
た
り
と
も
動
か
し
て
は
な
ら
ぬ
旨
の
注
文
ー
を
厳
密
に
守
っ
た
版
で
あ
る
。
イ
ア

ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
は
い
わ
ば
、
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ス
タ
ー
ン
自
身
に
も
ど
し
た
訳
で
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
現
在
こ
れ
が
最
も
満
足

す
べ
き
版
で
あ
ろ
う
。
『
権
争
物
語
』
は
、
こ
の
直
後
に
書
き
始
め
ら
れ
る
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
シ
ャ
ン
デ
ィ
』

な
っ
た
書
き
物
で
あ
り
、
す
で
に
そ
の
時
、

へ
の
内
的
う
な
が
し
と

ス
タ
ー
ン
の
八
書
く
こ
と
＞
は
、
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
シ
ャ
ン
デ
ィ
』

の
世
界
に
入
り
こ
ん

で
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
見
逃
す
べ
き
で
な
い
八
作
品
＞
な
の
で
あ
る
が
、
そ
う
で
あ
る
以
上
、
初
出
の
形
式
を
守
っ
た
版
、

し
か
も
最
も
新
し
い
原
典
批
評
を
盛
り
込
ん
だ
テ
ク
ス
ト
が
、
最
も
満
足
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

以
上
で
、
今
日
ま
で
の

^
'
W
a
t
c
h
,
C
o
a
t
"
の
テ
ク
ス
ト
の
各
版
に
つ
い
て
一
通
り
見
て
き
た
訳
で
あ
る
が
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
に
つ
い

て
は
結
局
二
種
類
の
も
の
を
適
宜
使
用
す
る
他
な
い
で
あ
ろ
う
。
筆
者
は
仮
に
、
折
衷
的
に
だ
が
、
『
権
争
物
語
、
あ
る
い
は
夜
番
外
套

物
語
』
と
呼
ん
で
お
き
た
い
。
今
日
ま
で
の
各
版
を
見
て
、
テ
ク
ス
ト
と
し
て
は
初
出
の
形
式
を
守
る
の
が
妥
当
で
あ
る
が
、

は、^
夕
W
a
t
c
h
,
C
o
a
t
"
の
表
現
を
取
入
れ
た
方
が
、
こ
の
書
簡
形
式
の
書
き
物
の
内
容
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
よ
り
明
確
に
浮
か
び

さ
て
、
こ
れ
ま
で
未
紹
介
の
部
分
は
、
②

ĉ
Postscript"
と
、
④
及
び
⑥
の
実
さ
い
の
書
簡
で
あ
る
。
以
下
、
簡
単
に
そ
れ
ら
の
内

容
を
し
る
し
て
お
こ
う
。

E
s
q
 ;
 of Y
o
r
k
"
の
中
に
あ
る
、
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「
先
に
書
い
た
手
紙
を
配
達
人
に
渡
そ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、
そ
の
機
会
を
失
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
手
紙
は
そ
の
ま
ま
一
週
間
か
十

日
ほ
ど
八
私
＞
の
手
も
と
に
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
間
に
、
ま
た
ま
た
八
ト
リ
ム
＞
（
実
さ
い
は
ト
パ

ム
博
士
）
が
事
件
を
起
こ
し
た
。
私
は
、
あ
ん
な
に
さ
ん
ざ
ん
な
目
に
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
ト
リ
ム
も
お
さ
ま
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い

た
の
だ
が
、
彼
は
大
人
し
く
引
っ
込
ん
で
い
る
ど
こ
ろ
か
、
去
勢
専
門
屋
の
つ
の
笛
を
吹
き
な
ら
し
て
町
の
人
間
を
呼
び
集
め
、
ひ
と

騒
ぎ
起
こ
そ
う
と
し
た
。
ト
リ
ム
の
言
い
分
は
ー
自
分
は
前
の
大
げ
ん
か
の
時
、
犬
よ
り
も
冷
た
く
あ
し
ら
わ
れ
、
十
二
人
の

パ

ッ

ク

ラ

ム

ワ
ラ
人
形
み
た
い
な
連
中
か
ら
三
時
間
も
剣
の
先
き
で
も
て
あ
そ
ば
れ
た
。
そ
の
上
、
八
ジ
ョ
ン
＞
の
家
に
待
伏
せ
し
て
い
た
ケ
ン
ダ

ル
織
物
を
着
た
二
人
の
卑
し
い
悪
党
や
ら
が
、
総
勢
十
六
人
で
自
分
の
う
し
ろ
か
ら
襲
い
か
か
っ
て
来
て
、
自
分
を
ひ
ど
い
目
に
あ
わ

せ
た
、
と
い
う
も
の
。
こ
れ
を
十
二
回
以
上
も
聞
か
さ
れ
た
近
所
の
連
中
は
、

こ
の
後
、

ト
リ
ム
は
八
半
ズ
ボ
ン
＞
の
こ
と
は
あ
き
ら
め
た
が
、
新
し
く
今
度
は
、
故
人
と
な
っ
た
或
る
牧
師
と
八
ジ
ョ
ン
＞
の
間
で

少
し
く
問
題
と
な
っ
て
い
た
八
聖
書
台
＞
の
こ
と
に
い
ち
ゃ
も
ん
を
つ
け
始
め
た
。
ト
リ
ム
は
八
半
ズ
ボ
ン
＞
と
八
夜
番
外
套
＞
を
貰

え
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
腹
い
せ
に
、
こ
れ
に
目
を
付
け
た
の
だ
っ
た
。
ト
リ
ム
は
八
夜
番
外
套
＞
を
貰
え
な
か
っ
た
時
は
、
八
半
ズ

ボ
ン
＞
の
後
ろ
へ
回
っ
た
し
、
八
半
ズ
ポ
ン
＞
が
手
に
入
ら
な
い
と
な
る
と
、
八
聖
書
台
＞
の
後
ろ
へ
回
っ
た
、
今
度
は
ど
ん
な
砦
ヘ

後
退
す
る
か
分
か
ら
ぬ
、
と
村
の
政
治
屋
ど
も
の
間
で
は
、
議
論
が
わ
か
れ
た
。
或
る
者
は
、
「
牧
師
の
長
グ
ツ
の
後
」
へ
と
、

1

だ

が
そ
の
抵
抗
も
長
く
は
持
つ
ま
い
か
ら
1

或
る
者
は
「
牧
師
の
馬
」
の
方
ヘ
ー
と
言
っ
た
が
、
馬
は
簡
単
に
は
手
に
入
ら
な
い
だ

ろ
う
か
ら
1

と
、
今
度
は
皆
の
意
見
が
ま
と
ま
っ
て
、
「
室
内
便
器
」
の
方
へ
ゆ
く
だ
ろ
う
、

こ
と
は
あ
る
ま
い
、

ト
リ
ム
は
気
が
触
れ
た
と
思
っ
て
大
い
に
同
情
し
た
。

い
ず
れ
に
し
ろ
あ
ま
り
い
い
目
に
会
う

と
い
う
結
論
に
な
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
想
像
の
上
で
の
こ
と
。
実
さ
い
は
如
何
な
る
こ
と
に
あ
い
成
っ
た
か
。
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ら
れ
」
方
を
し
た
も
の
じ
ゃ
わ
い
な
、

実
さ
い
は
、

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
」

ニ
コ
ラ
・
ボ
ワ
ロ
ー
の
『
見
台
物
語
』

の

ト
リ
ム
は
例
の
八
聖
書
台
＞
の
後
方
か
ら
、
自
分
の
身
が
未
だ
生
ま
れ
ざ
る
子
供
の
よ
う
に
潔
白
な
こ
と
を
主
張
し
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
最
中
に
、
プ
ラ
シ
天
の
八
半
ズ
ボ
ン
＞
を
穿
い
た
男
（
実
は
ス
タ
ー
ン
自
身
）

は
敢
え
無
く
野
原
を
敗
走
す
る
次
第
と
な
っ
た
。
そ
れ
以
後
ト
リ
ム
の
行
方
は
と
ん
と
分
か
ら
ぬ
が
、
誰
し
も
納
得
し
た
こ
と
は
、
ト

リ
ム
奴
は
、
三
つ
の
戦
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
如
何
な
る
英
雄
も
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
、
ひ
ど
い
「
刈
り
取

以
上
が
「
追
伸
」

影
響
と
し
て
、

一
月
二
十
六
日
付
）

の
章
で
語
ら
れ
る
話
で
あ
る
。
中
に
八
聖
書
台
＞
が
出
て
来
る
の
は
、

さ
ら
に
八
外
套
＞
の
ア
レ
ゴ
リ
ー
は
、

④
の
「
ヨ
ー
ク
の
某
氏
殿
へ
」
で
は
、

ス
』
の
文
句
の
一
言
半
句
、

ス
ウ
ィ
フ
ト
の
『
桶
物
語
』

の
思
わ
ぬ
反
撃
に
出
会
っ
て
、

ト
リ
ム

か
ら
の
影
響
と
し
て
説
明
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

ス
タ
ー
ン
は
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
者
が
自
分
で
あ
る
こ
と
を
公
表
し
、
こ
の
『
ロ
マ
ン

一
句
読
点
た
り
と
も
動
か
さ
ぬ
こ
と
、
二
羽
の
闘
鶏
の
さ
し
絵
の
ア
イ
デ
ア
は
よ
ろ
し
く
な
い
こ
と
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
値
段
を
「
一
シ
リ
ン
グ
」
に
上
げ
る
べ
き
こ
と
、
こ
の
書
き
物
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
「
私
自
身
の
頭
脳
か
ら
出
て
来
た
も

の
」
と
す
べ
き
こ
と
、
等
を
印
刷
屋
シ
ー
ザ
ー
・
ウ
ォ
ー
ド
に
対
し
て
主
張
し
て
い
る
。

⑥
の
「
ト
パ
ム
博
士
へ
」
は
、

ト
パ
ム
が
ひ
き
起
こ
し
た
騒
動
の
中
で
出
さ
れ
た
三
冊
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
う
ち
、
三
番
目
の
ト
パ

ム
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ょ
'
A
R
e
p
l
y
 to the A
n
s
w
e
r
 to a
 Letter L
a
t
e
l
y
 a
d
d
r
e
s
s
e
d
 to the D
e
a
n
 of Y
o
r
k
"
 
(
一
七
五
八
年
十

に
対
し
て
、

ス
タ
ー
ン
が
ト
パ
ム
本
人
に
宛
て
た
書
簡
で
あ
り
、
こ
の
中
で
彼
は
、
貴
殿
（
ト
パ
ム
博
士
）

の
名

は
先
の
文
書
に
は
見
当
た
ら
ぬ
が
、
貴
殿
の
も
の
に
間
違
い
な
し
と
見
て
こ
れ
を
し
た
た
め
申
す
、
貴
殿
の
文
書
の
中
に
あ
っ
た
例
の

Dr. Herring, Dr. B
e
r
d
m
o
r
e
そ
し
て
小
生
自
身
の
、
三
名
の
署
名
に
な
る
文
章
に
関
し
て
、
そ
こ
に
立
証
さ
れ
た
事
実
関
係
へ
の
小
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生
ら
の
確
信
に
つ
い
て
は
、

で
は
な
い
か
、

そ
れ
を
「
失
効
」
と
な
す
べ
き
証
拠
が
「
記
憶
シ
信
ズ
ル
限
リ
デ
ハ
」
と
い
う
例
の
表
現
の
中
に
あ
る
の

と
貴
殿
は
申
し
立
て
て
お
ら
れ
る
が
、
他
の
二
人
に
つ
い
て
は
申
す
可
き
に
あ
ら
ざ
る
故
に
小
生
一
人
の
こ
と
に
と
ど

め
お
く
が
、
小
生
に
関
し
て
は
、
あ
の
言
葉
に
い
さ
さ
か
の
疑
問
の
点
も
こ
れ
無
く
、
ま
た
小
生
の
記
憶
に
つ
い
て
も
疑
念
を
持
た
ざ

る
点
、
御
了
解
願
い
た
い
、

か
よ
う
な
異
議
申
立
て
を
誘
引
し
た
る
か
の
文
句
は
、
も
は
や
削
除
さ
れ
た
し
、

書
い
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
、
貴
殿
の
返
書
の
中
の
、
下
品
な
る
、

何
し
ろ
小
生
は
神
に
仕
え
る
身
、
許
し
て
さ
し
上
げ
る
の
が
小
生
の
義
務
な
れ
ば
、
何
も
言
わ
ぬ
。
だ
が
、

て
こ
す
り
ば
か
り
や
っ
て
い
る
と
、

り
が
静
ま
れ
ば
、

れ
る
、
相
手
（
ト
パ
ム
博
士
）

キ
リ
ス
ト
教
徒
に
ふ
さ
わ
し
か
ら
ぬ
椰
楡
表
現
な
ど
に
つ
い
て
は
、

や
ら
れ
た
相
手
よ
り
は
や
っ
た
本
人
の
貴
殿
が
、
よ
け
い
に
傷
つ
く
こ
と
に
な
る
、
は
じ
め
の
怒

い
っ
そ
う
悲
嘆
に
く
れ
る
の
は
却
っ
て
逆
に
貴
殿
の
方
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
カ
ク
ノ
ゴ
ト
キ
仕
返
シ
コ
ソ
ガ
何

ヨ
リ
重
大
ナ
ノ
デ
ス
ゾ

(Prima
est 
haec Ultio. Juvenal, Satires, xiii. 2
)
 

ゆ
く
。
そ
し
て
最
後
に
、
追
伸
を
付
し
て
、
こ
の
書
簡
を
こ
の
『
ロ
マ
ン
ス
』

好
都
合
こ
の
上
な
し
で
あ
り
申
す
故
に
、

と
い
っ
た
ふ
う
に
ス
タ
ー
ン
は
ト
パ
ム
を
懐
柔
し
て

の
し
り
に
「
貼
り
つ
け
る
」
の
を
許
し
て
い
た
だ
き
た

い
、
何
し
ろ
「
馬
車
」
が
も
う
そ
こ
に
来
て
待
っ
て
お
る
し
、
丁
度
空
い
た
席
も
あ
る
こ
と
だ
し
、

と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
終
わ
る
の
で
あ
る
。

以
上
が
、
③
、
④
、
⑤
の
部
分
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
が
、
④
や
⑤
を
読
む
と
、

と
い
う
よ
う
な
こ
と
を

ト
パ
ム
殿
よ
、

そ
ん
な
あ

そ
こ
に
入
れ
て
貰
う
と
ま
こ
と
に

ス
タ
ー
ン
の
中
に
、
も
は
や
「
作
家
意
識
」
と
い
っ

て
よ
い
も
の
が
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
①
ー
②
ー
③
を
通
し
て
見
ら
れ
る
喜
劇
的
感
覚
と
、
⑤
に
見
ら

に
対
す
る
或
る
種
の
や
さ
し
さ
と
い
っ
た
も
の
は
、
ま
さ
に
ス
タ
ー
ン
文
学
の
特
質
で
あ
る
笑
い
と
ヒ
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(
2
)
 

(
1
)
 

「
第
四
版
」
を
数
え
た
と
い
う
の
は
驚
く
べ
き
記
録
で
あ
る
。

ュ
ー
マ
ー
を
ー
ー
ー
も
う
間
も
な
く
開
花
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
シ
ャ
ン
デ
ィ
』

の
世
界
の
そ
の
雰
囲
気
を
I

「
一
七
六
九
年
、
五
巻
本
の
ス
タ
ー
ン
全
集
」
は
ス
タ
ー
ン
死
後
の
最
も
早
い
全
集
と
し
て
注
目
さ
れ
る
が
、
そ
の
記
録
は
A
u
t
h
o
r
U
n
i
o
n
 

C
a
m
b
r
i
d
g
e
.
 
C
a
n
n
o
n
 H
o
u
s
e
 F
o
l
k
s
t
o
n
,
 
K
e
n
t
:
 W
i
l
l
i
a
m
 D
a
w
s
o
n
`
1
9
8
1
)

に
よ
れ
ば
＾
よ
'fv
o
r
k
s
 ... 
p
r
e
f
i
x
e
d…

a
c
c
o
u
n
t
 ... 
life/ 

1
7
6
9
 
(5v) 
12。

L
"
と
い
う
記
述
内
容
に
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
「
一
七
六
九
年
、
五
巻
本
全
集
、
十
二
折
本
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
蔵
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
ラ
イ
プ
ラ
リ
ー
）
の
カ
タ
ロ
グ
ー

British
M
u
s
e
u
m
 

G
e
n
e
r
a
l
 
Catalogue 
o
f
 
P
r
i
n
t
e
d
 
B
o
o
k
s
 :
 Fi
v
e
 
Y
e
a
r
 
S
u
p
p
l
e
m
e
n
t
,
 
1
9
7
1
，
7
5
(
v
o
l
.
1
2
)
-
に

'̂The
w
o
r
k
s
 of 
L
a
u
r
e
n
c
e
 

Sterne. L
o
n
d
o
n
,
 1769. 
/5vol. :
 plate: port. 
12。[
A
[
0
p
u
b
l窃
h
e
r
n
a
m
e
d
"
.
>
J
本
ッ
る
の
は
同
四
じ
細
娼
叙
を
仁
i

え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
図
書
館
の
ス
タ
ー
ン
資
料
、
「
オ
ー
ツ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
う
ち
、
全
集
の
最
初
期
の
資
料
は
、
「
一
七
七
四
年
、
七

巻
本
、
十
二
折
、
ダ
ブ
リ
ン
、
ト
マ
ス
・
ア
ー
ミ
テ
ィ
ジ
」
の
版
で
あ
る
。

一
方
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
、
ボ
ド
レ
イ
ア
ン
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

所
蔵
の
最
初
期
の
全
集
は
「
一
七
六
九
ー
七

0
年
、
七
巻
本
、
第
四
版
、
十
二
折
、
ダ
ブ
リ
ン
」
で
あ
る
。
ス
タ
ー
ン
の
死
後
一
年
ほ
ど
で
、

A
.
H
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
の
『
ス
タ
ー
ン
伝
』
も
「
W
i
l
l
i
a
m
D
o
e
1
1
W
i
l
l
i
a
m
 S
t
a
b
l
e
s
」
説
で
あ
る
。
（
特
に
、
後
篇
、
三
六
四
頁
。
）
キ

ャ
ッ
シ
ュ
に
よ
れ
ば
、

ス
タ
ー
ン
が
首
席
司
祭
フ
ァ
ウ
ン
テ
ン
か
ら
、
「
ピ
カ
リ
ン
グ
・
ポ
ク
リ
ン
ト
ン
特
別
教
区
法
廷
主
教
代
理
」
の
就
任

G
e
n
e
r
a
l
 
Catalogue 
o
f
 
P
r
i
n
t
e
d
 
B
o
o
k
s、
t窓
e
Catalogues 
o
f
 
the 
B
o
d
l
e
g
n
L
i
b
rミ心

注

且
d
o
f
t
h
e
u
n
i
0
e苔
i
8
L
i
b
r
a
さ‘

C
a
t
a
l
o
g
u
e
 
(Eighteenth'Century 
British 
B
o
0ざ
s
:
A
n
 Au
t
h
o
r
 
U
n
i
o
n
 Catalogue, 
E
x
t蕊
cted
f
r
o
m
 
the 
Brit窃
h

M
苔
e
u
m

論
暗
ホ
し
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
。
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を
宣
誓
、
約
束
さ
せ
ら
れ
た
の
は
、
「
一
七
五
一
年
七
月
十
二
日
」
で
あ
る
。
（
前
篇
、
二
四
七
頁
。
）
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